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陸上実験水槽におけるカジメの生態学的研究

1.幼胞子体の生長と成熟

関山繁信1・松本正喜2• JII嶋之雄2.栗原知明3・西尾四良3.畢田貴義3
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Shigenobu Sekiy剖na'，M出法iMatumot02，Yukio Kaw描 hima2，Tomo，依iK町ibara3，ShirouNishi03， T，誌ayoshiSawada3: 

Ecological S佃diesof Ecklonia cava in an experimenta¥ tank set on出eground. 1. Growth and maturation of由e

juvenile sporophytes. Jpn. J. Phycol. (Sorui) 46・1-9

百leful¥ morphological development仕omjuvenile sporophyte to adu¥t of Ecklonia cava was observed in田 experimenta¥

water tank. The spo問swere attached to layered strings in 16 Nov.1995. Morphological observations we出 carriedout 

from 16April1996to 11 May 1997. During白isperiod， the growth of thallus hight， stipe length， longe洛tblade length， 

number of primary pinnae and longest primary pinna length， and the formation of zoosporangial sorus on the juvenile 

sporophyte were monitored in回目perimentaltank set in a green house. The daily growth rates of each p町tof 

juvenile sporophy胞swere estimated by the differentiated curves calculated from the growth curv田.So白atthe daily 

grow曲目白sof回 chpart in spring四 dwinter were larger山岨insurnmer. The foロnationofz∞sporangial sori were 
ob担 rvedfrom August to Octorber.ll哩 formationrate of z∞sporangial sori was estimated田めout85%.百lem盟国lUffi
daily release rate of zoospores on a basis of 1 cm2 both zoosporangial sori surface areas of the young plan臼 W酪

estimated as about 3.9Ixl<P-3.4lx106 cel¥slcm2 

KのIlnd四 Words:Eck/onia cava-l.aminariaceae-Phaeophyta-juvenile sporophyte-spore-zoospore-zoosporang鼠lsorus-

morphology-tank culture 
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はじめに 件を任意に設定した人工環境内に任意の群落を再現し

アラメ及びカジメは本州中部太平洋沿岸を中心とす て実験を行うことが必要となろう。これまでアラメ・

る浅海域に海中林を形成する大型褐藻であり，沿岸漁 カジメなどの胞子体を人工環境内で育成することはき

業にとってきわめて重要な役割を果たしている。近年 わめて困難なこととみなされてきたが，筆者らは天然

これらの海藻が大規模に枯死する磯焼けが頻発するよ の母藻から採苗して得たカジメの幼胞子体を陵上の流

うになったが，静岡県の御前崎周辺の沿岸も例外では 海水槽で育成する実験を行い，藻体を成熟させ，次世

なく，社会問題と化している。このように深刻な磯焼 代の幼胞子体を自生させることに成功した。本報文で

けについて，その原因を解明するための研究は未だ皆 はその詳細について述べる。

無に近く，また，これまでの磯焼け発生機構に関する

諸説は実験的根拠を欠き憶測の域を出ないものがほと 材料と方法

んどであったと言える。わずかに倉島ほか (1996)に 採苗用のカジメ母藻は 1995年11月14日に静岡県

よって行われたアラメ・カジメの生理特性に関する研 の伊豆白浜地先の海岸に漂着したものを採集し，複数

究は，海中において最も重要な環境要因である光及び の母藻を重ね合わせて湿潤状態にして容器に詰め静岡

温度に関する生理特性を調べ，さらに群落内の環境を 県浜岡町の中部電力(株)浜岡原子力発電所敷地内ま

考慮しつつ磯焼け発生機構に言及している。 で，約4時聞かけて運鍛した。 1995年11月16日まで

磯焼けの原因解明も磯焼け対策も，枯れる主体であ 陰干しを行った後，仮ij葉を切り取って遊走子放出のた

る海藻の生理を知ることが不可欠であるが，さらに条 めの試料として用いたが，まず表面に付着した珪藻等
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Fig.1. Daily changes of the Iighl intensity in the green house(A)叩 d

at a depth ofO.lm in water(B) 

Fig.2. Distribution of dai1y irradiance at Omaezaki weather station 

(A).Relationship be何回nthe Iight intensity in the gr田 nhouse and 

出eirradiance at Omaezaki weather station(B). Relationship between 

the Iight intensity at a depth of 0.1 m in water and the irradiance at 

Omaezaki weather station(C). 

衰した自然光が水槽に達するようにした。

糸上に萌出した幼胞子体の長さが約3cmに達したと

判定された 1996年3月11日に，幼胞子体の着生した

糸を長さ約 50cmづつに切り取り，それぞれを長さ

50cmに切った直径1.5cmもしくは3.5cmのクレモナ・

ロープに巻き付けて，胞子体の生長観察用のサンプル

とした。同日中に各サンプルはビニールハウス内に設

置された容積 ltの円型水槽に移した。

円型水槽には逮州灘の中層から導いた自然海水(塩

分34%0)そのものを約lη71/mi泊nの流量で

-9卯ol/minの流量でエア一レ一シヨンを常時行つた。
温度調整は行わないで自然のままとし，光強度はビ

ニール一枚と寒冷紗一枚を通過して減衰した自然光を

地上約 1.5m(水面上0.6m)と水槽の水面下O.lmにア

レック電子(株)製MDS-L型照度センサーを設置して，

を除去するため，これをろ過海水で手早く洗った後、

新たなろ過海水に漬けて遊定子を放出させた。

遊走子は直径2mmのクレモナ・ 30本経りの糸に着

生させ，建物内に設置されたろ過海水(塩分34960)を

培地とする容積O.1 1の角型水槽に移し，止水状態で

1996年 1月15日まで培養を行った。

O.lt水槽は水槽内の海水温を 19'Cに保ち，人工照明

を行わないで自然、のままの日長(照度:最大3000lux)

としたが，建物自体の窓を通過して減衰した自然光が

水槽に達するようにした。

1996年l月15日からは，遊走子が着生したクレモ

ナ糸を天窓付き建物内に設置された容積61のコンク

リート水槽に移し，流水状態で 1996年3月 11日まで

培養を行った。

コンクリート水槽には約600m沖合の遠州灘の中層

(水深約5m)から導いた自然海水(塩分34960)をろ過し，

約401/minの流量で注入しながら約 10-20 l/minの流

量でエアーレーションを常時行った。コンクリート水

槽は発電所温排水を利用して水槽内の海水温を18'Cに

保ち，人工照明を行わないで自然のままの日長(照度:

最大5000lux)としたが，建物自体の天窓を通過して減
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実験期間を通して20分毎に記録した。 Fig.I(A)に1996

年3月12日から 1997年2月6日までの期間におけるハ

ウス内の照度の記録結果を，また，同図(B)には1996年

3月12日から同年6月19日までの期間における水槽内

の照度の記録結果を示した。また， Fig.2(A)には浜岡原

子力発電所に近い御前崎測候所における 1996年3月1

日から 1997年3月31日までの期間における全天日射

量の観測結果を示したが， 1996年3月12日から同年6

月19日までの期間における全天日射量とハウス内の照

度との関係及び全天日射量と水槽内の照度との関係を

それぞれFig.2(B)及ぴ同図(c)に示した。全天日射量を

X(MJ/m2)と表し，ハウス内あるいは水槽内の照度をY

(Iux)と表せば，ハウス内の照度及び水槽内の照度はそ

れぞれ近似的にY=649.72X及びY=138.51Xと表すこと

ができる。

円型水槽内の海水温の測定は，アレック電子(株)

製MDS-T型温度センサーを水面下O.lmに設置して20

分毎に行った。海水温は水槽内で水平的にも鉛直的に

も差を生じなかったが， 1996年3月29日から 1997年

2月6日までの期間における海水温はFig.3のように変

化し，日平均水温の最高値及ぴ最低値はそれぞれ26.9

℃及び1O.9'Cであり，日最高水混の最高値及び最低値

はそれぞれ28.0'C及び11.5'C，日最低水温の最高値及

ぴ最低値はそれぞれ26.4'C及び1O.3'Cであった。

生長量の測定は1996年4月16日から開始したが，同

日から同年6月3固までの期間については藻体長

抽allushight)のみを対象とした。同年6月27日以後は

藻体長の他，茎長(stipelength)，最大業長(Jongestblade 

leng'血)，一次側葉数 (numberof primary pinnae)及ぴ最

大一次側葉長(Jongestprimary pinna length)を測定した

(Fig. 4)。

1996年8月28日に初めて子嚢斑形成が確認された

ため，同日から子嚢斑形成が終了した同年 10月16日

まで，子嚢斑形成を毎日目視で観察を続けた。また，藻

体の子嚢斑部を随時切り取り，これを湿潤紙で挟み約

5'Cの容器に収納して日本エヌ・ユー・エス(株)環

境科学研究所(横浜)に送り，直径8cmのシャーレに

移して遊走子を放出させ， 3日後にシャーレ底部に着

生した遊走子数を倒立顕微鏡下で計数した。

結果

1 )藻体各部位の生長

幼胞子体から成体に至るまでの藻体各部位のサイズ

変化の平均値と標準偏差をTable1及ぴFig.5に示した。

なお， Table 1には測定した個体数(n)についても示し

た。また， Fig.6に1996年4月17日， 7月11日及び1997

年2月3日における標準的な藻体を写真で示した。

Table 1， Fig.5に示した経過日数は採苗した1995年11月

16日(11/16195)を起点とし，それ以後の日数で示した。

藻体長は経過日数152日(4/16/96)で6.8:1:2.6cm(平均

値士標準偏差、以下同じ)となり，その後は次第に増加

し， 285日(8/27/96)で30.H:7.Ocmとなった。その後， 285

日(8/27/96)から340日(10/21/96)までの期間は生長がほ

ぼ停止した状態となり， 340日(10/21ρ6)以後は次第に

増加し， 481日(3/11/97)で53.6土15.2cmとなった。

茎長は経過日数224日(6/27ρ6)で3.2土1.5cmとなり，

その後は361日(11/11/96)まで緩やかに増加し， 361日

(11/11/96)以後直線的に増加して481日(3/11/97)では

T 
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Table 1. Growth table of the juvenile sporophytes in皿 experimentaltank f11led wi白山eEnsyu-nada seawa胞rsince 16 Nov. 1995 when 
zoospo田swe問 attachedto strings. 

Date Time Thallus Hight Stipe Length Longest Blade Number of Pri-Primary Pinna 

(m/d/y) (白川 (cm) ill!2 Ler謡曲ill!2 mary Pinna Length(cm) 
Av. σ n Av. σ n Av. σ n Av. σ n Av. σ n 

11/16/95 0 

4/16/96 152 6.8 2.6 115 ー
4/24/96 160 10.1 3.8 111 ー
5/8/96 174 12.9 5.3 106 ー
自;/3/96200 15.8 6.4 55 ー
自，/27/96224 21.2 6.5 59 3.2 1.5 59 7.0 2.4 59 3.3 1.5 32 1.4 1.7 32 
7/15/96 242 25.2 6.9 48 3.5 1.5 48 8.9 3.9 48 4.9 2.1 33 2.5 2.3 33 
8/6/96 264 27.7 6.8 46 3.8 1.7 46 10.2 4.2 46 5.8 2.4 35 4.1 2.4 35 
8/27196 285 30.1 7.0 72 4.1 1.8 72 11.5 4.9 72 6.0 2.7 56 5.5 3.4 56 
9/17/96 306 30.9 7.2 72 4.1 1.8 72 12.4 5.1 72 6.4 3.0 57 6.4 3.7 57 
10/1/96 320 30.8 6.5 73 4.3 2.2 73 12.7 5.1 73 6.73.160 6.5 4.1 60 
10/21/96 340 31.0 5.7 72 4.3 1.9 72 13.2 4.8 72 7.1 3.5 64 6.8 4.3 65 
11/11/96 361 33.6 8.1 71 4.9 2.3 71 13.7 4.3 71 8.4 4.2 66 6.8 4.5 66 
12/9/96 389 40.9 12.6 71 8.2 4.5 71 13.7 4.2 71 11.5 5.0 67 7.3 4.1 67 
1/9/97 420 47.9 16.2 70 14.3 7.5 70 17.3 5.3 70 13.8 4.7 67 8.5 4.3 67 
2n/97 449 49.6 16.3 69 19.7 9.6 69 17.0 5.4 69 14.9 4.4 67 9.5 5.2 67 
3/11/97 481 53.6 15.2 67 25.6 10.8 67 27.1 11.2 67 14.9 4.0 67 12.8 6.5 67 

25.6土1O.8cmとなった。

最大葉幅は経過日数224日(6/27/96)で7.0%2.4cmと

なり，その後は449日(2{7/97)まで増加し， 449日(2{71

97)以後急激に増加して481日(3/11/97)では27.1土11.2cm

となった。

一次側葉数は経過日数224日(6/27/96)で3.3:1:1.5枚と

なり，その後は次第に増加し， 264日(8/6/96)で5.8士2.4

枚となった。その後， 264日(8/6/9めから 340日(10/211

96)までは比較的緩やかに増加し，340日(10/21/96)以後

急激に増加して449日(2n/97)では 14.9:1:4.4枚となった

が481日(3/11/97)では14.9:1:4.0枚となり，生長が停止し

た。

最大一次側業長は経過日飴24日(6/27，肺)で1.4土1.7cm

となり，その後は急激に生長し， 306日(9/17/96)で

6.4:1:3.7cmとなった。その後， 306日(9/17/96)から 361

日(11/11/96)までの期間は生長が，ほほ停止し，その後

は次第に増加し， 481日(3/11/97)で 12.8土6.5cmとなっ
マ，

~。
2)藻体各部位の生長速度

藻体各部位の日平均生長速度を Fig.7に示した。藻

体各部位の日平均生長速度はFig.5に示した5次及び6

次の多項式で回帰した生長曲線を微分して得られた4

次及ぴ5次の多項式で示した。

各部位の生長速度はいずれの部位においても春季と

冬季に大きく，夏季に小さくなった。

3幻)子嚢斑の形成

子嚢斑形成が最初に確認された8月2銘8日(培養開始

後2却86日)から毎日の観察によつて確認された子嚢斑

形成個体数の経時変化をFi抱g

9月1臼3日に最高となり札、 1ω0月1η7日以降には全〈見ら

れなくなつたが，その聞に子嚢斑を形成した個体数は

62となり，総個体数73の85%に達した。

Fig.9(A)に標準的と恩われる子嚢斑形成個体を示し

たが，まだ幼体と呼べる段階にあり，子護斑は主業部

のみに形成されている。形成された子嚢斑は次第に大

きくなる傾向がみられ， 8月28日に藻体長37cmの胞

子体に形成された子嚢斑の面積は約1.5cmX 5.Ocmで

あったが， 9月13日には約4.OcmX 15.Ocmに拡大し

ていた。

4)遊走子の放出

Fig.9(B)に培養開始後316日目の幼胞子体に形成さ

れた子嚢斑の横断面を示した。単子嚢内には遊定子が

形成されており，また，それらが放出されることも確

認された。

子議斑形成後の遊走子放出数を Table2に示した。

また， Fig.1Oに子嚢斑形成日を起点として最大97日間
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Fig.6. Morphological dcvclopmcl1l I'rom jllvcnile sporophylcs 10 adllh 

sporophyles(A -. B -. C) 

追跡した遊走子放11¥数の経l時変化を示した。

標準的とみなせる NO.6の個体では子袋加形成時か

ら20日後に遊走子の放出が始まったが，そのH寺の放出

数は4.55X 105 cells/cm2であり ，41 1:1後には放出数が

政大となり， 1.20 X 106 cells/cm2を記録し，68日後に

は遊定子の放出がみられなくなった。

それぞれの淡体において，子設斑形成の|二|から最大

遊走子jj支出数を観察した日までの経過日数は謀体NO.I

カず31日， NO.2カξ35日，No.31;ず57日， No.4 7うず29日，

NO.5が27日，NO.6が41EI， NO.7が9日であった。こ

れらの結果から，球体NO.7のケースを例外とすれば，

子磁斑形成の1:1から 27~ 57日後までの|決られた期間

に遊定子の故大放出がみられるものとみなせる。最大

遊定子放 I~H数は個体に よ って呉なっているが， 3.91 X 

1 05 ~ 3.41 X 106 ce ll s/cm2 の ili~ 1却にあった。 また，子袈

斑形成後の遊走子の放出JUJlI¥]は個体差はあるものの多

くの個体で約3ヶ月に及ぶ期間iにわたっていた。

5 )次世代の幼胞子体

子避ー斑を形成した務体から自然に放出された遊定子

が*梢按TfiIに新生し，萌11¥生長した次世占代の幼JJ包子体

をFig.9(C)に示した。人為的に主業部から採iJ'iして育

成した幼JJ包子体を得ることもできた。

考察

今回の実験では，W豆白浜地先の母i架から採苗し，
育成したカジメ幼JJ包子体を|盤上水槽において l歳の成

体まで育成し，生長の過程における形態の変化，成熟

|時JU]， 遊7と子jjj(/.I!，II寺則及び遊定子放出数をlijeJらかにす

るとともに，放11'，された遊7E子から第2世代の幼JJ包子

体を得ることができた。

以下に今回の~験において明らかにな っ た内容につ

いて項目日Ijに検討する。

1 )形態の変化

1995年 11YJ 16日に採砲してから481I=II~I の 1 997 年

3月 11[1には，ì~~体長が 53.6土 15.2cm (n=67)，茎長が

25.6土10.8cm(n=67)，最大業111mが27.1土11.2cm (n=67)，一

次官!IJ業数が 14.9土4.0枚 (n=67)，最大一次1!!1J楽長が

12.8土6.5clll(n=67)まで生長した。

カジメなと大型藻類の幼JJ包子体の生長に伴う形態の

変化や成熟に|品lしては，岩橋(1968)，凶川ほか(1978)，

大野ほか(1982)，林田(1984)，金杉ほか (1984)，Aruga 

el aJ.( 1997)の報告がある。

岩橋(1968)は1966年 12月20日に伊立下仕IJ?，l{11地先

における調査を行い， O ir~ と思われるカジメ幼体278体

の茎長の純聞が 1~ 56cIllで平均茎長が22.5clllであっ

たと報告している 。 今回の実験での同一J~] における平

均茎長は約 10cIllであり， 岩橋の調査した笑海域にお

けるカジメの茎長のがJ44%にあたる。

i1Ii川ほか(1978)は 1974年 10月27Uに採171したク
ロメをぬ原市税μのワカメ漁場の水面l下0.5~ 1.0mで

rl'問育成し，生長した極Wiを1975年 1)J 221:1に貌ロー
プに付け替えて水面下 I .O ~ 1.5111に移して養成を開始

し，同年7月にはi築体長が35clllになったと報告して

いる。カジメとクロメの違いはあるが，この結果と今

回の実験結果を比11反してみると，今回の~験での同月

中旬における';:1'均務体長は約25cIllであり ，笑海域に

おけるクロメのi京体長の約69%となった。

伊豆下流地先におけるカジメの形態的利七|につい

て，林[1](1984)は媒体長が50cm以下では業長(淡体長

一茎長)が茎長を上回り， i.反体長が大きくなると茎長が

.(1]1長し，業長と茎長の比は謀体長が20cIllの時に約 6，



1995年11月16日に採苗し，育成した幼胞子体は採

苗から 286日目の 1996年8月28日に初めて子嚢斑を

形成した。この時点における平均藻体長は約30cmで

あった。子嚢斑の形成は 1996年8月28日から 1996年

10月16日までの49日間にわたって見られ，形成日の

分布は最高値 (12個体)を記録した9月13日を中心と

するほぼ左右対称の形となった。全期間において子議

斑を形成した個体数は62となり，観察した総個体数73

に対する割合は85%となった。

金杉ほか(1984)は城ヶ島地先の人工礁における O歳

のカジメの子嚢斑形成率について， 1979年の7月17日

にo%(n=51)， 8月13日に36.0%(n=50)，8月29日に
53.1 %(n=49)， 9月14日に75.5%(n=49)，10月8日に83.3%

(n=42) ， 10月31日に0%(n=38)であったと報告してい

る。今回の実験では子嚢斑の形成期間・形成率に関し

て金杉ほか(1984)の実海域における観察結果とほぼ一

致する結果となった。今回の実験から環境条件しだい

では人工的環境においても O歳の胞子体に高い率で子

嚢斑が形成されることが明らかとなった。

3 )遊走子の放出

子嚢斑形成から遊走子の放出が開始されるまでの日

数と遊走子の放出数を把握することができた。代表と

して選んだ7個体について初めて遊走子の放出が確認

されたのは子嚢斑形成後8日目であった。また，全く

遊走子が放出されなくなったのは子嚢斑形成後93日目

であった。このことから，子嚢斑形成後の遊走子の放

出期間は個体差を含めると約3ヶ月に及ぶことになる

と考えられる。

須藤(1948)は神奈川県三浦市三崎町地先におけるカ

ジメの遊走子放出時期については7月中旬-11月上旬

であったと報告している。今回の実験では放出時期は

異なるが放出期間の長さについては須藤(1948)の報告

7 陸上実験水槽におけるカジメの生態学的研究
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Fig.8. Distribution of dale when zoospo悶ngialsori were fonned. The 

10阻Inumber of planls we問 73

E車体長が50cmの時に約2になると報告している。今回

の実験では楽長と茎長の比は藻体長が20cmの時に約

5，藻体長が50cmの時に約2となり，林田(1984)の報

告とほぼ一致する結果となった。

金杉ほか(1984)は小田原市根府川地先に沈設したプ

ロックに自然に着生したカジメ幼体360体を観察し，

1982年4月21日から同年7月19日までの聞に平均葉

長が12.1cmから 20.4cmに，また，平均側業数は 1.4枚

から5.1枚に増加した(生残率55.8%)と報告している。

今回の実験では平均葉長(藻体長一茎長)は1996年7

月15日の時点で2l.7cmに，平均側葉数は4.9枚になっ

ており，金杉ほか(1984)の報告とほぼ一致する結果と

なった。

2)子嚢斑の形成

2/22 

Fig.7. The daily growth悶leof each juvenile sporophyt田
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Table 2. Observations of the zoospore numbers released from the 1 cm2 zoosporangial sori arcas. Where FZS is the date of the fo円nationof 

zoosporangial sori. 
(cells/cm2) 

ー
i
n
L
q
u
A
A
F
D
nhU
円

I

12/3丘E
20，298 
O 
O 
O 
0 

10，282 
O 

11/2以些
O 
O 
O 

14，544 
0 
O 
O 

Observation Date 
10/14/96 10/24/96 11/11/96 
468，657 23，391 72，184 
35，001 33，568 33，346 
418，882 431，130 0 
95，0613，414，967 10，377 
22，504 0 11，162 
518，0021，201，914 242，443 
3.830 0 0 

l.QL半盟
983，475 
917，269 
0 

137，369 
391，074 
454，859 
388，296 

9ぷ立些
O 
O 
O 
O 
0 
0 

LJ!盤，368

FZS 

9/2/96 
8/29/96 
8/28/96 
9/25/96 
9/6/96 
9/13/96 
9/18/96 

Sample No. 

している。今回の実験では最大放出|時期は異なるがE長

期の長さについては須藤(1948)の報告とほぼ一致する
結果となった。

4 )次世代の幼胞子体

次世代の幼胞子体は実験71く槽において遊定子が自然
に放出され水槽壁而に治生して生長したものと人為的

に主楽部から採苗して育生したものの2種類を得るこ

とができた。

カジメについて，採苗後萌出した幼胞子体を陸上水

梢で成体まで育成した例は報告されていないが，さら

に育成された胞子体の次世代が生育した例はもちろん

皆無で、ある。本報告が環境IljlJ御の可能な|盤上水械を利

用したカジメの生理生態学的研究に何らかの示唆を与

えることになれば幸いである。

とほぼ一致する結果となった。

子裁斑形成の日から最大遊定子放出数を観察した日

までの日数は 7個体のうち l個体で9日となった例を

除外すると，最も早い胞子体て、27日，最も遅い!胞子体

で57日となった。 このことから，一般に逃走子放出数

が最大となる日は子毅到形成後 1 ~ 2 ヶ月後の範囲に

入ると考えられる。

須藤(1948)は前述の三l崎11汀地先における遊走子放出

の盛期については 8 月上旬~ 9 月中旬であったと報告

ーッ"'7~1lJ固i -rー
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顕微蛍光測光装置並びにブロモデオキシウリジン及び

その抗体を用いた海藻類の細胞周期の解析方法

本村泰三 l・菱沼 佑2・有賀博文l

i北海道大学理学部附属海藻研究施設051・0003室蘭市母恋南町 1・13

2山形大学理学部生物学科990-8560山形市小白川町 1-4-12

TaizoMotom町al，Tasuku Hishinuma2四 dHirofumi Arugal 1998: CeU cycJe analysis in algal cells using胞chniques

of microspectrofluorometry皿d回 ti-BrdU四 tibody.Jpn. J. Phycol. (Sorui) 46:11-16 

Basic meth目Json cell cycJe analysis in algal cells using techniques of micros戸C回日uorometry血 d岨佐B吋U皿 tibody

町志d田cribed.Omitting non-s戸~ificstaining of DNA fluor田hrom白血dau也日uo肥scenceof chlorophyll in chloroplas臼

is胡出抑制S匝'pinmicros阿国日uorome町.Comparison using control cells is n開田町in由ismethod. For de田 tion

of incorporated BrdU in nucJei using anti-BrdU antibody， DNA must be denatured using hydroch10ric acid or 

deoxyribonucJease 1. 

KのIndexWords: algal cells， BrdU， cell cycle， microspeclroj/uoromelry 

1 Institute of A1go1ogical Research， Hokkaido Unive四ity，Muroran 051-αJ03 Japan 

2 Depar伽lentofBio1ogy， Facu1ty of Science， Yamagata U凶versity，Yamagata 990・8560Japan 

はじめに

藻類は陸上植物と異なり，それぞれの分類群におい

て多様で複雑な生活環を持つことが培養法の進展と共

に明らかになってきた。生活環において減数分裂と受

精がどこで行われるかは，生活環を理解する上できわ

めて重要なことである。ところが，藻類では染色体が

小さく，正確にその数を明らかにすることが難しい種

類が多い。さらに多くの紅藻類において染色体の倍数

化が藻体の生長と共に特殊な細胞群において行われて

いることが知られている。また，褐藻類では微小な飼

勾体から直立体が発生する際に，体細胞複相化により

染色体が倍加したり，単子嚢母細胞において減数分裂

を伴わずに遊定子が形成される場合も知られている。

そのため，藻類学において染色体の単相・複相の問題

を含めて広く細胞周期を理解することは重要なことで

ある。

一般に細胞周期はM期(核分裂期)， 01期，S期(DNA

合成期)， O2期に分けることができ，それぞれのステー

ジで代謝系が大きく変わることが知られている。核分

裂期においては染色体が観察できるようになるため

に，通常の顕微鏡観察により核分裂期の核は容易に認

識できるが，それ以外のステージ，すなわちO.期， S 

期， O2期の核を通常の光学顕微鏡で判定することは困

難である。これら中間期核における細胞周期の時期を

判定する方法として，いくつかの手段が考えられる

が，大きく 3つの方法が考えられる。まず第1にDNA

に対する特異的な蛍光色素を用い核を染色し，その蛍

光光度を計ることにより時期を特定する方法がある。

第2にs期核においてチミジンの変わりに 5・
bromodeoxyuridine(BrdU)を取り込ませ，その後に抗

BrdU抗体を用いて検出する方法がある。そして最後に

細胞周期の特定の時期に発現する細胞周期依存性のタ

ンパク質に対する抗体を使用し検出する方法がある(例

えば， S期核において特異的に発現するするタンパク

質PCNA(proliferatingcell nuc1ear antigen)に対する抗体

を使用し検出する方法)。最後の方法は藻類を材料にし

て最近いくつか報告があるが，使用する抗体がすべて

の種類のPCNAに対して特異性があるとは限らず，ま
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だまだ普通に使用できる方法とは言いがたい。そこ

で，一般には細胞周期の解析には蛍光色素を用いての

顕微蛍光測光，もしくはBrdUを用いた検出が一般的

である。本稿では，まず始めに，顕微蛍光測光を行う

際の諸注意についての述べ，その後にBrdU-抗BrdU抗

体を用いてのS期核の検出方法について具体的に報告

する。

1 顕微蛍光測光による細胞周期の解析

顕微蛍光被tl光は細胞や組織を固定した後にDNAに

特異的に結合する蛍光色素を用いて核を染色し，顕微

定量測光装置等(オリンパス社やカールツアイス社な

ど)を装着した落射蛍光顕微鏡を用いて核内DNAの蛍

光量を測定して細胞周期の時期を明らかにするもので

ある。植物，特に海藻類を材料にする場合多くの問題

がある。例えば，ヒパマタ(Fucus)は古くから受精，発

生，極性発現のモデルとして扱われてきた材料である

が未だに受精から接合子の核分裂にいたるまでの細胞

周期の時聞は明らかにされていない。実際に顕微蛍光

測光によって卵核，精核，そして接合子の核分裂中期

の核内DNA量を計測してみると，理論的には¥:¥・4と

なるはずであるのが，何度行ってもこのようにはなら

なかった。理由としては， ¥)卵核と精核におけるクロ

マチンの凝縮度の違い， 2)発生に伴う細胞壁の肥厚，

そして3)発生に伴う細胞内容物の変化などが考えられ

る。以下，それぞれの作業における諸注意について述

Jてる。

1・1 固定

通常，固定はエタノール:酢酸(3:1)，もしくは海水や

浸透圧調整を行った適当な緩衝液に溶かした低濃度

(0.5・¥%)のグルタールアルデヒドのどちらで行っても

良いが，顕微定量調IJ光の場合にはエタノール:酢酸(3:¥)

の方が良い結果が得られる場合が多い。エタノール:酢

酸(3:¥)で数時間あるいは一晩低温(冷蔵庫の中)で行い，

使用するまで組織は70%エタノールに入れ， 4'Cで保

存しておく。落射蛍光顕微鏡に装着した顕微蛍光測光

装置を用いて核内DNAを計測する場合，葉緑体のクロ

ロフィルの自家蛍光が障害となる。核の上に葉緑体が

無い試料ならば何ら問題は無いが，核と葉緑体が重な

るように混在している場合にはエタノール:酢酸(3:¥)で

固定した後に， -20'Cに冷やしたメタノールに30分程

度浸して完全にクロロフィルを除き，その後に70%冷

エタノールで保存し，試料とするのが良い。しかし，こ

のような処理をしても対象とする核の上に葉緑体など

の細胞内構造物がある場合にはデーターにばらつきが

生じる。植物細胞の場合には顕微調tl光によりDNA量を

計測するうえで細胞壁と葉緑体が必ずネックになる。

1・2 染色

エタノール:酢酸(3:¥)で固定したサンプルは流水も

しくは染色時に使用する緩衝液で洗う。対象とする材

料が数ミリの大きさがあり，堅いサンプルの場合に

は，流水で洗った後に， ¥MのLiC¥溶液に数分浸す事

により柔らかくなる。その後に，サンプルはスライド

ガラスとポリ -L-リジンをコートしたカバーグラスの

聞にはさみ，細胞が一層になるように押しつぶす。大

部分の細胞はポリーしリジンをコートしたカバーグラ

スの方に付着している。そして，カバーグラスを小型

シャーレ中で適切な緩衝液で数回洗浄した後に蛍光色

素で染色する。

DNAに特異的に結合する蛍光色素は， Mo¥ecu¥ar 

Probes社などから容易に購入できる(例えば， Ethidium 

bromide(EB)， Propidium iodide(PI)， 4・-6・diamido・2・
phenylindo¥e (DAPI)， Hoechst33258， Mithramycin， 

Picogreen， YOYO・¥;など)。これらの蛍光色素がDNA

のどの部位に結合するかは，ある程度判明しており，

DAPI， Hoechst33258はdouble-strandedDNAのA-T塩基

対に， Mithramycinはdouble-strandedDNAのG-C塩基

対に結合すると考えられる。またEB，PIはDNA全体

の分子構造に対して認識しているものと考えられてい

る。 Picogreen，YOYO-I は2重鎖のDNAを特異的に染

色する。

顕微定量測光にはDAPI(stocksol.: 200-500陪 ImL

H20， 冷蔵保存)もしくはMithramycin(stock sol.: ¥mg/ 

mL H20，冷蔵保存}を用いるのが一般的である(Goff

and Coleman 1990)。緩衝液は， DAPI染色の場合には

McIlvaineのbuffer(pH4.2)， Mithramycin染色の場合に

はMcIlvaineのbuffer(pH7.0+¥5mMMgCI2)を用いる。染

色濃度はDAPIの場合は0.5・1.0μ，g/mLin McIlvaine buffer 

(pH4.2)， Mithramycinの場合には50-100μg/mLin 

McIlvaine buffer (pH7.0+¥5mM MgCl2 Mithramycinの

場合にはMgCl2を入れていることに注意。 MgCl2が

入っていないと染色できない)で冷蔵庫の中で30分か

ら2時間程度染色する。染色後，カバーガラスの回り

を透明マニキユアで封じて観察する。

DAPIは蛍光輝度も高<，退色も比較的少ないので

良い蛍光色素であるが，残念ながら材料によっては細

胞盛が非特異的に強〈染色され，核の観察が難しい場

合がある。このような場合，処理液や染色液に5mMの
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CaCl2を添加することにより非特異的蛍光が減少する

こともある。これに対して，MithramycinはDAPIに比

べれば非特異的な染色が少ない。ただし，退色が早い

ので注意が必要である。退色がひどい時には使用する

対物レンズの倍率を一段下げる。 DAPI染色はU励起

で青白く， Mithramycin染色はB励起で黄色に光るが，

顕微蛍光測光を行う場合適切なバリアーフィルターを

装着する(Mithramyc副染色の場合は日TC専用のフィル

ターで代用できる}。

同じように固定・染色を行ってもスライドグラスが

ちがうと結果が異なる場合があり，また同一スライド

上でも場所によって(中央と端の部分)，値が若干異な

ることもある。このため常にコントロールをとること

は重要である。特に対象材料の核分裂中期核，核分裂

終期の娘核，さらにはアフイデイコリン処理を行い01

期で止めた核などをコントロールとし常に比較検討を

しながら進めていくことを強く勧める。

2 ブロモデオキシウリジン(BrdU)，抗BrdU抗体を

用いた DNA合成期核の検出

S期(DNA合成期)を認識する方法として古くから用

いられてきたのは，トリチウムラベルしたチミジンを

外から細胞に与え，取り込んだ核をオートラジオグラ

フィーで見つけるという手段である。しかしこの方法

は，1)アイソトープを用いること， 2)判定までに時間

がかかること， 3)分解能が低いことなどの幾つかの間

題点がある。トリチウムラベルしたチミジンの代わり

に，チミジンの類似体であるプロモデオキシウリジン

(BrdU: Bromodeoxyuridine)を取り込ませ，それを抗

BrdU抗体を用いて検出する方法がある。この方法は分

解能も高<，その日のうちに結果を出すことができ，

そしてなによりもアイソトープを用いないために特別

な施設を必要としないメリットがある。B吋Uはチミジ

ンの類似体であり，DNA合成期にはチミジンと同様に

核に特異的に取り込まれる。抗BrdUモノクローナル

抗体はすでにいくつかの会社から市販されており，前

回述べた免疫組織化学的方法により容易に検出するこ

とが可能である。以下，主に緑藻類，特に筆者らが材

料にしている多核緑藻のマガタマモ，ハネモ，モツレ

グサを材料に経験的な観点から， BrdUによるS期核の

検出方法について述べる。固定等の基本操作は，前回

の細胞骨格の免疫組織学的方法と同じであり，このた

め重複する部分については説明を省略するので，前回

の方法を適宜参照していただきたい。

2-1 細胞へのBrdUの取り込み

マガタマモ，ハネモ，モツレグサを 200μMのBrdU

を含むPES培地中で一定時間培養しBrdUを取り込ま

せる。藻体へのBrdUの処理時間は30分以上の取り込

みで検出が可能であり，それ以下ではほとんど検出が

困難である。また，今回用いたBrdUの濃度は，動物細

胞，高等植物の場合と比べ 10倍ほど高い濃度である。

この濃度は高ければよいというわけではなく，高すぎ

て逆に検出されにくくなる場合もあるので材料によっ

て培地に添加する濃度を検討する必要がある。また

B吋Uが検出されない場合， BrdUが植物細胞内に取り

込まれていないことも考えられるので，この点も考慮

する必要がある(褐藻類では現在のところBrdUの取り

込みがうまく行かない。チミジンの代謝経路の違いに

よるのではないかと考えられる)。

動物細胞ではチミジンの生合成阻害剤である 5・

F1uorodeoxyuridine (FdU)をBrdUの1/10の濃度で同時

に添加し BrdUの取り込みを良くする場合があるが，

FdUは多核緑藻では顕著な働きが見られず，それより

はBrdU自体の濃度を上げた方が効果が高い。なお，

BrdUは10mMの濃度で純水に溶かし，エツペンドルフ

チュープに小分けした後に，・20"Cで保存しておくと便

利である。BrdUには変異原性があるので取り扱いに注

意する。

2-2 細胞の固定

BrdUを取り込ませた細胞の固定，さらには抗体処

理・蛍光顕微鏡の観察は基本的には前報の細胞骨格の

観察法と同様である。固定は3%のパラホルムアルデ

ヒドと 0.2-0.5%グルタールアルデヒドを含むPES培

地，あるいはNaClで浸透圧調製したPHEMBufferで

Oふ1時間固定する。しかし，材料によっては固定法に

よってBrdUの検出度に違いが見られるので個々の材

料で検討する必要がある。モツレグサの場合，メタ

ノール固定(100%メタノール，室温で30分)の方がパラ

ホルムアルデヒドとグルタールアルデヒドよりも良い

結果を得ることができた。これは化学固定と有機溶媒

固定による固定能の違いによるためと考えられる。強

く固定するとそれに伴い後にのべる2本鎖DNAの変性

に要する時間は異なる。

固定後.PBSで数回洗い， 5% Triton X-l00 in PBSで

室温1-2時間程度処理し，できる限りクロロフィルを

取り除く。
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1， 2.ハネモ。200凶4のBrdUで51時間ラベル。2では BrdUを取り込んだ築緑体DNAがドット状に検出されている。

3. "ガタマモ。200μMのBrdUで 111寺問パルスラベル。a抗日rdU抗体で倹出された BrdUを取り込んだ核。b.20μg/mLのP1で染

色。

4. "ガタマモ。200μMのBrdUで30分間パルスラベル。30分間パルスラベルでも十分に検出が可能である。なお，絞戸、}において

BrdUを取り込む部位はsJUJのH寺JVJによって変化する。a抗日rdU抗体で検出された BrdUを取り込んだ核。b.20~g/mL の P1 で染

色。

5， 6.モツレグサ。100%メタノールで置l定後， 2NのHC1でDNAを変性させた。5は331時間， 6は4時間200μMのBrdUで核をラ
ベルした。オルガネラ DNAもドッ ト状に検出されている。
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2-3 DNAの変性

BrdU は2本鎖DNAの中に取り込まれるが，これを

抗B吋U抗体を用いて認識するには， DNA中のBrdU分

子を抗体が認識できる様に2本鎖DNAを変性させなけ

ればならない。その方法は大きく 2通りある 0<1>強酸

あるいは強アルカリを用いて2本鎖DNAをl本鎖DNA

に変性させる(経験的にアルカリ溶液は酸性溶液よりも

細胞構造に対するダメージが大きいので，酸性溶液を

用いることを勧める)0<Il>Mgt存在下でDNase1処理

を行い， 2本鎖DNAにrandomnickをいれる。 <11>の

方法はマイルドな方法であるために，他の抗体，例え

ば抗チュープリン抗体との併用が可能である。

<1>の方法を用いる場合には， 4NのHClで室温 10

分間処理する。 <11>の方法の場合には IOUDNasel/mL 

(5OmM Tris-HCI， 1伽nMMgCI2， 0.8% NaCl， pH7.6))の

条件下で室温30分処理する。最初に実験する場合には

<1>の方法から始めたほうが無難である。塩酸処理の

時聞は短すぎても BrdUが検出されないが，長すぎて

も塩酸で細胞自体が分解，褐色化してBrdUの検出が

できなくなるので注意する必要がある。

いずれの場合も処理後念入りにPBSで洗浄を行い，

Img/mLのNaBH4で還元処理を施した後，PBSでさら

に洗浄する。

2・4 プロッキング

十分洗浄したサンプルはをO.I%BSA含むPBS溶液

中(PBS・BSA)，もしくはプロッキング液(2.5%スキム

ミルク， 5%正常ヤギ血清， 0.1 %NaN3 in PBS)中で30

'C， 0.5・1時間プロッキングを行う。

2-5 抗BrdU抗体処理

PBSで1β程度に希釈した抗BrdUモノクロナール抗

体(日本ベクトン・デイキンソン社)で35'C， 0.5-1時間

インキュベートする。その後， PBSもしくはPBS-BSA

溶液で3回以上溶液を交換しながら，十分に洗持する。

ところで，抗BrdUモノクロナール抗体は細胞増殖

検出キットとして各社から売り出されているが，すで

にDNaseIや制限酵素を含むものもあるので使用に際

し注意を要する。

2-6 二次抗体処理

PBSもしくはPBS・BSAで1β0または1/1∞に希釈し

た蛍光標識二次抗体，同TC標識ー抗マウスIgG(ヤギ)

またはrhodamineB標識ー抗マウスIgG(ヤギ)で，35'C，

30分間インキュベートし， PBSもしくはPBS-BSA溶

液で洗浄する。理由は明確では無いが，経験的に2本

鎖DNAの変性において塩酸処理を行った場合はFITC

標識二次抗体， DNaseI処理を行った場合はrhodan由e

標識二次抗体で好結果が得られる。BrdUを取り込んだ

核と取り込んでいない核の比較を容易にするため，核

はDAPI溶液， EB溶液，あるいはPI溶液(蛍光標識二

次抗体とは異なる励起光に対応する染色液を選択する)

で染色する。 4NHClでl本鎖DNAに変性させた場合

には当然DAPIでは強く核は染色できない。そこでEB

もしくはPI溶液(50μ.g/mLin PBS)で室温10分間染色す

る。 DNase1処理した場合にはDAPI溶液(0.5凶'mLin

PBS)で室温10分間染色する。

2・7 プレバレーションおよび観察

PBSで数回洗った後に，退色防止剤として0.2%p-

phenylenediamineを含むMowiol4司88mounting medium 

もしくはグリセリン溶液で封入し，落射蛍光顕微鏡で

観察する。 DAPI染色はU励起で，そしてローダミン，

EB， PI染色はG励起で， FITC染色はB励起で観察す

る。

BrdUを取り込んだ核は強く標識二次抗体で染色さ

れる。この時， BrdUの処理時間またS期の前，中，後

期によっても染色性は異なるはずである。またハネモ

やモツレグサでは葉緑体DNAもドット染色される。な

お，固定， DNA変性処理など本来の抗体のエピトープ

構造に変化を与える可能性のある操作が含まれるの

で，必ずコントロール実験(例えばBrdUを取り込ませ

ていない細胞やBrdUを取り込ませたが一次抗体処理

をしない等)を行い，検出されたのが本当に取り込まれ

たBrdUであることを確認する必要がある。
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藻食のすすめ

~海からの健康-r藻食論J
舘脇正和(北海道大学名誉教授)

はじめに

世界中から食材を買い漁り美味を求めて食べ歩く，

一億総グルメ化といわれる反面，インスタント食品や

スナック食品で食事を済ますといったアンバランスな

食生活が，飽食時代といわれている現在の日本人の食

生活である。そのためか，糖尿病，高血圧症，動脈硬

化，それらに伴う心臓・脳血管疾患などの成人病が増

加の一途を辿り，本来，高年齢に成ってから増加して

くるはずのこれらの疾患が若年層にまで広がりつつあ

る。そのために成人病は生活習慣病などといわれるに

至っている。私たちの健康は常に自分自身で管理して

いくことを心掛けるのが基本であるが，それは高価な

薬や栄養剤に頼ることではない。特に生活習慣病はそ

の名の通り，そして癌も含めて「適食健康J，つまり毎
日の個人個人の食物~食生活でかなり予防できるはず

である。

毎日の食材に必ず海藻を-r藻食論」
私たちの食物は全て他の生物に依存している。今か

ら丁度三十年前に著名な菌類学者の今関六也先生が，

日本人の健康な食生活のために「菌食論」を提唱され

た。この菌食とは，シイタケ，ナメコなどのキノコだ

けでなく，味噌，糠漬け，納豆，ヨーグルトなど菌類

の酵素作用を利用した加工食品も含めた菌類質を食べ

ることである。そして栄養はタンパク質，脂肪，炭水

化物といった化学的バランスだけでなく，動物，植物，

菌類界の生物学的バランスのとれた食物を組み合わせ

て食べることが好ましいとした栄養論でもある。海藻

類は植物界の一員であり，生物学的栄養論としては菌

食論で健康のための食生活ができるわけだが，しかし

植物質:穀物，野菜，果実などを食べることで充分に

目的が果たせるとは思えない。特に現代の精白され過

ぎた穀物や，偏った栄養塩下の温室栽培，農薬漬けの

野菜や果物を主体とした食生活には問題が多すぎる。

私たちの健康な食生活には毎日必ず海藻類を取り入れる

べきで，食物論~栄養論の立場から，敢えて海藻界を独

立させて「藻食論.Phy'∞'phagismJを提唱している。
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健康食品としての海藻の栄養は何か?

海藻の栄養はというと，一般に食品成分が挙げられ

る。カロリー，タンパク質，脂肪，炭水化物(糖質・

繊維)，ビタミン，ミネラルなどについて他の食品:穀

物，野菜，肉類，魚介類，キノコ類などと比較され，そ

の他にタウリン，ラミニン，不飽和脂肪酸などについ

ても同様の比較がなされる。しかしこれらの含有量は

可食部分(海藻の多くは乾燥重量)100g当たりについ

てである。確かにビタミン類は他の食品に比べると，A

(カロチン， A効力)， B¥， B2'ナイアシン， C， Eなど

が多量にかっ均等に含まれている。ミネラルについて

も同様である。海水中には地球上に存在するすべての

元素が含まれており，海藻類はそれら元素を藻体表面

全体から吸収し，海水組成の数倍から数万倍に濃縮し

蓄積しており，まさにミネラルの宝庫といえる。しか

し一般に，海藻類は食品としてー食当たりの量は，乾

燥重量でl-lOg程度しか食べないのが普通であり，そ

の点を考慮する必要がある。いかにミネラルの宝庫と

はいって，海藻類だけで成人一日当たりの必要量を補

給するのはかなり難しい。ピタミン類についても同様

である。海藻から一日当たりの必要量が補給できそう

なのはヨウ素であり，その他に閥単位の必須微量元素

も可能かも知れない。では何故，私が健康のために海

l菜食にこだわるのかというと，海藻からしか絶対に摂

れないものとして，海藻特有の粘質多糖類(フアイコ

コロイド)，いわゆる水溶性食物繊維のためである。

海藻食の栄養の真打ちは水溶性食物繊維

食物繊維(ダイエタリーファイバー)は「ヒトの消

化酵素で消化されない食品中の高分子の難消化性成分

の総体jとされている。その定義及び定量法は国内外

で統ーされていないが，ビタミン，ミネラルに続く第

六の栄養素として，世界中が注目し，研究し始めたの

は確かである。さて，食物繊維とは簡単にいうと，ウ

ン・のもとである。この食物繊維は不溶性と水溶性に

分けられるが，従来は，食物繊維というと不溶性が主

体であった。つまり，分析・定量法もデタージェント

法，サウスゲート法などが定量法の主流であり，水溶

性繊維は分析の対象外であった。しかし現在，最も普

及しているのは，酵素・重量法とその改良型としてア

スプ法，プロスキー法及びHPLC法との組み合わせ法

などが実施されるようになり，水溶性食物繊維への関

心が一段と高まってきているが，方法によっては測定

値に未だぱらつきが多いといえる。さて，一般的な解

釈から，不溶性の食物繊維は植物細胞壁の主成分のセ
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ルロース，ヘミセルロースであり，その他にリグニン 摂取したことになる。これが一日3・5gのコンブを食べ

がある。また未熟果実のペクチンやキノコ類の細胞壁 ょう運動のもとであり，この水溶性食物繊維とヨウ

成分及ぴ甲殻類などの殻成分のキチン・キトサンがあ 素，セレン，コバルト等の必須微量元素の供給も含め

る。一方，水溶性食物繊維は熟した果物に多く含まれ た「藻食のすすめ・藻食論」の基本である。

るペクチン，各種植物ガム・粘質物，穀物ガムやコン

ニャクマンナンなどである。しかしなんといっても多

種多様で，しかも少量でも生理活性の高いのが海藻多

糖類(フアイココロイド)である。褐藻類のアルギン

酸・フコイダン，紅藻テングサ・オゴノリ類の寒天，ス

ギノリ類のカラゲナン，フノリ類のフノラン，アマノ

リ類のポルフイランなどがよく知られている。これら

は細胞聞物質及び細胞壁成分として存在し，乾燥重量

の15-40%，糖質として可溶性と繊維成分とを合わせ

ると 35-65%も含まれている。

食物繊維は成人一日当たり20-25gの摂取量が必要

とされ，健康的なウン・を排便するには不溶性と.水

溶性を4:1の割合で摂るのがよいといわれている。不

溶性繊維は水分を吸って容積を増し排便を促す。また

有用腸内細菌の増殖活動を活発にして，有害菌の増殖

を抑える。有害・発癌物質の生成を抑制する。排便促

進によってそれら有害物質などと腸壁粘膜との接触時

間を短縮する効果が挙げられる。一方，ゲル化する水

溶性繊維は吸水・保水性に富み，小腸内容物量の増加

と過剰胆汁酸・コレステロールをトラップして排出

し，それらの再吸収を抑制する。粘性が高くなるため

摂食後の小腸内での移動速度を低下させることで，糖

の吸収速度を遅らせ急激な血糖とインスリンの上昇を

抑制する。また，ミネラル，特に過剰ナトリウムイオ

ンを吸着し排池することで血圧の上昇も抑制する。有

害・発癌物質の吸着，有害腸内細菌・通過病原菌の包

埋(トラップ)排池が知られている。これらの結果か

ら，糖尿病，高血圧症，高脂血症，消化器系癌の予防

が考えられる。このような食物繊維の生理活性と有効

性は，主に動物試験や培養細胞についての実験結果で

あるが，特に注目されるのは， u-フコイダンの癌細胞
のアポトーシス誘導性である。また，アルギン酸は既

に臨床的にその止血作用と消化管上皮細胞保護効果か

ら手術後の治療などで実用化されるなど，様々な有効

性が証明されつつある。

さて従来，フアイココロイドは食品加工などで，乳

化剤，安定剤，増粘剤，賦形剤，抗酸化剤として利用

されているが， (0.05)， 0.1-0.5%でその効果を発輝す

る。このことから考えると，コンブなどは一日当たり

3g (とろろ昆布なら一掴み，一口昆布巻きなら 2本程

度)を毎日食べることで，充分量の水溶性食物繊維を

コンブ食と健康についてのアンケー卜結果

きて私が藻食論を提言した矢先に，北海道の内分泌

専門医師グループによって， rわが国沿岸域住民の食
物ヨウ素摂取と潜在性甲状腺機能低下症の多発との関

連性jという論文が発表された (1994)。従来，コンプ

は甲状腺腫の特効薬として知られてきたが，逆にコン

ブの過食が甲状腺機能低下症(慢性化すると難病の橋

本病になる)の原因になることを明らかにしている

が，これが当時，新聞等で「コンブの食ぺ過ぎに注意」

といった見出しでセンセーショナルに報道された。私

はこの問題を含めて，まずコンブ食について，より客

観的なデータを得るために「コンブと健康についてJ
のアンケートを，図1に示した4地域25市町村の漁業

組合員について行い， 5423名(うち女性4025名)の回

答を得ることができた。アンケートの回答についての

統計分析結果は次の通りであった。

1.コンブを毎日のように食べると回答した人と甲

状腺の病気と診断された人との聞には正の相関

(P<O.05)がある(図2)。ただし，甲状腺疾患は女性に

多いといわれているが，女性回答者のみでは有意水準

5%では有意性は認められない。また，この調査では申

。
ξVイシ=ンヲ・...
ナがヨンプ一一一一ー-
守 2ンプ
9:1o'Y"ンプー--ーー--..-
オユ=ンプ・・・・・・・・・・・

図1.アンケート実施地域と各地域の主要コンプ類の分布。注:

この調査には良質のだしコンプであるマコンプとリシリコン

ブの主産地の渡島と宗谷地域は含まれていないが，それらの

準産地と，だし用のオニコンプ，だし・惣菜用のミツイシコン

プ，惣薬用のナガコンプの主産地が含まれている。図は川崎昭

二編・著「日本産コンプ類図鑑J付図55と56，北日本海洋セ
ンター(1989)を参照 <e各地域の市町村を示す)。
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図コンプはI附 図コンプ少食』酬

図4.コンブ多食地域とコンブ少食地域における各疾患

の割合(女性回答者のみ)。

ンプを食べないと答えた町では，多食地域の平均の5

倍の発症率を示した。4.その他コンブ食が有効といわ

れる，便秘，糖尿病，高血圧症については，僅かに負，

逆に正の相関があったが，それぞれ有意水準5%では

有意性が認められなかった(図4).これらの疾怠は個

人の毎日の食材，労働，ストレス，喫煙などのほか，年

齢，体質，遺伝性といった複合的なものに起因するの

で，コンブ食のみで解決できるものではない。しかし，

規則正しい摂食によって，コンブ食に限らずノリ，フ

ノリ，ワカメ，ヒジキなどの藻食の有効性は必ず現れ

てくるものと思われる。

以上，コンブに関しては，適量 (5g以下)を毎日食

べることによって，少なくとも大腸系疾患の予防にな

り，発症率を半分に減らすことが客観的に証明された

といえる。今後海藻生産者の皆さんは面倒かも知れな

いけれど，自分たちの生産物を毎日規則正しく食べる

ことで，それぞれの健康に対する安全性，有効性を実

証して，万人が必ず食べる，食べなければならないと

思う海藻食を作りだし，世界の食品を開発されたらと

思う。また，私たちは，自分の健康は自分自身で管理

するという基本を再確認して，毎日の食生活に様々な

生物食材を取り入れること。つまり，動物界，植物界，

菌類界そして海藻界からバランスよく，それぞれの特

徴を生かした食材を組み合わせて食べることを心掛け

るべきであろう。これがごく当たり前のことばかりで

あるが，私の藻食のすすめである。

図2.コンプを毎日のように食べている人の割合と，甲状腺の

病気だといわれた人の割合との相関関係。

状腺の病気が機能低下症なのか，充進症なのか，その

他の異常なのかの区別はされていない。しかし，一日

当たりの摂食量が乾燥重量にして6-lOg以上の人に多

いことが示唆された。先の医師グループは，コンブ食

の安全量の目安は佃煮で 13g程度としているが，これ

は乾燥重量にして4-5gに相当する。 2.同じく大腸ポ

リープ・大腸癌の入院患者については負の相関

(P<0.05)がみられ，さらに女性だけではその有意性が

より明確に示された(図 3)0 3. コンブを毎日のよう

に食べる人が20%以上 (20.2-35.6%)の市町村をコン

ブ多食地域とし.20%以下(1.7-18.2%)を少食地域と

して分けた場合.1と2の結果が確認され，コンブの多

食は甲状腺障害をもたらす一方，逆に大腸系疾患の予

防に極めて有効であることが示された。特に，殆どコ
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(図1-4は「遺伝J1996年1月号50巻l号pp.66・70.今月の解説:
海藻食と健康(舘脇)より転戦)

図3.コンプを毎日のように食べている人の割合と，大腸ポ

リープ・大腸癌で入院した人の割合との相関関係(女性回答者

のみ)。
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チン，ネオキサンチンが褐藻にはフコキサンチンが，

紅藻はαーカロテン，ルテイン，ゼアキサンチンが存在

するが， s-カロテン以上の活性酸素の消去作用を有
し，複数のカロテノイドを摂るほど抗腫蕩効果が強く

なるので，原藻のまま食べる方が強い効果が期待出来

るという。

海藻の薬理効果
野田 宏行(三重大学名誉教授 2脂質

古代から海藻類は惣菜として，食糧として，ある時

は晴好品として食用として利用されてきたが，あくま

でもおかずの域をでず，多彩な食品が溢れる中でノ

リ，ワカメ，コンブ，ヒジキなど多用されながら消費

量は伸び悩んでいる。一方，食の欧米化に伴って生活

習慣病の発生が顕著になり，医食向j原の見地から各種

疾病の予防と治療のために緑黄色野菜を摂ることが奨

められている。海藻は欧米で「海の雑草Jから「海の

野菜jとして認識されつつある。海藻は陸上野菜と比

較して，勝るとも劣らない健康食であることは，海藻

の粘質多糖，ミネラル，脂質をはじめ低分子物質が

様々な生埋活性を有しており，疾病の予防，治療はも

とより健康増進に作用して，常食すると持続的に緩や

かな効果が期待できる。ここでは海藻食の薬理的効果

を簡単に紹介しよう。

海藻の脂質は 1-2%の低値であるが，高度不飽和脂

肪酸に富む。ワカメ，コンブ，ヒジキのアラキドン酸，

ノリのEPA量が著量含まれる。アラメ，オオパモクの

中性脂肪，ワカメ，オオパモクの糖脂質，ミツイシコ

ンブ，オオバモク，ノリのリン脂質画分は移植ガンの

増殖を阻答した。

3.海藻ミネラルの効用

海藻は海水中の金属，非金属元素を生育海況の濃度

の影響を受けながら吸収，濃縮している。日本人に不

足気味で骨や心臓の働きに必須のカルシウム，心臓血

管系を強めてストレス解消に有効なマグネシウムがホ

ウレンソウの2-3倍多い。また，味覚異常，頭毛の発

育，性機能に必要な亜鉛，超酸化物質の還元，プロス

タグランジンの生成を促進するセレンを含有する。さ

らに，海産物を多く摂る日本人に欠乏症状は見られな

いが，甲状腺ホルモンの機能を調節するヨードの主な

1.海藻成分の特色 供給源となる。これらのミネラルは例えばカルシウム

陸上野菜に比較すると，海藻の主要成分はノリを除 とマグネシウムによる心臓血管の正常化作用のように

いてタンパク質が少ない。脂質が少なく糖質が多い。 共同して健康を増進することから，元素聞のバランス

海藻は消化が悪いとされるがラットのコンブ消化実 が欠かせない。鉄量はアオサ，ヒジキ，ノリに多く，女

験で脂肪の40%を除いて80%以外の成分は80%・94% 性に不足しがちな赤血球を増殖する作用が期待でき

を示し，ビタミン群と併せて考えると，概して野菜並 る。

の栄養バランスを備えているといえる。海藻にもピタ 4.海藻多糖類の薬理効果

ミンC，Eが存在し，また，ピタミンAとその前駆体 海藻は体表面から栄養塩を吸収するために柔軟な藻

である光合成補助色素のβカロテンはガン細胞の発育 体を有し，陸上野菜に見られないカルボキシル基や硫

を阻害することが知られている(表1)。 βカロテンの 酸基のイオン交換機を持つ細胞間隙多糖(粘質多糖)

他に緑藻はルテイン，ピオラキサンチン，ゼアキサン を備えている。すなわち，表2のような粘質多糖を食

表1. 移植ガンのビタミン A，s-カロテン投与による腫傷発育阻止作用
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表2 海藻の粘質多糖類

藻稜 粘質多糖類

緑藻 グルクロノキシロラムナン

褐藻 アルギン酸

フコイダン

紅藻 寒天

カラゲナン

ポルフイラン

フノラン

物繊維と呼ぴ，各種の生活習慣病に著効を示すので，

従来無用とされてきた海藻の多糖類に注目が集まって

いる。アルギン酸，寒天以外の硫波多糖のほとんどが

ウイルスの酵素阻害による抗ウイルス活性を有する。

海藻の抗腫蕩活性は藻体抽出液と精製粘質多糖をマウ

ス，ラットの腹腔，皮下，静脈内，経口投与を行い，エ

ールリッヒ，メスー A，サルコーマ 180，し12¥0白血

病糸細胞などの移植ガンに対する増殖阻止率や延命率

から効果を判定している。これらの多糖の作用は網内

系食食能向上，インターフエロンの誘発，アジ、ユバン

ド作用，活性化へルパーT細胞を経てNK細胞，障害

性T細胞，活性化マクロファージを活性化させて標的

腫蕩細胞を攻撃する免疫能賦活によると証明されてい

る。また，海藻粉末をラット，マウスに少量与えると，

血圧が下がり血清コレステロール水準を改善すること

を見たが，その作用は各種の粘賀多糖によることを確

かめた。

5機能性低分子物質

紅藻テングサ，ノリにアミノスルフォン酸のタウリ

ンがそれぞれ80mg%，1%以上含まれる。タウリンは

や11経伝達に働き，血中のコレステロール量を下げ， ff!:! 

汁酸の合成を助けるとともに血圧を下げる効果を有す

る。

海藻はまた，緑，褐，紅藻全般に各種の抗菌，抗ウイ

ルス物質が存在する。抗菌成分の主なものは脂肪酸関

連化合物，フェノール，タンニン，ハロゲン，イオウ，

テルペン化合物であるが，特に，ハロゲン化合物の分

布が広い。これらの成分は比較的作用が弱く，カビに

対して選択的に強い活性を示す。抗ウイルス活性は血

球凝集素レクチンや硫酸多糖についての報告がある。

最近，ポルフイランを細菌酵素で分解して生じたオ

リゴ糖に抗高コレステロール血症調節機能があり，移

植ガンの発育抑制効果が認められた。

6.むすび

以上海藻の薬理作用について述べたが，粘質多糖類

は古くから薬用，食用，工業用原科として使用されて

きた。多様な薬効を示す海藻から目的の成分を分離す

るには，含量の点で問題があり，資源にも限りがある。

養殖海藻は高価で多糖以外の成分を抽出するより，そ

のまま食しつづけるのが成分のバランスからも望まし

い。食習慣病は約20・30年の潜伏期間があるからであ

る。手軽にもっと海藻を食べて欲しい。野菜感覚で海

藻を摂る，そんな習慣が確立するように関係機関は知

恵を出すべきであろう。
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海藻利用の21世紀への展望
秋季シンポジウム要旨

1997.11.8.於東京水産大学

海藻の森とそのはたらき
横i賓康継(筑波大学下回臨海実験センター)

1.はじめに

本州中部の太平洋側に突き出た伊豆半島の先端近く

に位置する下回湾にはコンブ科に属する多年生褐藻の

アラメとカジメが生育しているが，水深5メートル前

後を境に前者は浅所側，後者は深所側というように両

者は上下に住み分けている。しかし水平分布ではアラ

メの北限が宮城県北部であるのに対してカジメのそれ

は茨城県南部であるため，茨城県北部から宮城県北部

までの沿岸には両者のうちアラメだけが分布している

ことになる。

アラメとカジメは三陸以北に分布するコンプ類と異

なって直径2センチメートルほどで長さが数十センチ

から 1メートルほどになる巨大な茎状部を持ち，その

先に側業と呼ばれる薬を多い場合には40枚ほどつけた

ハタキのような形をしているため，その群落はうっそ

うとした森のような景観を呈する。

アラメとカジメの双方が上下に住み分けながらそれ

ぞれ密な群落を発達させている下回周辺の沿岸は，ま

さに海中の森に関する研究のフィールドとして大変恵

まれているが，さらに下回周辺でも水温が通年約 1'C

高い部分にはアラメが分布せず，浅所側もカジメが占

め，また水温が通年1.5'Cほど高い伊豆半島西岸にはカ

ジメもみられず1年生の大型褐藻であるアントクメが

分布するというように，伊豆半島沿岸にはコンプ科3

種間の分布境界線が存在している。

下回湾を望む位置にある筑波大学下回臨海実験セン

ターでは，その立地条件を活かした海藻の多様な研究

と教育が行われてきたが，海中の森の生態学的な研究

も，最近では業上動物までも視野に入れた生物の相互

作用を解析する段階に達している。本シンポジウムで

は筆者らのこれまでの研究成果に吉田忠生氏や谷口和

也氏らの報告を加えて話題を提供したい。

2.海中の森の生産力

吉田 (1970)は松島湾の水深約2メートルおよび4

メートルのアラメ群落の 1平方メートルあたりでI年
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聞に乾燥重量にして約2キログラムの葉が生産されて

いるという結果を得ている。アラメもカジメも側葉は

羽状についており，下位のものほど新しい，つまり側

葉は下の方の茎状部との境あたりで萌出し，生長しな

がら上へ移動し，先端へ達して脱落するという生長様

式をとるので，ある位置の側葉にしるしをつけてその

移動速度を測るという作業を適当な間隔でくり返す

と.1年間の側葉生産枚数がわかる。この方法を応用

すると 1年間に生産される葉の量を推定することがで

きる。筆者ら (Yokoh細 aet al.，1987)も吉田にならっ

てこの方法を応用し，下回湾の水深5メートルのカジ

メ群落で1平方メートルあたりの年間純生産量として

約3キログラム(乾燥重量)という値を得た。

海中の森と呼べるような群落を形成する海藻として

はコンブ科の他に同じ褐藻に属するホンダワラ科のメ

ンバーを無視できないが，細引きより細くてしなやか

な軸から分岐した枝々に細かな葉と浮袋を無数につけ

て水中に体を立てているホンダワラ類の群落は陸上の

薮に近し、。

谷口，山田(1973)は能登半島飯田湾の水深4-6メー

トルのヤツマタモクとノコギリモクの群落で層別刈り

取り法を応用し， 1平方メートルあたり年間の純生産

量としてそれぞれ5.5および8.3キログラム(乾燥重量)

という値を得ている。陸上の森林での値は，温帯林で

0.6-2.5キログラム，熱帯雨林で1-3.5キログラムと言わ

れている。海藻の森の生産力は陸の森をしのぐほどだ

と言えよう。

3.コンプ科植物の分布を決定する要因

下回臨海実験センターでは，多年生のアラメとカジ

メ， 1年生のアントクメの光合成特性についても研究

を行ってきた。

下回周辺では上下に住み分けるアラメとカジメにつ

いては，前川ら (1987，1988)は同一環境に生育して

いた両種の幼体の光合成一光曲線を求めたところ，光

補償点がカジメでアラメの約2分のlとなり，カジメ

とアラメの幼体の生育できる相対光強度(水面での値

に対する)はそれぞれ約0.5%および1%と推定された

が，実際の群落内における幼体の分布状況からもこれ

らの値の正しいことが明らかとなった。

一方水平的にはアラメの北限はカジメのそれより北

にあり，また伊豆半島東岸でもやや水混の高い地点に

はアラメがみられずカジメのみとなることから，両種

間には温度に関する生理特性上の違いがみられるもの

と予想されたが，強光を用いた光合成ー温度曲線から
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判定される光合成最適温度はどちらの種でも 25"Cと

なった。この値は水温が15"C以下になる冬季でもほと

んど変わらず，生育適温とはかなり異なったものと言

える。実際の群落内で藻体の各部分が受けていると考

えられる範囲の弱光の下で純光合成速度と温度との関

係を求めたところ，純光合成速度は生育時の水温付近

で最大となり，またアラメの生育適温がカジメのそれ

より低いと判断できる結果が得られた。さらに温度と

光強度の双方を変えて純光合成速度を測定した結果か

ら描いた日:補償積算光量一温度曲線(I日に必要な最

低限の積算光量と温度との関係を表わす曲線)からは

同一光条件下ではカジメがアラメに比べてより高温の

下で生育でき，同一温度条件下ではカジメがアラメに

比べてより弱光の下で生育できることが示唆された

(倉島ら.1996)。
カジメとアントクメとでは，胞子体の業の生理特性

に明瞭な違いがみられなかったが，両種の配偶体が胞

子体に比べではるかに高温および弱光の下で生育でき

ることが明らかとなり.1年生で初夏に遊走子を放出

し配偶体だけで越夏するアントクメは，多年生で少な

くとも 1回は高温に弱い胞子体で越夏しなければなら

ないカジメに比べより高温域に分布できるものと考え

られるようになった(神林ら.1996)。

4.磁焼けのメカニズムー植物の御飯は光一

伊豆半島の東岸では昔からアラメやカジメの群落が

突然消失する磯焼けと呼ばれる現象が頻発し，アワピ

漁などに大きな被筈を受けてきた(i可尻ら.1981)。こ

の磯焼けは，黒潮が蛇行して半島に接近するために起

る水温の上昇と栄養塩濃度の低下つまり「高水温貧栄

養」によって起こるとよく言われるが，どちらかとい

うと「貧栄養」のほうにウエイトを置く人が多いよう

である。しかし，アラメやカジメの日補償積算光量一

温度曲線が明らかになった今，磯焼け発生のしくみを

水温上昇だけでも一応説明できるようになった。一方

栄養塩つまり窒素やリンの無機化合物の濃度低下が磯

焼けをひき起こすという証拠はまだ得られないままで

ある。

最近全国各地で磯焼けが起きているという。「磯焼

け」という言葉は伊豆の方言であったとのことである

が，黒潮蛇行の影響を受けないような水域で最近起き

始めた「磯焼けJは本来の磯焼けとは違った原因に
よって生じていると考えなければならない。しかし本

来の方も「貧栄養」にウエイトが置かれていたせいか，

各地の「磯焼け」も，その原因は貧栄養にあるとみら

れがちであり，それでは説明できない富栄養水域での

「磯焼け」には，陸の森から供給されるべきある物質が

不足しているからというような説も登場した。また

ウニや藻食魚あるいは石灰藻を犯人にした説も根強い

が，これらの生物は最近になってこの世に出現した

り，外国から帰化したものではない。犯人は人である

可能性が最も高いのである。

これまでの磯焼けの原因説や対策で「焼ける」主体

である海藻や海草の生理に立脚したものは皆無であっ

たと言ってよい。国の特別天然記念物である阿寒湖の

マリモでさえ，その保護のための調査研究は長い間湖

の環境とマリモの現存量だけが対象だった。しかし主

体であるマリモの生理特性が明らかにならなければ，

調べられた「環境」がマリモにとってどんな環境なの

か分からないのである。ごく最近マリモの光合成や呼

吸の測定が行われ，湖水の濁りによる光量不足がマリ

モに致命的な影響を与えていることが明らかになった

のであるが，海藻や海草についても同じことが言え

る。

ある種について得られた日補償積算光量一温度曲線

は，光量と温度がその曲線より上の部分に入らなけれ

ばその種の個体は生きられないことを意味する。天然

の植物群落は光および温度条件が各個体にとって生き

られるギリギリの限界になるまで発達するはずであ

る。つまり光量と温度の組み合わせは日補償積算光量

一温度曲線のすぐ上あたりにくるはずなので，光が少

し弱まっても，温度が少し上昇しでも，それは曲線を

下方へ越えてしまい，個体は生きられないことになっ

てしまう。伊豆の磯焼けは温度が上昇することによっ

て起こると考えられる。温度上昇が原因と考えられな

いような水域での「磯焼けjの原因としてはまず光量

の減少を第1候補に挙げなければならない。光量の減

少をもたらす海水の濁度の増加は汚水の流入や河川そ

のものあるいはその源となる山地の荒廃等の進行で全

国的に加速しているはずである。

栄養塩という言葉は，それだけで海藻や植物プラン

クトンが育ってしまいそうな響きを持っているが，実

際にはカロリーを持たない無機物であり，植物の本当

のカロリー源つまり「植物の御飯jは光なのである。栄

養塩が濃すぎて富栄養と呼ばれるような水域では水面

近くで光を十分受けられる積物プランクトンが増えて

海水の濁度を増加させ，かえって海藻や海草の生育を

妨げてしまうことにもなる。

5.高層ピル群のような海藻の森



磯焼けは海藻を直接採取する漁業やアワピやウごな

どの藻食動物を採取する漁業にとって大きな打撃にな

るばかりでなく，沿岸環境の荒廃にもつながる。海藻

や海草はある種の魚介類の産卵床となり，それらの稚

仔を含む多様な動物が茂みの中で暮し築上の小動物を

餌とする。また業上動物は棄面に繁殖する微生物を食

べるというように，海藻や海草の群落内には複雑な食

物連鎖が形成されているが，その底辺を支える微生物

達は海水中の有機物や栄養塩を摂取するので，このよ

うな食物連鎖を通して海水は浄化される。海藻の茂み

における海水浄化の速度は単純に考えた場合，葉面積

指数に比例すると言える。海藻の森の葉面積指数は10

から20ぐらいに達するが，葉面積指数20は1平方メー

トルの海底に生えている海藻の葉の総面積が20平方

メートルであることを意味するので，そのような森は

20階建てのピル群に相当する。しかしその床はすべて

水平というわけではなく，まちまちに傾き，そして生

物は棄の両面に付着するので，実効面積は40階建ての

ピル群に相当することになる。ところがこの光を食べ

る生きたピル群は，海水の濁りが限度を越すと光不足

となって一挙に消滅し，あとは1平方メートルの海底

に1平方メートルの床つまり海底だけが残るので，海

水の浄化能力は40分の lとなる。それまで40倍の面

積の葉面に分散して付着し分解されていた有機物が1

枚の海底に沈積するようになるので，分解が追いつか

ず，沈殿の層の厚みが急速に増して嫌気的となり，

まっ黒なヘドロ層となるのである。

6.海藻の多彩さの意味するもの

陸の森は緑色であり，その下草も緑色だが，海藻の

森は褐色であり，下草は赤に近いものが多い。緑色の

海藻も存在しないわけではないが，それらはごく浅い

場所に限られている。

「植物は緑」というのは私たちの常識だが，海中で

は通用しない。海藻は紅藻，褐藻，緑藻という 3大分

類群から構成されているためなのだが，緑の藻という

意味にとられてしまう緑藻もすべてが緑色を呈してい

るわけではない。深所性の緑藻のほとんどに含まれる

シホナキサンチンとシホネインが生体内で赤色となり

深所に卓越する緑色光を捕獲する光合成色素として機

能するということが比較的最近明らかとなり，これら

の色素を含有する種を深所型緑藻，含有しない種を浅
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所型緑藻と呼ぶことが提唱されたが，深所型の多くは

緑の藻とは呼べないような色を呈している (Yokohama

et a1.，1977 : Kageyama et al.，1977 : Kageyama and 

Yokoh翻 a，1978)。海藻の森を形成する種類を含む褐藻

ではフコキサンチンが，そして多くの下草を含む紅藻

ではフィコエリスリンがそれぞれ緑色光を捕獲するの

であるが，これらの色素を含むことによって多くの海

藻は陸上植物よりはるかに効率よく光を利用すること

ができる。海藻の森が陸上より劣悪と言える海中の光

環境の下で陸上の森をしのぐほどの生産力を発揮でき

るわけがこれである程度納得できょう。しかも大きな

浮力と養分を与えてくれる水に固まれて生活するため

に巨大で強固な根や茎を必要としない海藻たちは，光

合成産物のほとんどを光合成器官の素材に投入でき

る。このような効率よい拡大再生産の方式も海藻の森

の大きな生産力を支えていると言える。

海藻の多彩さを知ると，陸上植物が緑一色であるわ

けを知りたくなる。オゾン層がある程度発達して紫外

線が弱まり海中の浅所にも生物が住めるようになった

のが今から6億年ほど昔であるという。海藻もそれま

ではすべて深所に生育していたはずであるが，深所型

緑藻から突然変異によって生まれた緑色の浅所型緑藻

がそのころにようやく浅所で生き延ぴられるように

なったのだと筆者は考えている。そしてその子孫が約

4億年前に上陸して，コケ，シダ，種子植物へと進化

し，その聞に葉の色素組成は変化しなかったため，陸

の植物はすべて緑色なのである。

多彩な海藻をおしぼにすると美しい作品ができ上が

る。何種類もの海藻を組み合わせた具象的，抽象的あ

るいはグラフィックな作品作りは幼児から老年層まで

のすべての人に人気がある。このような遊びを通し

て，海藻の多彩さを知ることは，現代の海における海

藻のはたらき，そしてオゾン層形成を含む地球環境変

遷の歴史を知る糸口となるのである。海に固まれ海藻

を常食するわが国では，ほとんどの人が海も海藻もよ

く知ったつもりでいるようであるが実はほとんど何も

知らないということを，これまでの海藻おしぼなどの

普及活動を通して筆者らは知った。海藻の本当の姿を

すべての人が知ることは，現在急速に進行しつつある

環境破壊に対する抑止力を生むことになる。それは私

たちの子孫に対する義務でもあるが，それほどむずか

しいことではないはずである。
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海水の約20-50%であり，塩分には段階的な落差があ

る。 1993年8月の多雨時と 1994年8月の小雨時の塩分

を図1に示した。塩分は藻類の分布を制限する要因の

ひとつであり，そのため両湖では藻類の出現状況が大

きく異なっている。

本水系の藻類の種類組成や水平分布については，秋

山優島根大学名誉教授が多大な貢献をされており，筆

者は先生から多くのことを教えていただいた。秋山先

生他多くの先人達の報告と筆者の経験をもとに，一昨

年末，宍道湖・中海の藻類研究会(1996)より「宍道

湖・中海水系の藻類Jが出版された。詳しい本水系の
藻類の種類組成，経年変化，水平分布は本書を参照さ

れたい。本稿では「宍道湖・中海水系の藻類」の内容

を参考にし，宍道湖，中海で採集が可能な藻類の概要

を紹介する。

1.はじめに

島根県の東部に位置する宍道湖・中海は，淡水と海

水がまざる汽水湖であり，宍道湖・中海をあわせると

全国1の広きである。両湖ともに水深は浅く，河川|か

らの自然な栄養の供給に加え，陸域からの人間活動に

基づく有機物や栄養塩などの流入が多く富栄養化して

いる。そのため，宍道湖ではアオコが，中海では赤潮

が発生することがあるが，湖の生産性は高<，シジミ

をはじめとする魚介類は重要な資源となっている。冬

期にはキンクロハジロ，スズガモ，マガン，コハクチョ

ウなどの水鳥が何万羽も飛来し，餌を捕ったり，羽を

休め，西日本一の越冬地となっている。

この水系は，淡水の斐伊川に始まり，塩分が薄い宍

道湖と塩分が濃い中海があり，最後は海水の日本海で

終わる。宍道湖と中海は約8kmの大橋川によってつな

がっており，宍道湖の塩分は海水の約5・10%，中海は

(多雨〉

1994年8月(小雨)

¥ 30 

20 

10 

〈
滅
)
余
輔

。
図1. 宍道湖・中海水系における表層水塩分の地点間比較。
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図2. 宍道湖・中海水系における植物プランクトンの分布パターン(皐ぱつ時を除<)。

2.植物プランクトン

宍道湖

宍道湖の藻類相は塩分環境の面で不安定であり，湖

水の塩分が変化するとそれに応じて植物プランクトン

の種類組成も変化し，おおよそ塩素濃度が2000・

30仙 ng/l(海水が約19∞伽g/l)で淡水型のフロラから海

域内湾型のフロラへの交代がみられる。このようなフ

ロラの交代は10年に2，3度の割合で起こっており，採

集できる藻類は湖水の塩分の高低によって異なってく

る。そのため，宍道湖で植物プランクトンの採集をす

る場合，あらかじめ，湖水の塩分を下調べしておく必

要がある。

藍藻類は塩分が低い時に多く出現する傾向があり，

1969年， 1976年， 1977年， 1981年， 1985年， 1988年

と1997年は宍道湖の塩素濃度が1∞Omg/l程度まで低

下し， 8月-11月にかけてMicrocysitsaeruginosa， 

Anabaena sp.， Oscillatoria sp.によるアオコが発生してい

る。 1997年は9月から 11月にかけてMicrocystis

aeruginosaが優占するアオコが発生し， 11月23日は水

温が12'(;でもかなりの量がみられた。アオコは湖水の

塩分が高いと発生が抑えられるようで，雨が少なく湖

水の塩素綾度が2朋伽19/1以上に上昇した年は発生して

いない。群体性のCoelo.喧Iphaeriumkuetzingianumは塩分

が低い冬期に優占する傾向がある。

渦鞭毛藻のProrocentrumminimumは藍藻類とは逆

に，湖水の塩素濃度が3500mg/l以上に上昇した1974

年， 1978年， 1984年， 1994年に淡水性の種類に変わっ

て優占した。

珪藻では，秋山先生が研究を始められた1969年当

時から現在まで，ほほ毎年，数種類のCycJotella類が優

占しており，年間を通じていずれかののdo館lla類が採

集できる。ほとんどの種の大きさが10JUII以下であり，

光学顕微鏡での種の識別は困難である場合が多い。

Chaetoc，哩'ros類は海洋に多い属であるが，中海より塩分

の低い宍道湖で出現する傾向がある Chaetocerossp.が

たびたび出現している。

緑藻ではクロロコックム目の種類が多く，

Amphikrikos nanus， Dictyosphaerium pulchellum， 

Lagerheimia balatonica， Monoraphidium contortum， 

Oocystis sp.， Quadricoccus ellipticus， Scenedesmus類，

Siderocelis ornataなどが出現し，ヒピミドロ目では

Planctonema laute.地ol'llI.i・が出現する。しかし，これらは

珪藻や藍藻に比べ優占種となることは少なく，いずれ

の種類も宍道湖の塩分が低いときに出現する。

中海

中海で優占種となっている植物プランクトンは，ほ

とんどが汽水~沿岸の海洋に出現する種類で占めら

れ，珪藻と渦鞭毛藻が優占する。緑藻や藍藻は宍道湖

にくらべ少ない。中海では，ほほ20年間継続的に出現

する種類が多く，この20年間に関しては，中海では藻

類のフロラは安定した状態が続いていると考えられ

る。

渦鞭毛藻ではほぼ毎年，冬期から春先にかけて
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に基づき，宍道湖・中海水系を以下の4つの水域に区

分している(図3)。

1)境水道及ぴ中海北端水域。

美保関からここまでは，大部分の海藻，紅藻のマク

サ，ユカリ，ユナ，褐藻のワカメ，ウミウチワ，アミ

ジグサ，緑藻のハネモなどが岩盤上や磯上に連続的に

分布している。

2)中海水域(境水道中海入口部・中海全域，大橋川

中海i可口部までを含む)水域

中海の周辺部には磯や岩盤があり、このようなとこ

ろは大形底生藻類の生育地となっている。中海の大部

分を含むこの水域では，紅藻のカタノリ，オゴノリ，ム

カデノリ，褐藻のウミトラノオ，カヤモノリ，フクロ

ノリ，緑藻のアナアオサ，アオノリ類，ミルなどによっ

て特徴づけられる。希産種のひとつとして，黄緑藻類

のウミフシナシミドロが水深1m程度の泥土の上から

見つかっている。

3)大橋川および宍道湖東端水域

この水域では海藻の大部分が消失し、比較的低塩分

に耐性のある褐藻のカヤモノリ，シオミドロなどに

よって特徴づけられる。汽水性の紅藻ホソアヤギヌ，

1982) 図3. 宍道湖・中海水系における大型底生藻類の分布パターン(秋山

Prorocen飢nnm白血闘が優占種として現れ，時々中海

の広い範囲で赤潮を形成する。 Peridinium属，

Gymnodinium属，Dinophysis属等も出現するが，P. 

min加四ほど大発生することは少ない。

珪藻では1974年以降現在に至るまで中海では，ほ

ほ毎年珪藻類の Cyc10tella類，Skeletonema costatum， 

ThaJassionema nitzschioidesが優占している。その他，

Chaetoceros属，Minidiscus comics， Neodelphineis 

pelagica， Nitzschia pungensなども出現している。

Microcystis aeruginosaなどの藍藻や緑藻など淡水性

の藻類は中海西部に多く，大橋川を通じて宍道湖から

供給されたものが多いと考えられる。

クリプト藻やミドリムシ類も両湖から出現するが，

種数や量は少ない。本水系に優占する植物プランクト

ンの分布パターンを図2に示した。

ホソア十ギヌ}~

アオミドロ 1 
トゲナシツルギl‘!
オオイシソウ r"'. 
シヤジクモ類

3.肉眼的な付着藻類および海藻類

日本海に面する美保関あたりの種類組成は，普通の

海域と類似しているが，境水道，中海，大橋川，宍道

湖と塩分の低い水域に向かうに従って海藻類の種類数

は減少していく。秋山(1982)はこれまでの調査結果
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ウスイトクサが出現しはじめる。

4)宍道湖東端を除く水域

この水域では塩分が著しく低下し，ほとんどの海藻

類は見られなくなる。汽水'性の紅藻ホソアヤギヌ，ウ

スイトグサが優占し，インドオオイシソウも出現す

る。特にホソアヤギヌの分布は広く，宍道湖全域の湖

岸部に分布している。緑藻のアオノリ類とシオグサ類

も広く分布する。宍道湖西端あたりでは，淡水性のア

オミドロやサヤミドロ類が出現する。これらの藻類

は，湖岸の石や岩の他，棒杭，ヨシの茎，船の係留ロー

プなどに付着している。以前に宍道湖よりシヤジクモ

類の生育が報告されているが， 1996年の調査では未確

認である。

4.付着珪藻

付着珪藻は宍道湖，中海ともに湖岸の石やコンク

リート上に多く付着しているが，境水道から美保関に

かけては，その付着量は急激に減少する。松坂(1995) 

の1993・1994年の調査では，宍道i胡ではNavicuJal官'cens

がしばしば優占し，これに次いでNitzschiafrustuJum， 

FragiJaria fascicuJataが多い。中海の大根島付近では優

占種が季節ごとに入れ替わり ，Rhoicosphenia 

abbreviata， Amphora類，MeJosira varians， NavicuJa 

perrninuta， Achnanthes brev伊'svar. interl1】ediaなどが優

占し，境水道ではRhoicospheniaabbreviata， AmphipJeura 

rutilansなどが優占した。

5.採集や調査にあたって

空の玄関口である宍道湖西端の出雲空港，中海東端

の米子空港まで，松江市の中心からどちらも車で約40

分である。出雲空港には松江駅までの連絡パスが，米

子空港からは米子駅への連絡バスが接続している。松

江駅前は交通が便利であり，ビジネスホテルも多く，

一泊5500・7000円前後である。

島根大学の位置する松江市からは宍道湖・中海とも

にアクセスは簡単で，車を利用して数カ所を湖岸から

採集するのであれば，それぞれ半日で回ることができ

る。宍道i胡の西端から中海を経由し日本海の美保関ま

で7定点程度で採集する場合，車でまわると一日を要

する。小形の船舶を 1日数万円でチャータすることも

可能であるが，湖岸からも船上から採集できる種とほ

ぼ同様のプランクトンが採集可能である。無風の日の

宍道湖，中海はガラスのような水面であるが，両湖と

もに強風が吹くと波が高く，湖岸での採集は困難とな

る。悪天の場合，一日の滞在では運悪く，採集ができ

ない場合もある。

本水系は藻類の格好の研究場所であるだけでなく，

宍道湖からの夕日や中海からの大山は美しく，宍道湖

の七珍料理もうまい。観光がてら立ち寄って頂きたい。

引用文献

秋山優1982.宍道湖中海の藻類.遺伝36(10):90-94. 

松坂智之 1995.中学校における自然史教材としての珪

藻.その系統分類を中心として.島根大学教育学

部修士論文.31 pp.， 10 tab1es， 26 figs， 19 p1ates. 

宍道湖・中海の藻類研究会.1996. 宍道湖・中海水系

の藻類.高浜印刷.松江.129 pp. 

連絡先

干 690-8504 松江市西川津町 1060島根大学教育学部

生物学研究室大谷修司 TEL&FAX:0852-32・6306，

E-mail: ohtanish@edu.shimane-u.ac.jp 

(690-8504 松江市西川津町 1060

島根大学教育学部生物学研究室)
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JT生命誌研究館は 1，2階が展示スペース， 3， 4 いえば，多細胞動物の進化に目が向いていて，その前

階が研究絡設になっている。現在，常設展のオサムシ の細胞の進化という時代を意識することが少ない。し

の進化のほか，企画展示として， r藻一食べて，食べ かも，現在の藻類がそれを見せてくれるなんて思いも

て，食べて..細胞の進化へのチャレンジJ展 (1999 よらなかったので，是非それをとりあけ、なくては !と
年9月末迄)，進化の中のパラレルワールド展 (1998 思ったのである。来館者が布をくぐり抜け終わった後

年9月末迄)，花の生命誌展 (1999年3月末迄)が行 に， r進化とは形が変わることJというイメージをほん
われている。私の所属するコミュニケーション部門は のちょ っぴりでも変えてくれたら，そう思っている。

機関誌の製作，イベント，展示等を中心になって行う 展示を作るとき，テーマがあり，伝えたいことがあ

部門である。1996年11丹，rl菜類」をテーマに展示を る。私が展示を考える|時，いつも根っこにあるのは，研

企画する事が決まった。5つある研究グループのひと 究の面白さ，または，頭を使って楽しむことの素晴し

つ(リーダー:大演武主任研究員)が藻類ミ トコンド さを伝えたいということだ。芸術は感じるというが，研

リアの迫伝子構成，遺伝暗号変異，イントロンORFを 究は感じるとは言わない。研究は理解するである。し

他の原生生物と比較研究しているので，それに関連し かし， 研究といえば，難解，つまり ，ハードで冷たく

たテーマを取り上げよ うという訳である。企画担当に て，鋭利なイメージがある。ということは，理解され

なった私は「藻類とは，とんな生き物なのか」から， る前に研究にもイメージがあり，一般の人は研究を感

正路に把握しなくてはならなかった。そして，知って

みればi菜類というのはなかなか奥が深くて面白い生き

物だったのである。

展示の場合，大事なのは最初に自に入るタイトル

と，全体が目に入ったときの第一印象である。これら

が難しくては，来館者に展示を見てもらえない。ま

ず，タイトルだ。i菜類という単語なしで，できるだろ

うか。タイトルを考えるところから，縦しそうであ

る。しかも，藻類は自に見えない。いかに，ぱっと見

た|時に見てみたい展示にするか。しかし，企画する似1)

の人間が本当に面白いと思わなければ，何も伝えるこ

とはできない。忙しい研究員をつかまえて，基本を教

わり ，分厚い本をばらばらとめくり，展示を考えて

いった。

こうしてできた， r藻一食べて，食べて，食べて...
細胞の進化へのチャレンジj展は l階展示部屋で，

1997年9月に始まった。展示は「単細胞の藻類の共生

一細胞の進化」にテーマを絞った。部屋には刺11胞が大

きく怖かれた9枚の布が天安|ーから床までぶらさがって

いる。布の配置は，真核細胞から始まり，共生を繰り

返す藻類の物語を来館者が主人公になって進化の順番

にくぐり抜けられるようになっている。その布の中を 図l展示の株子。天井からつるした布9枚とパネル5枚で桃成

音声説明に沿ってくぐり抜けていく。私自身，進化と した。
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図2.布の配置図。真核細胞の始まりの布(1)からスタート。まず，ミトコンドリアが飲み込まれる (2)。次にシアノバクテリ

アが飲み込まれ，緑藻 (7)と紅藻 (3，14)の道に別れる。緑藻を飲み込んだものとして，ミドリムシ (8)，マラリア原虫 (9)，渦

鞭毛藻(10)が展示しである。紅藻の道は二つあり，片方がクリプト藻 (5)，もう一方は珪藻 (12)となる。そして最後には珪

藻を食べた渦鞭毛藻 (11)とクリプト藻を食べた渦鞭毛藻 (6)になる。矢印は順路。 11-14では，進化の流れを逆行しながら実

際の研究者の思考回路をたどってもらう。

じているのだ。私はそのイメージを変えたいと思って

いる。今回の展示では，パネルだけに頼らず，布を使

うことで生物の柔らかき，暖昧さ，優しさを少しでも

表現できないか，と思った。展示全体のイメージをソ

フトに，つまり，感じる部分にはそのように訴え，中

に入って，絵を見て頭を少し動かす。耳を澄まして説

明を聞くと，もっと頭を使って考え，理解することが

出来る。はたして，そんな展示になったかどうか...。

是非一度，御来館下さい。

(JT生命誌研究館コミュニケーシヨン部門)

【JT生命誌研究館】

所在地:干 569・1125大阪府高槻市紫町 1-1

TEL : 0726-81-9755， FAX: 0726-81-9744 

インターネットホームページ:

http://www卯1巴t.ad.jp/BRH/

交通 :JR高槻駅より徒歩 10分

開館日:毎週火曜~土曜(祝日の場合も開館)

開館時間:10:00 - 16:30 (入館は 15:30まで)

入館料:無料
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1はじめに が来館者の独自のアプローチの方法を尊重するととも

学校教育においては一つの目標に向かつて最も効 に来館者が支援者との対話を通じて標本 資料の世界

率的な学習方法を最善のものとして選択するのが一般 にアプローチし，自分の既知の世界を広げていくこと

的である。一方博物館では来館者が展示資料から様々 が重要であると考える。

な情報をヲ|き出すといった実物による教育が中心であ

り，到達すべき目標を一つに限定せず，興味関心をjl411 2国立科学博物館観察センタ ーにおける教育活動

にした自主的な学習活動を援助することに重点を置い 国立科学博物館には体験的な学習活動がで、きる観察

ている。博物館では生涯学習の観点から，個人の知的 センターがある。来館者が実物襟本を用いて観察した

探究心に基づいた自己学習を支援するところに特徴が り，笑験に参加することができ，博物館における発展

あると言えよう。 学習や探究活動の場となっている (図2)。運営方法は

図 lは知識の伝達を中心にした科学教育プログラ 欧米の科学系博物館のデイスカパリールーム，実験室

ムと博物館が目指すべきプログラムの基本的な考え方 等の運営を参考に独自の方法で学校団体や個人の来館

を比較したものである。知識の伝達を中心にしたプロ 者に対応している。多くの博物館等で行われている事

グラムでは指導者からの一方向的な情報伝達による学 前申し込みiIliJの講座以外に，開館日の午後I時-3時

習活動が中心で，その学習の範囲は教科書や指導者の は「かはく ・たんけん教室」として，来館者が随時入退

把握できる科学に限定される傾向がある。博物館にお 室ができ，自主的に観察 -実験を行えるようになって

ける教育方法としては，知識を伝達する方法に加え， いる。週ごとにテーマが設定され，ほぼ旬2週新たなテー

来館者と支援者(学芸員 ・ボラ ンティア)とのコミュ マに基づくプログラムが実施されている。ここでは図l

ニケーションによって学習が深まっていく形態も考え のような科学教育プログラムに|羽する基本的なスタン

られる。一方来館者が標本-資料という未知の分野に スをもとに教育的な見地からプログラムの実践を行っ

アプローチする場合，自分の過去の経験に基づき， ている。このよう な運営の中で「植物の色jというテー

もっとも無理のない方法を選択するものと思われる。 マで展開されたプログラムについて紹介する。

そこでは支援者が科学は必ずしも正解のあるものとは

!浪らないという認識のもとに来館者とともに未知の分 3プログラム「植物の色jの構成と内容

!1'j'1こ挑んでいく姿勢が必要であろう。筆者は，支援者 藻類は身近にありふれているにもかかわらず多くの

A B 

図 l科学教育プログラムの比較。A知識伝達中心の科学教育

プログラム。B博物館が目指すべき科学教育プログラム。小川

(1 997a)をもとに作!求。

人が気づかない存在である。ここでは藻類を「色jと

医12観察センターの株子。手前の展示室から自由に出入りがで

きる。
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いう切り口で取り上げた。「植物の色はJと問われると
多くの人が緑色を連想するであろ う。また海省やモズ

クなどは特に植物と意識せず食している人も多いよう

である。このプログラムでは様々な植物の色を観察す

るとともに植物体内に含まれる色素に閲する実験を行

い，植物の色と色素の関連性について来館者の興味|刻

心を高めることをねらいとしている。

このプログラムは自由観察タイプと実習タイプの2

部から梢成される。自由観察タイプのプログラムは

テーマに関する導入として位置づけられる。来館者は

科学に|刻する様々な経験や知識を持ってお り，それぞ

れの興味関心に基づき博物館に訪れる。自l主|観察タイ

プでは，来館者の多様な興味関心，経験等を考慮し，選

択的な学習活動ができる ように複数の観察プログラム

が用意されている。また実習タイプのプログラムへス

ムーズにアプローチできるように実習タイプとの関連

性を考慮してプログラムが展開されている。

実習タイプのプログラムはある程度落ち着いて観察

や実験ができるものである。自由観察タイプに比べ|時

間がかかり，質の高い観察や実験ができるようになっ

ている。以下にプログラムのテーマと概要の例を記す。

〈テーマ〉

I自Etlim祭タイプ

(1 )陸上植物や涼類のラミネー ト標本の観察

(2)海淡の観察

(3)身近な藻類の観察

(4)ブラックライトによる葉緑素の検出

II実習タ イプ

(1)海藻標本の製作

(2)色素の分自If

(3)分光総による吸収スペクトルの線認

〈概要の例〉

I-(I)，(2):このプログラムでは，来館者が陸上植物や

海渓のラミネート標本を手にとってi!JI察できる。色に
よって桜木をいくつかに分けるこ とができること，植

物にはいろいろな色があること等を認識してもらうこ

とで「植物の色」への導入としている。陸上植物や比

較的身近な海藻であるアナアオサ等の緑藻，マクサ，

ムカデノ リ等の紅藻やヒジキ，ワカメ等の褐藻等の標

本を提示している。

1-(4):カタバミ等の陸上植物やフサイ ワヅタ等の緑

藻の植物体をすりつぶし，アセ トン・エタノールの混

合許証で色素を1'illl:Hする。この抽出液は白色光のもとで

は緑色をしているが， fI音室内でブラックライ ト(蛍光

灯に可視光をカットする処理!を胞し，弱い紫外線のみ

を発生させるようにした装置)の光を当てると赤色を

呈する。これはjll!I:H i夜中に含まれている葉緑素が紫外

線に反応して赤色の蛍光を放出することによるもので

ある。紅i渠や褐藻のJ1l1出液の場合も同様に赤色を呈す

る。一方葉緑素をほとんと含まないサクラの黄葉等の

抽出液は赤色の度合いが弱いことも確認できる。多く

の人がこの現象に驚きと疑問を持つ。ここでは見た目

が異なる色調の抽出液でも赤色を呈することから業線

素が多くの組物に共通に含まれていることに気づいて

もらい，次の 11-(2)，(3)の実験との関連を図ることをね

らいとしている。

1I-(2)ト(4)と同様にして，陸上植物， 緑i来，祐ji法，紅

i崇の植物体の羽11出液をつくり，ペーパークロマ トグラ

フィーで色素の分l)lWをする。ピペットで1'111出液をろ紙

に点着しキシレン等の有機溶媒で展開すると，各サン

プルに含まれる色素の展開結果が得られる。術I1霊|生 ・

横浜 (1986)が紹介しているシリカゲル薄層クロマト

グラフでの結果が参考になる。この原理は色素がろ紙

に吸着される強さと展開液がその色素を溶かし出そう

とする強さの差によって色素の出現位置が異なってく

るということである。

来館者は陸上植物や族主闘に緑色以外の色素が含まれ

ることに驚くようである。さらに植物体の色により含

まれる色素の種類が異なることが確認でき，植物の色

について理解を深めることができる。最後に，分離し

た色素の色合いを保つために展開したろ紙をラミネー

ト加工し，来館者が持ち帰れる ようにしている。

II-(3):植物体のjll!ll¥液を分光器で観察するプログラ

ムである。植物が呈する色により異なる吸収スベク ト

ルが観察できる。市販の分光器は高価であり，通常3

万円ほどするので，ここでは自作の分光器を利用 して

観察に供している。カラー工作用紙とレプリカグレー

図3.I吸収スペクトルを硝認している様子。
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なって製作された資料・教材等はテーマ別に木箱に収

納され，来館者の求めに応じて取り出し，随時提示で

きるようになっている。

現在我が国の科学系博物館において藻類を題材にし

た展示が必ずしも充実しているとは言えない状況であ

る。筆者はこのような教育活動を通じて，少しでも博

物館の展示に潤いを与えることができればと思ってい

る。また多くの博物館では一度完成した展示の改装や

更新は頻繁には行えない状況にある。これらの科学教

育プログラムは来館者の反応を勘案しながら臨機応変

図4.プログラムの展開概念図。小111(I997b)をもとに作成。 に改善でき，展示・教育活動に広がりと奥行きを付与

することが期待できる。このような観点から探究活動

テイングフィルムを材料に簡易分光器が製作できる のための教材，道具，機会を用意しておくことが豊か

(松丸1997)。採光部にスリット状の穴と反対側に観察 な博物館活動の実現につながるものと考えられる。

用の長方形の穴をあけた箱の型紙を工作用紙でつく

る。工作用紙を組み立て，観察用の穴の部分にレプリ (国立科学博物館教育部)

カグレーティングフィルムを接着して完成する。レプ

リカグレーテイングは回折格子で，細かい線によって

光が干渉を起こし分光するしくみになっている。この

フィルムの代わりにCD(コンパクト・ディスク)を用

いても分光器が製作できる(若林・演田 1996)。自作

の分光器の場合スペクトルが簡易に確認でき，取り扱

いも簡単である。

この分光器を利用して白色光と抽出液を透した時の

スペクトルの違いを観察する(図3)。この実験では抽

出液は特定の色の光を吸収することや抽出液の色調の

違いにより吸収する光の色が異なることが確認でき

る。さらに11-(2)の実験結果と併せて考えれば，吸収ス

ペクトルの違いは植物に含まれる光合成色素によるも

のであることが推測できる。来館者は観察の結果をプ

リントに色鉛筆で塗り，確認する。

4.博物館の展示と教育プログラム

これらの実習タイプと自由観察タイプのプログラム

を有機的に組み合わせることによりさらなる探究活動

が可能になってくる。図4に示したのはひとつの組み

合わせ例である。このプログラム群では，普段食して

いる海藻からその色に興味関心を持ち，様々な実験を

通じて色素について理解を深めていくといった探究の

パターンが考えられる。来館者はすべてのプログラム

を経験する必要はなく，興味関心に基づきプログラム

を選び，自ら発見し，理解を深め新たなレベルの問題

を発見していくという過程を体験することができる。

現在このようなプログラムは藻類をテーマにしたもの

以外に60以上開発されている。プログラム開発にとも
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竹中裕行 :ノド |凍学 i替~* :j:::::::陸生藻髪菜 Nostocf1agelliforme 

(藍藻) の生育観察と食用としての機能性
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Jff藻類ネンジュモ自に属する髪莱 (NOSIOC 区H子手[J!告特北東部の荒野，そして97年は河西国廊北部

flageJJifonne Born. etFlah.)は中国では古くから不老長 の土砂山とした (図1，2)。いずれも日中の気1Rは30

寿の食べ物として，また近年では循環器系疾患やがん ℃から40'C， 一方夜の気温は15'C前後という寒暖の差

といった成人病 (生活習慣病)の予防 -治療なとーにがj の大きな乾燥した沙漠地帯で、ある。これらの観察場所

果があるとされて珍重されている。また， 髪菜は発財 は， 実際に現地の人々が採集する場所とは異なってい

とのゴロ合わせで， 縁起物として正月に食べられてい る。髪菜を採集する人々は二，三日かけて生息地に入

る。 り，数日間野宿をしながら髪菜を集める。観察場所は

著者らは，髪菜の栽培技術確立のために， 1995年以 集務から車で数n~J' t~\'J以内のところであり，これは髪菜

降毎年中医|にて髪菜の生育観察を実施してきた。ー の採集場所ではなく，生育場所に過ぎないところであ

方，髪菜の食用としての安全性や生理rr作用についても る。したがって，髪菜が大量に生育しているのでなく，

研究を行なってきた。有賀 (1992)によ って髪菜の生 所々に点在して生育しているにすぎなかった。

育地観察の報告がなされており，本稿では著者らの生 3回の観察によ り，髪菜の生育において上述の二つ

育観察よって得られた新しい知見，さ らに安全性試験 の条件以外にも特徴のあることがわかった。岩山や土

と生理作用試験のこれまでに得られた結果をまとめて 砂山においては東商で太陽が南に上ったときには岩陰

報告する。 あるいは山陰になるようなところに生育していた (図

3)。また，荒野では低い乾生植物の根元から10cmほ

1.髪菜の生育観察 と'I~I~れた北側で，やはり太陽が南に上っ たときに木の

髪菜は中医しモンゴル， I日ソ述邦，チェコスロパキ 陰となるようなところに生育していた。髪菜は沙漠地

ア，フランス，モロッコ，メキシコ，米国なとの乾燥 帝でも比較的気侃の低い午前中においてのみ太陽光を

した沙漠地帯に生育する隆生漆である (有賀 1992)。 受けて光合成を行ない，気温が高くなる頃からは直射

これらの生育地においては二つの共通点が認められて 日光を避けられるような環境に生育するものと思われ

いる。一つは畳と夜の気j昆差の非常に大きいこと。こ る。

つ目は生育土壊が弱アルカリ性 (約pH9)である。

中国においては6月中旬から8月下旬に生育しその 2 髪菜の食用としての安全性

姿を現わす。これは沙漠地'貯において11佐一雨の降る季 髪菜は中国において長い食経験がある。しかし，髪

節だからである (年間降雨量の大半)03回の生育観察 菜は武重で高f!lIiな食べ物であるため，アフリカ原住民

はいずれも 7月に実施した。観察場所は前述の二つの がスピルリナ (Spirulina)を常食としてきた食経験と

特1数を持つ場所を選んだ。それぞれの観察場所は， 95 
年内蒙古自治区吉l~\ï泰北西部の岩山 ， 96年内家古自治

図1 中国地図。調査地点を示す。 図2髪来の生育地のひとつ，内家古自治区吉!揃務北西部の岩

111 (1995年)。
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1;;I13.M凶四郎北部の土砂山に生育する髪楽(岩上の黒い沈)

(1997 {ド)。

は梨なる状況で、ある。そこで，若者らは95{loに銀)11よ

り!I!市入した髪菜について食)I'Jとしての安全性について

検討した。

まず，医薬品毒性試験法ガイドライン(平成5年8

JJ 101:1楽新築第88号別添)に準じて急性毒性試験，亜

急性7務rJ}:'引.吋�伯'1

急急.也性::1蒜5性試験は髪莱の{微放粉末を 0.5%カルボキシメ
チルセルロ一スナトリウム (ω0.5%CMC-Na心);浴容I液i夜友に!懸l匠E 
i切し，~雌H悦l!.刈fJ泊J~ε ラ γ 卜(1 1洋 5 1[庄f ) に 1 250 1ll g/kg または

250∞Olllg/凶/ハkgとなるよ うlj位引i幻l巨回E目1~強強d虫iげ刈市淵tl市伽l i制iI削l

l凶4し111山川l目川lりl一般状態，死亡例，体重明加を飢察した。観察

mJlln'i'の死亡例は認められず，一般状態放ひ‘体重増加
については対照群 (0.5%CMC-Na;~液のみ投与)との

IInに布設な差は認められなかった。したがって，髪菜

のしD50(半数致死量)は最大投与祉である 25001llg/

旬以上と考察された。

!I E急↑t~lJ:性試験は 500 1llg/k g または 1000 1llg/kg と

なるように髪菜0.5%CMC-NarlB， i~i) il~ を雌雌ラッ ト ( 1

In5 1~) に 28 日 IIJJ連続~rtlfli lj経口投与ーした 。 投与期間中

対照

髪莱

(lOmg/kg) 

髪莱

(25mg/kg) 

o 100 200 300 
マク ロファージ活性(%)

1;;11'1 .髪菜熱水抽出物のマクロファージ活空i化作rno

の死亡例，体重増加，一般状態を観察した。また，投

与終了時には1111.液検流，JIII液生化学的検査，)以総観察，

病理組織t手:(ドJ検査等を笑jj在した。いずれの飢療や検資

結果においても対nn:l洋 (0.5%CMC-Na裕液のみ投与)
とのII:Jに桁f.i:ïj:そをは認められず， 髪菜の迎続投与ll~大

量である 10001llg/kgは1!!f:w;}jlであることが示唆され

た。

さらに，新ーすfらは長期摂取の影響を評価するため

に，雌雄マウスに223在を 0 . 1 % または 0.5%含有する自~r

李|を6かnII:J (j rll1Hll又させ， 同様にして死亡例，体重
増加， 一般状態， JIllil~生化学的検査， 服部観察， 病理i!

組織について飢察した。その結果，髪来の6か)JIliJ自

EEI摂取におけるjil34平は全く認められなかった(すべて

のパラメータにおいて髪菜無添加飼料投与対照併との

1mに有:0:な差は認められなかった)。

重金J完封;について食'!，I'，WI生検査指針に準じて測定し

たところ，鉛が 1.2pplll検出されたが，ヒ索，カドミ

ウム，水銀，すずについては検出されなかった。鉛の

1.2 pplllは食JIJとしてIIlJ題のない数値である (たとえ

ば，日本長tt成栄養食品協会規格基準では Pbとして

20ppm以下)。また，一般生菌数ならびに大腸菌群につ

いても検死したところ，一般1:.菌数は 2500ケ/g，大

l脇l協易瑳菌II群洋は|陰l岱岱削2公引4性|

j以J 上のi紡i唱点l古1J栄~ミより， 髪3茶長は食j月川!日1 として急安J全な食べ物で

あると考考.察される。

3 .髪菜の生理作用

髪菜の成分分析1r1iについて表1にまとめて示した。

特徴としては加賀が約57%含有されていることであ

る。これは，創II)J包表而に多i止の多糖類を分{必すること

によるものである。キノコ類由来の多糖類には免疫能

増強作川などの~Ic::):.11¥ 1'10 JI Jが認められており，髪来の多

粧品1にも liiJt;{iのと1:.:(1I¥1'1，)IJがJUJ待できる。 サルコーマ

180 (li'iIJ隊内 )J引を移植したh.Hd~;マウス ( 1 ìil IOI~) に，

髪来の熱7J<11I H I'，物を ~I二 3111食血液に浴wr し て， 1 11 21，1/ 

0:リJ，タ)141111:J経11+文与し，-;最終投与 2411寺川j後に)J反
l陀マクロファージを測定した(竹中ら1997)。そのがi

来，~;\ß熱水品1 11' 1:物 25 1llg/k g/回投与lilーのマクロフ ァー

ジは対照昨(生J.!l!食血液投与)の2.7倍に活性化され

た(ljg14)。シイタケ山来のレンチナン，カワラタケ山

来のクレスチンなとの多糖類の抗)J重必作JrJ機作は， 11'守

主の免疫を介するその祇Hc性増強によ る二次1'1 川 と jff~

祭されており ，制l付系機能，特にマクロフ 7ージの活

性化に関与することがま11られている(伊藤 志村

1984)。従って，髪来の熱7J<j1IH1:物がマクロファージを



表 i髪菜の成分分析値。

栄養成分

水分

蛋白質

脂質

糖質

繊維

灰分

含有率(%)

15.0 

2l.4 

0.5 

56.8 

l.9 

4.4 

活性したことより ，髪菜は免疫能増強作用のみならず

抗腫場活性についても期待できる。

一方，著者らはNCI(National Cancer lnstitut巴，米国

立がん研究所)で採用されているffjljがん斉IJスク リーニ

ングの第一ステー ジであるヒ ト口腔表皮痴由来続IIIJ包

(KB細胞)とヒト白血病由来細胞 (HL-60細胞)をI:I:J

いた抗腹筋活性試験を実施した。髪菜のメタノール抽

出物は両*IlllJ包で抗IJ重傷活性を示した。これは， NCIの

判定基準において「抗j陸揚活性あり」と判定されるも

のである。現在，この髪莱メタノ ール:J=IlII品物に含まれ

る抗)磁場活性物質の単VlIf 同定の検討を行なってい

る。これまでに もノス トックの抗j盗傷活性が報告さ

れ，その活性物質がいくつか単隣 同定されている
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(Patt町sonel 81.1991， Trimurtulu el al. 1994)。 しかし，

髪菜メタノール抽出物に含まれる抗!陸揚活性物質はこ

れまでに報告された物質とは異なるようである。

近年，官官l協(1997)が新しい栄養文化論「藻食論j

を提"II~\ した 。 これは ， 海苔や若布，昆布などに含まれ

る海藻特有のフアイココロイドの重要性を唱えたもの

である。著者らは， これら大型藻類のみならず微細藻

類までを含めてその生活!活性物質に注Bした「漆食

論」を提I II~ したい。 そして 、 種々生Jlli作用を持つこと

カワ例待される髪菜はこの藻食論に合致した食用藻であ

るといえる。

髪菜の培養(栽培)研究は仁I:Ij主|国家プロジェクトと

して進められている。かつては農業科学院がドイツの

科学者との共同研究を行なっていたが， 1989年に寧夏

農学院に移行され，寧夏髪莱研究所が開設されて華振

illiS教授を 1:1:1心として研究が行なわれている。砂やろかL

を用いた培養実験や水分，pH，微琵元素，1RL度，湿度

などの峠i養条件に関する実験などが行なわれ(華ら

1994，馬ら 1995)，1996年初頭に栽培に成功 したと新華

社通信を通して報じられた(日経産業新聞 l月22日)0 

96年夏に著者らは華教授に会い，栽培研究の進捗状況

を聞いた。残念ながら栽培プラン卜は見学できなかっ

たが， j史学院の知11にてスプリンクラーをmいた栽培を
行なっているとのこ とであった。何年7月現在での栽

培成績は，半年間の栽培で最大2.3倍の増殖率であっ

図5髪菜と模造品の顕微鏡写真 (約180倍)0 A : 1995年にt愉入した髪菜，s: 1997年銀川で購入した模造品 (A，s:160倍)
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た。すなわち lkgの髪菜をイノキユレートして半年後

に2.3kgの髪莱が収穫できるにすぎないこととなる。

著者らは，髪菜の液体培地での培養を試みたが，陸

生藻であることから成功には至らなかった。髪菜が

Nostoc communeの変異体であるとの説があり(朱ら

1982)，著者らもその説を支持している。今後Nostoc

communeの培養条件と陸生藻としての特性を考慮に入

れ，髪菜の培養を検討してゆきたいと考えている。

ところで，中国においては健康への関心とともに髪

莱への関心が高まりつつある。しかし，髪菜の値段は

中国人の収入からいえば非常に高価なものである。数

年前より髪菜の模造品(コピー)が市場に出ている。こ

れはでんぷんや見布で作るとのことで，外観上は全く

判断ができないほどよく模造された偽髪菜である。著

者らは97年に蘭州、|と銀川のマーケットで髪菜を購入し

た。蘭州では天然品と記載された髪莱を，一方銀川で

は模造品と指定して購入した。それぞれの髪菜を顕微

鏡で観察したところいずれも模造品であることがわ

かった(図5)。

現在，著者らは化学発がん物質による担腫蕩動物を

用いた髪菜の抗腹蕩作用について研究を開始した。ま

た，髪菜大量栽培のための栽培技術の検討も行ってい

る。
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吉田忠生:学名の正当な発表と登録制度

第15回国際植物科学会議(横浜)で採択された国

際植物命名規約(TokyoCode1994)の第32条第 1項に

は，学名の正当な発表な条件の規定とともに， 2000年

1月1日以降に発表された自動名 autonymを除く名前

は登録されなければならないとの条項が加えられた。

第2項には，登録 registrationは国際植物分類学連合

Intemational Association for Plant Taxonomyによって指

定された登録事務局に，登録されるべき名前が明瞭に

示された初発表文protologueを含む印刷物を送ること

によって有効となる，と規定されている。この制度は

1999年に開催される第 16回国際植物科学会議で承認

されることが前提となっている。

具体的な取り決めはまだなされていないけれども，

登録制度が分類学の発展にとって有効であろうことは

明らかであり，これから細目を作っていかなければな

らない。国際植物分類学連合の事務局では，今年から

試行を始めようとしている。その手続きとしては，事

務局が登録センターのーっとして新分類群の名前，代

替名，新組み合わせ，位置の変更を登録する。そのた

め， 1)認定された雑誌や定期刊行物で発表されるか，

2)それ以外の印刷物の著者によってセンターに送付さ

れることになっている。

1)の場合，雑誌や定期刊行物の場合は，国際植物分

陶自陣加価。nFonn

匿室主
盆凶田温lIDtI.JIIII園田(aSlNGLE隣初陣、也咽""".... 削幅U同制定... 叫回廊崎

-M
 l
 

類学連合との合意によって，各号の命名法上の新事実

を示し，各号をできるだけ早〈センターに送付する。

2)の場合には，適当な登録用紙に記録され，その印

刷物とともにセンターに送付する。センターは登録の

日付を回答する。

試行期間中は名前の発表の日付はその印刷物の発行

日付であるが，登録制度が実行されればセンターへの

登録の日付が重要になる。ベルリンにある国際植物分

類学連合事務局のほかに地域センターを設置すること

ができる。

登録された名前の情報はWor1dWide Webのデータ

ベース， 2年ごとのリストまたは CD-ROMとして公

開されるであろう。

詳細についてはBorgenet aJ. Announc泊gatest組 d凶al

phase for the regis回 .tionof new plant names (1998・1999).

Taxon 46:811-814. 1997を見るか， http://www.bgbm.fu-

ber1in.de/iapt/regis回 tionJを参照されたい。

試行期間は既に始まっており，藻類関係でJoumalof

Phycologyは認定されているけれども， Phycological 

Researchはまだ認定された雑誌のリストに加えられて

おらず，日本藻類学会としても日本植物分類学会とも

協力して早急に対応しなければならない。

(011-1136北広島市松葉町24-9 北海道大学名誉教授)

眺PT

II1II凶包JII.I!岨u..血圃

Na阿喝.nd伽Up国凶B<lClre蝿;

"""""01制加t

ぬ刷沼市)of田P町.， IK沼健d唱pler.etc.

tfanln血開館由同開lIIlC櫨錨岨脚"'k.pam前晦latc.).orP副世田oot

TtlIe: 

Public胡師陣曲

園田。

』刷malOI腫riaI刷@

VoI凶問 F .... 曲 Year: 

VoIume:. ....... Fa醐抱 “Y田 t

魁--，""凶M"戸.........阿包ini咽也師同国語lva剛加陣皿./fUII剖'圃b町向噛(... 由国崎甲町刷同
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図1. 登録用紙の一部を示す。上記のホームページからダウンロード出来る。



1~~類 Jpn. J. Phycol. (Sorui) 46:42， March 10， 1998 

石丸八寿子 :藻類談話会に参加して

J染類談話会が， 1997年 II月81:1(土)午後，学園 へん興味深く聞かせていただきました。大浜先生は，

祭の喧騒の中，神戸大学滝川記念学術交流会館にて!詞 藻類の系統関係がミ トコ ンドリアの遺伝暗号の迷いに

催されました。この談話会は，藻類を材料として研究 よってわかる場合があること，さらに， 現在までの ミ

を行っている関西および中国，四国地方の方々の集ま トコンドリア遺伝子COXIの解析をもとに，生物全体

りであった関西i菜類談話会が前身で，かなり古くから にわたるミ トコンドリア巡伝暗号変異の方向性につい

続いております。-11寺期中断されておりましたが， 3 てお話しされました。この研究には，私もかつて携

年前，8年ぶりに再開され， 1996年度以降， 会名から わっており，新たなデータが加わっていることをうれ

関西の文字が取り除かれました。関西地区以外からの しく感じました。l幡野先生は，面白い生活環をもっ緑

参加者が増えた為のようです。今回も，茨減，高知，1'111 ~アミミ ドロの遊走子が網状群体を形成する時の形態

奈川， 愛知，徳島からの参加者がいらっしゃいました。 学的な観察結果と，その時期に発現する蛋白質のモノ

講演会には約50名，懇親会には約30名が出席されま クローナル抗体の作製に取り組んでおられるというお

した。発表者(敬称略)と講演題目は以下のとおりで 話しでした。私は先生の後輩なので，学生時代のデー

した。 タなどは懐かしさを感じながら見させていただきまし

た。1:1"原先生と川井先生には，平成9年度の重大事件

楠見武徳 (徳島大-薬):大型藻類の生丑rrを司る化学物 である日本海でのナホ トカ号重1IJI流出事故により ，海

質 岸の海藻類がどのような影響を受け，現在までにどの

大浜武(生命誌研究館):l菜類のミトコント、リア遺伝 程度回復してきたかを，現地のスライ ドを交えて諾っ

H音号から見た系統関係 ていただきました。自然を一瞬にして破壊してしまう

申書野恭子(京都大・総合人間):アミミドロ遊定子の網 事故の怖さと自然の根強い生命力について考えさせら

状群体形成 れました。4人の先生方のお話しをお伺いして， 一口

中原紘之(京都大・炭)・川井浩史 (神戸大 ・内海域): に藻類の研究といっても多岐にわたっていることを改

ナホトカ号重1I1Jim.出事故による海藻類への影響， めてま日りました。その一つ一つがそれぞれに興味深

その後 く， 1:菜類がいかに不思議で，それらを研究することの

重要さと面白さを再認識いたしました。

楠見先生の訪Ui;fは，アコヤガイの養殖で天敵となる 講演の後は，1階の食堂ホールにて懇親会が行なわ

害虫を寄せ付けない為に，大型藻類の分泌する物質が れました (写真)。残念ながら全員の出席は臨めません

有効で、あること，また，赤潮の発生を押さえる為に有 でしたが，夜、には，懐かしい先生方やこのような機会

効な脂肪酸についてのお話しでした。共にまだ実験段 がないとお話しできない先生方と同席でき，有意義な

階だということでしたが，実用性のある研究で，たい l時間が過ごせました。若手の研究者や学生がもっと気

懇親会場にて。

!I墜に参加し，創立当初からの先生方や現在活躍中の先

生方と活発に意見を交わすことのできる場になってい

くことを期待します。次回は， "1"原先生のお世話て‘京

都大学にて開催されます。今回と同様，興味深いお話

しをお伺いできることを楽しみにしております。

(444-8585岡崎市明大寺11町字T盟主!日中38基生研細胞生

物)
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スチュアート .D.シム :南アフリカ藻類事情

Stuart D. Sym: Phycology in South Africa 

南アフリカ藻類学会の概要

会員 :一般会員 33名，学生会員 19名，外国会員 10:7:，

(象牙海岸共和国，アンゴラ，タンザニア，米医1，オ

ランダ，日本)

学会活動

・大会を毎年 1月中旬に開催

・ ~Iõ4回のニュ スレタ一発行

-ワークシヨ 7プ(不定期)(過去のものとしては，鞭

毛漆の同定，石灰藻の分類など)

-海藻データベースの構築(西ケープ大学の D.Kears教

授が担当)

-次回の国際海藻学シンポジウムをケープタウンにて

開催

・南ア藻類学会WWWホームページの URLはhtlp:11

www.upe.ac.za/botan y Ipssa 

南アフリカにおける海藻利用の現状

南アフリカにおける原住の部族の人たちは多様な陸

上級物を薬用に用いていることが，国立植物学研究所

の調査で示されているが，海藻類はほとんど用いられ

てはいない。食用としても海藻類はここではほとんど

注目されることはなかった。ただし，ケープタウン地

方のレストランなどではメニューの一部に海藻を取り

入れているところもある。南アフリカでは日本料理が

流行となりつつあるが，多くは"1"国人の経営によるも

ので本来のものとは違うようであるo

園芸庖で一般に売られている海藻製品に，肥料 とし

ての海藻抽出物がある。これは“Kelpak"という商標

で，コンブ属Laminariaやカジメ属EckJoniaから抽出さ

れる。またその他の海藻抽出物質としてペクチンがあ

るが，これは土壌中の水分保持斉IJ(土壊改良剤)と し

て用いられる。わが国のように乾燥した国土には有用

な製品である。TaurusChemicals は，わが国におけるこ

の分野の主要な企業であるが，これらの海藻抽出物の

利用に興味のある方は Dr.Alan Critchley (University of 

the Witwatersrand)に問い合わせることをお勧めする。

さらに海漆やらん藻の抽出物は植物ホルモンの重要

な供給源となり得ることがわかり，製品が近々市場に

出回ることになっている。その他にも海藻抽出物には

わが国においてもアマノリ類やコンブ類は，アワビ

の餌料として利用されるし，カラゲナン(例:Gigartina， 

GrateJoupia)や寒天 (GeJidium，GraciJaria)の原藻とし

て利用価値のある海藻も南部アフリカ沿岸には生育し

ている。ナミピアのリューテeリッツにある Taurus

ChemicalsはGraciJariaやGraciJariopsisを日本に輸出し

ている。これらは主に海岸に打ち上げられたものを回

収したものである。

南アフリカにおける藻類学

淡水i菜類

わが国で淡水藻類を主に研究している研究所はほと

んどないが，個人レベルでの研究者はいる。南アフリ

カには大きな川は2本しかなく，両方ともドラケンス

パーグ山脈から四方へ向かつて流れており，南アのほ

とんどの地域の水源として重要な役割を来たしてい

る。そのうちの一つがパール)11(Vaal River)で，水資

源としての活用と汚染の両方の問題を抱えている。

ポーチェストロム大学のBraanPieterse教授のグループ

はこの川の汚染がプランク トン組成に与える影響，生

物指標の有効性などを研究している。また，培養保存

株のコレクションの確立にも力を注いでおられる。彼

らの研究目標は南アにおける水資源の有効な利用のた

めの基礎研究をおこなうことである。

この他にはi径i既)fJの運河に生育している藻類(シオ

グサ属)の研究 (J.Bolton教授のグループ)や生物指

標に関する研究 (G.C.Bate教授)などが行われている。

id lliu/ 

薬理作用が知lられているがわが国でどの程度利用されて 南アフリカ共和国とナミピアの一部を示す地図。

いるかに関しては残念ながら私にはよくわからない。
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海藻類

ケープタウン大学の JohnBolton教授の率いるグ

ループは海深川ヲEグループとしてはもっとも大きい。

彼は現在，政府の助成を受けて「南アフ リカにおける

海藻資源.天然資源の管迎!，養殖の可能性，多様性の

解明Jというプロジェクトを実施している。彼のグ
ループは主に， 1)フロラの解明， 2)海藻群落の生物学，

生態学およびその利用といった観点から研究を進めて

いる。水産研究所 (ケープタウン)の Dr.R. Anderson 

は商業的に有用なGelidiumやコンブ類の生態学的な研

究を主におこなっている。四ケープ大学のDerekKeats 

教授は有節サンコi肢の1'11聞の分類，生態に加え，海藻

の養殖，さらには諜学の教育におけるコンピュータ

ネットワークの活用についても研究している。ポー ト

エリザベス大学のBruc巴Robertson教授は現在，南アフ

リカ藻類学会の会長であり，海)i¥UJ1Iの生態や養殖にI陥

広い興味をもって仕事を進めている o ウイットパー

タースランド大学のAlanCritchley教授は海藻類の抗生

物質活性 (薬用というよりは食品保存料として)に興

l床をも っておりナミピアおよびナタール1+1のKwa-Zulu

沿岸のほとんどの海藻のサーベイは終了しているとい

う。また，日本の大野教授(高知1大)らとともに南ア

フリカにおける淘深資 ilAtの有m'l~ の評価の研究に Iltl

わっている。また， JICAの支援により大野教授らとの

共著で海藻養殖の本がすでに出版されており，改訂版

もすぐに出版の予定である。また， I海洋植物の養殖

Farming and Ranching of Marine PlantsJというタイ トル

のCD-ROMもまもなく出)坂さhることになっている。

{放出1II 1~~類

ポートエリザベス大学のGuyBat巴教授のグループは

海岸の波打ち|僚で繁殖する珪深刻 (surf-zonediatoms 

Anaulws ausLralis)の生迎生態学的研究などをおこなっ

ている。ダーパンウエス トピレ大学のDr.D巴rekWattは

付着遊説iを材料に河口域のモニタリングシステムの

開発などに取り組んでいる。また，水産研究所の DI

Grant Pitch巴1は赤潮藻類のモニタリングとともに原因

生物の分類，生態，毒作用などについても研究をおこ

なっている。ウイッ トバータースランド大学のRichard

Pienam教授のグループ (私自身， Dr. S.D. Symもこの

研究室に所属する)は，河口域，海洋の槌物プランク

トンの研究を阿広くおこなっている。対象はハプ卜藻

~J1!，プラシノ藻類，渦鞭毛深類，ク リ プ ト 謀鎖などに

及び，それらの系統分類学的観点からの研究が主であ

る。当大学では雨ア産の鞭毛深類の大規模な;培養株コ

レクションを保有している。

日本藻類学会会員へのメ ッセ ジ

南アフリカ藻類学会はアバルトヘイ卜の瓦解した今

1:1，科学の分野でも国際社会に復帰する機会を得たと

ころであり，日本藻類学会会員のみなさんとのより強

い緋を結べることを期待しています。わが国で、は海藻

養殖が産業として成長し始める一方，赤潮のl問題など

にも対処しなければなりません。このことはわれわれ

にとって特に日本との交流が必要で、あることを 5~~ 1床し

ていると考えます。日本のように海洋環境と暮らしが

密接にi占びついた国では藻類に関する知識は膨大であ

り，前回のオランダで行われた国際藻類学会談で日本

南アフリカ藻類学会会貝。1996.1lejJfliiliの学会大会にて。依後5'"11右端が著者。
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の研究者が一流の研究成果を発表されていたことにも 圏の人間にとってアクセス可能になり，興味深い論文

現れていると思います。日本藻類学会と南アフリカ藻 なのに英語のアブストラクトしか読めないというフラ

類学会がより強い関係をもつことは我々にとって大変 ストレーションから解放されるのですから。

意義深いものだと考えています。もし，みなさんが将 最後に南アフリカ藻類学会員になりかわってみなさ

来国外に出かけるときにはぜひ，南アフリカもその行 んへの乾杯の音頭をとりたいと思います。乾杯!

き先の候補として考えていただきたいと希望するもの (Department of Botany， University of the Witwatersrand， 

でありますーわれわれは大いに歓迎いたします。個人 Private Bag 3， P.O.Wits， 2050 South A企ica)

的には私は，RITEの助成により釜石の海洋バイオテク

ノロジー研究所に研究員として呼んでいただくという

幸運に恵まれました。そして藻類学だけではなくみな

さんの国の豊かな文化にふれることが出来ました。つ

くづく思うことですが，日本は美しい国土に恵まれてい

ます。将来より多くの南アフリカ人が私のような体験を

できることを期待しています。

また，新しい英文誌PhycologicalResearchの創刊に

ついてもお祝いを述べたいと思います。これによりみ

なさんのすばらしい研究成果がわれわれのような英語

*今回は日本海類学会会員でもあるSωartD.Sym氏(Unive四ity

of批判twate悶rand，Johannesburg)に南アフリカにおける藻類

学紹介の文を書いていただきました。訳は編集委員会(郷口)

で行いました。原文に盛られた内容は非常に細かくて，個々の

研究者の研究活動をも紹介するものでありましたので，紙面

の都合もあり細かい情報はその要約を載せるにとどめざるを

得ませんでした。なお，原文は日本藻類学会のホームページ

(h即:/fwww.k眠 is.kobe-u.ac.jp/'回rui/)に掲載しでありますので，

興味のある方はそちらをご覧ください。また，本文の内容につ

いてご質問などがある場合には堀口までお問い合わせ下さい。

アジアの分類学者ディレクトリー作成についてのお願い
本誌45(1)でも紹介しましたが，生物多様性に関する国際的プロジェクトが活動を開始しております。以下の「お願い」

は，日本動物分類学会会員の方から「藻類Jに掲載を依頼されたものです。
事***孝**判断****

地球上の生物多様性の減少が危倶され、インベントリー関連の国際・圏内プロジェクトも次#と活動を開始している中

で，全北大学にある韓国生物多様性研究所 (KIBIO)のLeeByung-H∞n教授が中心になって，分類学=生物多様性保護・
東アジアネットワーク (EANetTBC)が昨年6月に結成されました。すでにニュースレター (T:酷 oNewSia)も2号まで発

行されています。このネットワークの最初の仕事として，東アジアで活動している動植物分類学者の名簿づくりが提案さ

れています。この名簿は，分類学者聞のコミュニケーションの活性化を第一の目的としていますが，同時に他の研究分野

や各国政府に対する様々な働きかけに威力を発揮することになると恩います。

私逮は，昨年 II月に台北で開催された第2回DIWPAワークショップでLee教授にお会いした際に，日本の分類学者

に関する情報の収集を依頼されました。そこで，この名簿に登載されてもよいとお考えの方に申し出ていただいて，それ

らの方々に関するデータをLee教授に一括してお送りしたいと思います。

この名簿が無料で配布されるか，販売という方式をとるかはまだ決まっていません。また、ここで分類学者というのは，

プロ，アマを問わず，新タクサの記載をふくむ分類学の専門論文(英文)を自力で書ける能力を有し，過去3年間に最低

年平均1篇の分類学に関係のある論文を出版されている方を指すとのことです(ただし，これは自主申告であり，上記条

件に合致しない場合でも分類学者としての地位が確立している方は含まれます)。

名簿作成にあたって必要とされる項目は以下のとおりです(英語で記入してください)。すべての項目に回答する必要

はありませんが，あまりに情報量が少ない場合は掲載されない可能性があります。お送りいただいたデータは，逐次Lee

教授に送付いたします。

回答項目:N:四.e，Institute， Address， Phone number. Fax number， E-mail add同盟，T副 a，G田graphi四I田苗，Special meth吋ology

and lechnique if any 

データ送付先:890-∞65鹿児島市郡元1丁目 鹿児島大学理学部 山根正気 (FAXω9-285-8029).または0品 0810札
幌市北区北 10:条束8丁目 北海道大学大学院理学研究科片倉晴雄 (FAX011-711-9394) 
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lmcolWl| R-
=45巻3号=

英文誌 45巻3・4号掲載論文和文要旨

長井 敏・.今井一郎“:珪藻Coscinodiscuswailesii(円心目，珪藻網)の無性的増大胞子形成における初生細

胞の殻径に友ぽす光強度と明暗周期の効果について

培養条件下，大型の珪藻類Coscinodiscuswailesii Granの無性的な増大胞子(偽似増大胞子)形成による細胞径の

回復現象について，回復する細胞(初生細胞)の形成率や殻径に及ぼすや光強度および明暗周期の効果について，異

なる殻径の親細胞を用いて調べた。各条件下における偽似増大胞子の平均形成率は25.9-47.8%の範囲にあった。

形成率については，親細胞の殻径，光強度や明暗周期の違いといった条件聞の有意な差異は認められなかった。し

かし，初生細胞の平均殻径は，親細胞の殻径あるいは光強度や明暗周期の差異によって影響を受けた。初生細胞

の殻径は，高光強度，明暗周期の明期が長いほど有意に大きくなる傾向を示した。一日の光照射量と初生細胞の

殻径の聞には，直線ではない単調増加の関係が認められた。また，親細胞の殻径が大きいほど，初生細胞の殻径

が有意に大きくなることが判った。(・669・6544城崎郡香住町香住1852 兵庫県但馬水産事務所試験研究室 ω6・

8502京都市左京区北白川追分町 京都大学大学院農学研究科応用生物科学専攻)

摺国道夫:日本産ゾゾ属の新種，工ンシュウソゾ(紅藻イギス目)

新種エンシュウソゾLaurenciaomaez，詑ianaMasuda(紅藻イギス目)を日本から記載した。本種は以下の特徴の組

み合わせによって他種と区別される。(1)各中軸細施から4個の周心細胞の形成.(2)二列互生かららせん分枝への移

行.(3)枝の先端部の表面細胞の突出.(4)表面細胞聞の二次的壁孔連絡.(5)髄層細胞壁の半月状肥厚.(6)サクランボ

小体が表面細胞にlまたは2個，毛状枝細胞に1個.(7)四分胞子嚢の平行型配列。さらに，他の種にみられない特

異なトリテルペン(エンシュウオール)を生成することによっても特徴づけられる。日本に生育する本属の全ての

種の検索表を作成した。セイロンソゾLaurenciaceylanica J. AgardhとナンテンソゾL.heteroclada Harveyを日本の

フロラから削除した。後者はL.mifonnis (C. Agardh) Montangeとは異なった種であることを示した。(師0・0810札

幌市北区北10条西8丁目 北海道大学大学院理学研究科生物科学専攻)

植田勝巳・野口哲子:蛍光顕微鏡と電子顕微鏡で詔べたMicrasterias(接合藻目，緑藻類}のゴルジ体数とゴル

ジ体の分布パターン

Micl宮崎riasamericanaとM.crux-melitensisの細胞中のゴルジ体数とゴルジ体の分布パターンを蛍光顕微鏡と電

子顕微鏡で調べた。蛍光色素DiOC6(3)で処理すると，ゴルジ体はこの色素を吸収し，強い蛍光を発するようにな

る。この蛍光観察により，ゴルジ体は核分裂の後の隔壁形成期までに，ほほ数を倍増し，隔壁形成によって生ず

る二娘細胞中にほぼ同数ずつ分配されることが判った。ゴルジ体は，休止期には葉緑体表面に平行に位置するが，

細胞分裂後の細施成長期には，葉緑体表面から成長中の細胞壁の近くに移動することが確認された。その結果，娘

半細胞中にゴルジ体が集中するようになる。娘半細胞が親半細胞と同形同大にまで成長してから6・12時間後に，

ゴルジ体の半数は親半細胞中に移動する。電子顕微鏡による観察も，以上のような蛍光顕微鏡の観察結果を支持

するものであった。(630・8506奈良市北魚屋西町 奈良女子大学理学部生物科学科}

有賀博文・本村泰三・市村輝宜:藻類細胞の微小管の免疫蛍光観察のためのタンパク質分解酵素，トリプシン

蛍光抗体法におけるタンパク質分解酵素，特にトリプシンの有用性を藻類の細胞について確認した。シリオミ

ドロ Urospora戸rucillifonnisの遊走子の鞭毛はトリプシン処理により抗。チューブリン抗体を用いて認識でき，栄

養細胞の表層微小管もはっきり認めることができた。興味深いことに，モツレグサAcro.哩，iphoniaduriusculaとエゾ

ヒトエグサMono.喧tromaangicavaの配偶体細胞ではコントロールでは観察できなかった中心子がトリプシン処理に

よって見えるようになった。(051-∞03室蘭市母恋南町1・13 北海道大学理学部附属海藻研究施設)
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G. 1. McFadden'・P.R. Gilson合・1.M. Sims・..ク口ララクニオ藻(クロララクニオ渓網)における貯蔵炭水化

物の性質に関する予備的研究

クロララクニオ藻はアメーパ状または鞭毛を持った真核生物で，退化した緑藻を共生生物として細胞内に含ん

でいる。クロララクニオ藻における貯蔵炭水化物の単糖構成を調べるためにメチル化分析を行なった。かなりの

量の長鎖s-1，3グルカンがこれらの藻に存在する。 s-1，3グルカンに特異的な抗体を用いた免疫電顕観察によりs-
1，3グルカンが宿主細胞質の液胞中に局在することが示された。これらの結果により，共生生物による光合成産物

が宿主によって貯蔵されることが示唆される。細胞内共生におけるこれらのデータの意義を考察する。(毒P1antCell 

Biology Research Centre， School of Botany， University of Melboume， Parkvill巴3052，Australia，帥CooperativeResearch 

Centre for Industrial Plant Biopolymers， School of Botany， University of Melboume， Parkvill巴3052，AustraIia) 

Maria do Rosario de Almeida Braga :ブラジルサンパウロ州における単層禁状緑藻2種.Monostroma sp. 

とUlvariaoxysperma(アオサ目噌緑藻類)の加入

形態的に類似した2つの種，Monostroma sp.とUlvariaoxysperma (Kutzing) Blidingの成体は，ブラジルサンパ

ウロ州カナネイア河口(250S，480W)の潮間帯で同時に生じる。幼体が0.1から3mmの初期の段階では， 2つの種は

発生型によって識別が可能である。(1)垂直および水平分布の違い，(2)加入の時間的な違い，(3)付着する基物の傾向

を調べるために， 3つの実験を行った。一般的にMonostromasp.はιoxyspermaよりも強い加入を示した。トラ
ンセクトに沿った分布パターンは類似していた。両種の加入は潮間帯中部で一年を通してみられた。月別の両種

の加入量には有意な差がみられたが，加入パターンは年によっても実験によっても一定性はみられなかった。両

種が優先的に付着する基物は特にみられなかった。両種の出現頻度と同時期に生じる他の生物との聞に相関はな

かったが，堆積物があるときはロープに付着した藻体の出現頻度が低下した。 Monostromasp.では加入と気象要

因，塩濃度あるいは水温との聞に相関はみられなかった。 U.oxyspermaで、は平均最高気温が上がると加入が減少

した。(BotanicalInstitute， Phycology Department， C. P. 4005， 01061・970，Sao Paulo， SP， Brazil) 

吉田忠生:日本産海藻についての新組み合わせ，新名および新種

命名法上および、分類学上の問題があった日本産海藻の数種について提案をおこなった:ヒシブクロGloiocladia

japonica comb. nov. (= Gloiodermajaponicum)，イボギンナンMazzaellahemisphaerica comb. nov. (= Rhodoglossum 

hemisphaericum)，ウスパヒオドシMelanamansiamitsuii comb. nov. (= Amansia mitsuiI)， モサヨツノサデP丘locladia

divaricata comb. nov. (= Crouania divarica伺)，グンジマツモAn幼ipusgunjii Kogame et Y oshida comb. nov. (= Chordaria 

gunjiI)， ナミマクラElachistaokamurae nom. nov. (= E. fucicola sensu Okamura)，ヒメヒラGelidiuminag.北iinom.nov. 

(= G. nanum Inagaki， nom. illegふイカノアシMastocarpusyendoi Masuda et Y oshida sp. nov.，アバタモカサMelobesia

masakii Baba et Y oshida nom. nov. (= M. paciflca Masaki， nom. illegふマルパアマノリ Porphyrayamadae sp. nov. (= P. 

crispata sensu Ueda)o(060-081O札幌市北区北 10西8 北海道大学大学院理学研究科)

=45巻4号=

吉田忠生.・三上日出夫本州東岸産ヒロハウスベニErythroglossumlatum(新種)について

福島県産の標本に基づいてヒロハウスベニErythroglossumlatumを新種として記載した。この種はタチウスベ

ニE.pinnatumよりも幅広く，中肋が明らかで，側校は小さく基部がくびれていないなどの特徴がある。(初0-0810

札幌市北区北 10西8 北海道大学大学院理学研究科， ..062-0033札幌市豊平区西岡3-73-1 札幌大学)

阿部剛史¥増田道夫'・川口栄男“・伊藤泰ニー“・鈴木稔山:ウラソゾ(イギス目フジマツモ科)の含有成分多

様性に関する追加分析

紅藻ウラソゾLaurencianipponica Yamada(イギス目フジマツモ科)には，それぞれ固有の主要な含ハロゲン二次

代謝産物によって特徴づけられる，いくつかのchemicalraceが含まれることが知られている。南日本の福岡県志

賀島から最近発見された本種の個体群は， CI5プロモエーテルの(3E)-laureatinと(3E)-isolaureatin，セスキテルペン

の2，lO-dibromoふ chloroθ-hydroxy-α.-chamigreneとえlO-dibromoふchIoro-α-chamigreneを，天然藻体，培養藻体と
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もに生成した。主要な化合物として2種類のCI5プロモエーテル，(3E)ーlaureatinと(3E)・isolaureatin，I種類のセスキ

テルペノイド，2，IO-dibromo-3-chloro-9・hydroxy-α・chamigreneを生成することで特徴づけられる，さらなる chemical

raceの存在が，ウラソゾに認め得ることになった。

(*060・0810札幌市北区北 10条西8丁目 北海道大学大学院理学研究科生物科学専攻，帥812-0053福岡市東区箱

崎6・10・l 九州大学農学部水産学科，山060-0810札幌市北区北10条西5丁目 北海道大学大学院地球環境科学研

究科物質環境科学専攻)

Robert G. Sheath ・KirstenM. Muller : Batrachospermum helminthosumと Batrachospermuminvolutum 
(カワモズク目，紅藻植物門)の造果器と造果枝の微細構造

Batrachospennum節に属するBatrachospennuminvoJutumの造果枝は多くのデンプン粒とよく発達した数個の葉

縁体(長さ 10μm以下)を有する単核の細胞からなり，近接する束生薬と同様の微細構造を示す。それに対して

Batrachospennum heJminthosum ( Virescentia節)の短い造果枝細胞ではデンプン粒は観察されず，葉緑体は小さく(長

さ2μm以下)チラコイドはほとんど見られない。造果枝の細胞聞における細胞壁の崩壊も B.heJmin的osumでは共

通して見られるが，B. invoJutumでは起こらない。前者における細胞壁崩壊の結果，連続した細胞質に2-7個の核

が存在するようになる。両種の受精毛は散在するミトコンドリア，小胞(または小さな液胞)，電子密度の高い穎

粒，小胞体および小さな葉緑体を含む。 B.invoJutumの受精毛には多層膜構造が存在する。造果器の基部は B.

invoJutumにおいてのみ全体が観察され，それは明瞭な核，小胞体，葉緑体および直下の造呆枝細胞と連絡するpit

plugを含む。カワモズク科の他の4つの分類群においては造果器の部分的な観察を行なった。(Departmentof Bot飢 y

飢 dDean's Office， College of Biological Science， University of Guelph， Guelph， Ontario NIG 2Wl， Canada) 

川井浩史:日本新産褐藻オショログサ(ウイキョウモ自)の形態と生活史

褐藻ウイキョウモ自のオショロク・サCoeJocJadiaarctica Rosenvingeの生育を太平洋沿岸では初めて北海道忍路か

ら報告した。自然藻体は高さ約30mm，直径300J.lmで， 2-3回不規則に分校し，褐藻型の毛と複子嚢を有する。

藻体は断面で数個(通常4個)の大きく，透明で，丸く，直径の等しい内部細胞，小さい亜皮層の細胞，色素体を

多く含む皮層の細胞から構成される。複子嚢は3・4の細胞からなり，しばしば分校し，皮層から突出して王冠の

ような形状をしている。培養下では複子嚢胞子は単極的に発芽し，その際，もとの胞子はほとんど空になる。発

芽体はその後分校したプロトネマに発達する。プロトネマの細胞と直立体の細胞はいずれもピレノイドを有する

数個の円盤状の葉緑体を含んでいる。プロトネマからははじめ単列の直立糸状体が発達し，ついで多列形成的と

なり，また分校する。単子嚢は自然藻体，培養藻体のいずれでも観察されなかった。直立藻体は培養下では 5-15

℃で形成され，ふ10"(:で太い多列形成の藻体に発達したが，日長条件の明らかな影響は認められなかった。(657・

8501神戸市灘区六甲台町1-1 神戸大学 内海域機能教育研究センター)

奥田一雄・量 一朗・森永 猛・桑木紀恵:多核緑藻の細胞形態形成V。キッコウグサ(緑藻網，ミドリゲ目)

の分割細胞分裂と表層微小管

キッコウグサDictyosphaeriacavemosa (Forssk.) B日rgesenの分割細胞分裂(SCD)の聞に起こる細胞表層微小管(MT)

の分解と SCD後に起こる MTの再構築を蛍光顕微鏡を用いて観察した。 SCDの開始直後，母細胞のMTは変化な

く平行配列していたが，すぐに微小管の分布しない円形のつぎはぎ部分が現われた。つぎはぎ部分は原形質の収

縮によって拡大し，その結果拡大したつぎはぎ部分の原形質に穴があいた。穴のあいた網目状の原形質中には波

形にうねった長いMTが密に分布した。原形質がさらに収縮する聞にMT配列は不規則となり， MT密度が減少し

た。 SCDが完了した時，不規則に配列した短いMTが分割されたプロトプラストに存在した。拡大成長中の嬢細

胞では平行MTが再構築された。拡大した嬢細胞同士がお互いに接触するようになった後には，それぞれの嬢細

胞に放射状に配列する MTが構築された。そのMT放射システムは嬢細胞が母細胞の細胞壁内側に面する側面で

形成された。微小管阻害斉Ij(amiprophosmethyl， APM)はSCDに対して影響を示さなかった。機械的な傷害が直接

的にはSCDを引き起こすことはなかった。分割細胞分裂と傷害による原形質収縮を比較した。(780-8061高知市曙

町2ふ 1 高知大学理学部生物学科)
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増聞道夫・清水哲・小亀一弘:ハリガネ(紅藻スギノリ目)の培養による生活史

紅藻ハリガネAJU曲，Wopsisp.醐 doxa(Su血gar)Masuda(スギノリ目オキツノリ科}の生活史を培養実験によって調

べた。発芽した果胞子は円形の殻状体に成長した。殻状体は放射状に発達する 1層のhypothallium，堅く合着した

直立糸からなる多層のperithalliumおよびhypothalliumから下方に発達する hypobぉaltissueから構成されていた。

殻状体の四分胞子護形成は15'Cと20'Cにおいて短日条件から長日条件に移行することで誘導された。殻状体には

数個のネマテシアが1-4の同心円上に沿って形成された。ネマテシア内の各直立糸には4-6(縁辺部では1・2)個の四

分胞子嚢が介生的に連続して形成された。発芽した四分胞子は盤状体になり，直立する軸を生じた。直立軸は分

枝しないかまばらに分校した後で，縁辺から副枝を生じた。プロカルプと不動精子裂は異なる個体の副校に形成

された。果胞子体は雄性配偶体とともに培養した雌性配偶体に形成され，造胞糸は造果器と癒合した助細胞から

生じた。呆胞子嚢は造胞糸および造胞糸と連結した髄層細胞から形成された。果胞子は厚くなった皮層に形成さ

れたcarpostomesから放出された。培養で得られた四分胞子体に類似した天然産殻状体からの四分胞子の発芽体は，

本穫の配偶体に類似した直立体に成長した。(価0-0810札幌市北区北10条西8丁目 北海道大学大学院理学研究科

生物科学専攻)

佐々 木孝行.....Robert K. Togasakj"".白岩善博・，…:溶存無機炭素と硫酸塩の同時欠乏条件下におかれたク

ラミドモナス{ボルボックス目，緑藻門)はアリルスルファターゼよりカルポニックアンヒドラーゼを優先して

誘導する

芳香族硫酸化合物から硫酸イオンを遊離させる酵素アリルスルファターゼ(Ars)活性は，クロレラ，セネデスム

ス，ドナリエラ，ポルフイリデイウムのいづれにも存在せず，クラミドモナス細胞のペリプラズムにのみ局在し

ていた。 3%C02を含む空気条件下で培養したクラミドモナス細胞を，光照射条件下で硫酸塩を欠く無機培地に

移すとArs活性が誘導されたが，光化学系阻害剤ジクロロフェニルジメチルウレア(DCMU)存在下や暗条件下では

その誘導が阻害された。しかし，有機炭素源となる酢酸塩の存在下では，いづれの条件下でもArs誘導が見られ

たが，クエン酸では効果がなかった。通常の空気条件(0.04%CO2)下では生育できない高CO2要求突然変異株(cia-

3， ciaーのでは，低CO2条件下に適応できる野性株に比べ，高C02条件下においてもArs誘導はかなり抑制され，低

CO2条件下ではほぼ抑制された。これらは，光合成や呼吸によるエネルギ一生産がArs誘導に不可欠であること

を示している。一方， CO2とHC03・の平衡反応を促進させる酵素カルボニックアンヒドラーゼ(CA)もクラミドモ

ナスのペリプラズムに存在し，細胞外からの溶存無機炭素の効率的な利用に重要な役割を果たしている。 CAは，

低CO2条件下で誘導され，高CO2条件下でその誘導は抑制され，かつ酢酸塩やクエン酸塩などの有機炭素源の添

加によっても抑制された。ここで，クラミドモナス細胞を溶存無機炭素と硫酸塩の同時欠乏条件下におくと，CA 

の誘導が優先的に開始され， Arsの誘導はCAの誘導がほぼ終了した後にようやく開始された。また，高CO2条件

下で硫酸塩を欠乏させ，Arsの誘導を開始させた状態で急激にCO2濃度を減少させると，Arsの誘導を直ちに停止

させて， CAの誘導を開始させることが明らかとなった。これらより，無機炭素源の利用に必要なCA誘導は有機

硫黄源の利用に必要なArs誘導より優先されるものと結論した。('950-21新潟市五十嵐2・8050 新潟大学理学部生

物学科J・026釜石市平田第3地割 海洋バイオテクノロジー研究所釜石研究所， '''Department ofBiology， Indiana 
University， Bl∞m泊gton，Indiana 47405， USA， ....現305・8572つくば市天王台 1-1・1 筑波大学生物科学系}

佐藤征弥・.酒井敦"・浜崎静恵*・高島由希'・黒岩常祥緑藻類ミル(ミル目)からのオルガネラ DNAの精製

緑藻類ミル Codiumfragile (Suring紅")Hariot (アオサ藻網，ミル目，ミル科)からヘキストダイ 33258存在下の塩

化セシウム密度勾配趨遠心により，オルガネラDNAを単離した。超遠心により三本のバンドが形成され，サザン

法により各バンドの同定を行った結果，最も比重の小さいバンドは葉緑体DNA，中間のバンドは核のDNA，最

も比重の大きいバンドはミトコンドリアDNAであると確認された。また核のrRNAはミトコンドリアDNAと同

じ位置にバンドを形成していた。制限酵素パターンから計算されるミルのミトコンドリアDNAのゲノムサイズは

141.6 kb以上であり，これは微細藻類で知られているミトコンドリアDNAのゲノムサイズより大きく，陸上植物

のそれより小さい値であった。また，ミルの葉緑体DNAについてはManh副ら(1989)により物理地図が報告され

ているが，今回用いた日本のミルと報告されているニューヨークのミルは制限酵素パターンに違いは見られなかっ
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た。(勺70-0814徳島市南常三島町1・1徳島大学総合科学部 **113心033東京都文京区本郷7ふ 1東京大学大学院

理学系研究科)

Beom-Kyu Kim"・篠田雄二"".スサビノリとアサクサノリ(ウシケノリ目，紅藻植物門}のフィコヱリスリンを

コードする遺伝子の塩基配列分析

紅藻スサピノリ(POIphyrayezoensis Ueda)とアサクサノリ(P.tenera Kjellman)からフイコエリスリン(PE)のα，s 

サプユニットをコードしている遺伝子がポリメラーゼ連鎖反応(PCR)増幅によって分離された。 PEaサプユニッ

ト遺伝子はPEsサプユニットをコードしている遺伝子の下流領域(+74bp)に位置されていた。遺伝子cpeAとcpeB

の塩基配列からの推定によれば，スサピノリとアサクサノリのPEのアミノ酸配列は他紅藻の属における種類とそ

れぞれ82-91%と84・91%の相向性を示した。また，スサピノリとアサクサノリのPEのアミノ酸配列は，シアノ

バクテリアとの聞でそれぞれ64・73%(αサプユニット)， 63-72%のサプユニット)の相向性を示した。紅藻と藍藻

のPEの推定されたアミノ酸配列の高い相向性は，紅藻の色素体が内棲共生のシアノバクテリアに起源するという

説を支持する。逆転写ポリメラーゼ連鎖反応(RT-PCR)分析は，遺伝子cpeAとcpeBは共に転写することを確認し

た。(*Departmentof Biological Engineering， Yosu National Fisheries University， San 96・1，Doonduk-dong， Yosu Chunnam 

550-250， Ko問a，・852司8521長崎市文教町1・14 長崎大学水産学部藻類増殖学研究室)

藤井修平・.山本良一¥宮本健助・・.上回純一"":Duna/.刷版(ドナリエラ目，緑色纏物門)におけるジャスモン

酸の存在

ジャスモン酸及ぴその関連物質がDuna1iella(ドナリエラ)に存在するかどうかGC-MS分析法で調べられた。そ

の結果，D. tertiolectaとD.salinaの酢酸エチル可溶性酸性画分にジャスモン酸が同定された。その含量は，D. 

tertiolectaよりも好塩性種のD.sa1inaにおいて高かった。これらの結果から，ジャスモン酸がドナリエラの耐塩性

に重要な役割をもつのではないかと推測された。(*631・8585奈良市学因子1-3 帝塚山短期大学， **599・8531堺市学

園町1-1 大阪府立大学総合科学部)

小亀一弘:培養下におけるフク口ノリとカゴメノリ(カヤモノリ科.褐藻網)の生活史

日本産のフクロノリとカゴメノリ(カヤモノリ目，褐藻綱)について，培養による生活史の研究を行った。これ

らの種は，複子嚢を形成する直立体とシオミドロ様の複子嚢および単子嚢を形成する飼旬体が交代する異形の生

活史パターンを示した。直立体および傭旬体から放出された複子嚢由来の遊走細胞は，伺旬体に発達した。一方，

単子嚢胞子は直立体に発達した。伺旬体は， 10-20'Cにおいて，長日条件で複子嚢を形成し短日条件で単子嚢を形

成した。フクロノリの筒旬体はアスコシストを形成した。両種の発芽体は5'Cでは生長しなかった。(060-0810札幌

市北区北10条西8丁目 北海道大学大学院理学研究科生物科学専攻)

今井正江・.片山富子康H ・山口征矢・:淡水産緑藻 Rhizoclonium Ii伊arium(緑藻類，シオグサ科)の生長，光合

成および呼吸に友ぽす塩分の影響

淡水産緑藻助IZIω'loniumriparium (Roth) Harvey は， 0.1から34.0S(PSU)の希釈海水中で生育が可能であった。

R. ripariumは13.6Sの希釈海水中で最もよく生長し，この藻類の生育地として報告された最も低い塩分である0.1

sの条件下では，著しく低い生長を示した。光合成による酸素発生量は， 0.1から34.0Sの塩分の範囲で，塩分の
上昇にともなって増加した。 pHを8.1に箭整した反応液中では，低塩分域で純光合成速度が上昇し，実験を行っ

た0.1から34.0Sの塩分範囲において，ほほ一定の値を示した。また， NaHC03を反応液に添加することによって

も純光合成は増加した。一方，呼吸による酸素の消費萱は，測定したすべての塩分域でほぼ同様の値であった。以

上の結果から，希釈海水中ではHC03・の存在比が高く，有効にHC03ーが供給され，R. ripariumの光合成が淡水条

件下より増加するために，よりよい生長を行うことができるものと考えられた。(*108・0075東京都港区港南4ふ7

東京水産大学海洋環境学科 **184・0015東京都小金井市貫井北町4-1-1 東京学芸大学生物学教室)
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宮地和幸 3 ・野日忠秀 i ・新村 巌 !:*田中 剛先生の御逝去を悼む

Kazuyuki Miyaji"， Tadahide Noro調奇 and Iwao Shinmura 巧。 :

Obituary; Dr Takeshi Tanaka (1907-1997) in memoriam. 

元鹿児烏大学水産学部長，同大学名誉教授田中 剛

先生は，去る平成9年 11月 10日に鹿児島市内の病院で

病気療養中のところ，薬剤Jの甲斐なくお亡くなりにな

りました。享年九十歳でした。先生はl明治40年 (1907)

8月8日に楠岡県柳川市でお生まれになりました。昭和

6年4月に新設問もない北海道帝国大学理学部に入学

し，111田幸男先生の門下生として昭和9年北海道帝国

大学理学部を卒業されました。卒業後副手を経て助手

となり，UfPfI121年まで北海道帝国大学に勤務されまし
た。その後，鹿児島水産専門学校の創設とともに教授

として赴任し，昭和24年新制の鹿児島大学水産学部が

創設されると同時に教授に就任，Il自利48年4fJまでそ

の地位におられました。1I(j;f[J43年から定年までの5年

間は学部長の要職にありました。そのItfJlj先後の混乱の

中で水産専門学校の創設矧を経て，引き続き新市IJ大学

水産学部への改組のために力を尽くされました。また，

学部長時代には大学院の創設に も大きく貢献をされま

した。定年退官後は南日本短大の教授となり，昭和 52

年までそのJ[i誌にありました。さらに，昭和50年から鹿

児島県自然環境保全審議会委員を委嘱され，昭和l57年

から平成 6 年までは同会長の J~能にありました。

田中先生の卒論テーマは「日本産ガラガラ属の分類

学的研究」でした。先生自身の採集記によりますと，山

m幸男先生から 2百円という大金を調査費としていた
だき，約2ヶ月間も台湾各地を採集し，その足跡、は台湾

最南端の稔雲監必 (ガランピーに付属島の紅頭陳，火焼

鳥にもおよんでおります。卒業後の研究としては日本

産イバラノリ腐の分類学的研究をおこない，また恩師

である山田先生との共著の研究も幾つかあります。学

{立論文は「日本産原始紅i菜類の分類学的研究」でした。

当時既に水産前習所(現東京水産大学)の殖田先生が

日本産アマノリ属の分類学的研究を発表していました

が，アマノリ属以外の原始紅泌類に関する分類学的研

究はなく，その御研究はその当時最高のものでした。

学位を取得されたのは昭和l24年で，既に鹿児島へ移ら

れており，その事前の打ち合わせのために鹿児島から

札幌まで汽111で何回か往復なされたとお聞きしていま

す。当時は食組事情も怒く鹿児島特産の灰汁(あく )巻

きを持参して，その道中の飢えをしのいだと話してお

られました。

戦後，鹿児島大学に移られた田中先生は二つの方向

で研究をされました。その一つは鹿児島から南に広が

る南西諸島の淘i築中目を明らかにする研究です。そのた

めに回中先生は種子島から与那国島に至る南西諸島の

島々に採集に行かれております。その中で，鹿大水産

学部の練習船を使って，宇治群鳥，琉球諸島，フィリピ

ン :1ヒ音11のパタン諸島等に海ì~~相の調査を行いました。

その他にも種子島や屋久島周辺海域などには幾度とな

くドレッジ採集を行い，新しい海藻の発見につとめま

した。その成果は鹿大水産学部紀要などに多数の論文

や報告書として発表されています。田中先生は海外で

の経験も豊富で，昭和33年にカリフォルニア大学パー

クレイ校のパーペンフス教授のもとに9ヶ月留学され，

1I(j和 36年にはフランスで最初の学会発表を行いまし

た。前述のフィリピン北部ノミタン諸島調査はl昭和39年

10冗から 1ヶ月間行われました。ベトナムには昭和36

年2月から 8月までの6ヶ月 間雨ベトナムのサイゴン

大学(当時)で研究をなされました。「日本産海藻目録

1995Jによれば (吉田ら1995)，先生が新属として記載

した属は3属，新種として記載した種は 41種，新組み
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合わせは4種でした。このように日本の海藻の分類学

に大きく貢献をなされました。

田中先生の研究のもう一つの側面として藻類の応用

に関するものが上げられましょう。先生は鹿児島県で

のアマノリ属の養殖を広め，出水地方の養殖事業を成

功に導きました。昭和23年頃，出水地方の海苔養殖を

成功させるために，自ら海に入られて，女竹ヒピの建て

込みを行ったとそうです。また，鹿児島県下のワカメ

やヒトエグサの養殖事業にも参画し，沿岸漁業の発展

にも貢献しました。戦後日本人を悩ました寄生虫であ

る回虫の駆除成分を持っているマクリやハナヤナギの

資源量調査をおこない，増殖事業も推進しました。そ

のような功績から南日本文化賞(南日本新聞社)を昭

和29年に受賞されました。

その他に，自然保護活動にも先生は積極的に関係さ

れ，南九州の国立公園や海中公園に関する調査には常

に参画しておられました。またその他にも，天然記念

物であるチスジノリの分布調査を晩年まで行い，その

結果は弟子の一人である田代一洋氏とともに「宮崎県

域の川内川における紅藻チスジノリの生育分布につい

てJを発表しました。これが先生最後の論文でした。
学会活動は日本藻類学会の発会には発起人の一人と

して参加され，長く評議員として，藻類学会の発展に寄

与されました。また，日本水産学会においても九州支

部評議員を歴任しております。

先生の思い出で最も印象にあるのは非常に健脚で

あったということです。特に海岸では岩から岩へ飛ぶ

ように渡り，その早さには若い学生もついていけない

ほどでした。これは80歳を過ぎても変わりませんでし

た。それと，非常に記憶力が優れていたことです。特

に，海藻のことになると抜群でした。例えば，弟子の故

糸野洋鹿児島大学教授が採集した珍しい海藻標本を見

て，たちどころにこれは誰それのところで見た00に

良く似ていると，その種名を上げたものでした。また，

先生は話し好きで，昼休みなどに昔の採集であったお

もしろい話や'怖かった話などをよく学生にしておられ

ました。

まだ，まだ，先生の思い出やエピソードはっきないで

すが，最後に先生の主なる業績を紹介し，ご冥福をお祈

りして，筆を捌きたいと思います。

('274-8510千葉県船橋市三山2-2・1東邦大学理学部生物

学教室・.'890・∞56鹿児島市下荒田4・5ふ20鹿児島大学

水産学部.."890・∞82鹿児島市紫原2・26-9)

主要業績目録

Yama伽，Y. and Tanaka， T. 1934. Three new red a1gae from 

Formosa. Transaction of the Natural History 

Society of Formosa 24:342羽 9.

田中 岡IJ1935.日本産ガラガラ属の分類学的研究.北

海道帝国大学理部海藻研究所報告No.4:17-47.

T制 aka，T. 1935. Four new species of Galaxaw百貨omJapan.

Scientific Papers of the Institute of Algological 

Research， Fac. of Sci.， H白地aidoImp.Univ. 1:51-

57. 

T飢 aka，T. 1936. The genus Galaxaura from Japan. Scientific 

Papers of the Institute of Algological Research， 

Fac. of Sci.， Hokkaido Imp.Univ. 1:141・173.

Yamada， Y. and T組 aka，T. 1938.唄lem釘inealgae from 

the Island of Yonakuni. Scientific Papers of the 

Institute of Algological Research， Fac. of Sci.， 

Hokkaido Imp. U凶v.2:53・86.

Tanaka， T. 1941.百egenus母pneafrom Japan. Scientific 
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学会・シンポジウム情報

1998年3月26日-27日:日本藻類学会第22回大会(下

回) (詳しくは本号の案内をご覧下さい)

1998年4月12日ー17日:第 16回国際海藻会議 The 

16th International Seaweed Symposium， Cebu Cily， 

Philippin巴s.Full paper and pOSI巴l'presenlaLIons are II1vll巴d

on a11 aspects of seaweed r巴searchand utilization， including， 

but not limited to: applications， 1ll0lecular biology， ch巴mical

ecology， com1llunity ecology， taxonomy， chemistry， 

physiology， r巴sourcemanage1llent， biogeography， pollution， 

diseases， microalgae， aquaculrure. Those wishing to organize 

special sessions 01' topics， please contact i1llm巴diatelythe 

orgaI1lzers. 連絡先:Dr. Gavino Tro日0，Jr.， Marin巴Science

Institute， Univ巴rsityof the Philippin巴s，IIOIDili1llan， Q.C.， 

Philippines. Fax. (+63-2) 921-5967; 922-3958 e-mail 

trono@msi.upd.edu.ph (詳し くは45(3)号の案内をご覧

下さい)

1998年4月16日ー17日:藻類の凍結保存に関する国

際シンポジウム InternationalSymposium on the 

Cryopreservation 01 Algae. University 01 Texas Campus 

in Austin， Texas目問い合わせ先:Alexandra Crutchfield 

e-m釦J:almc@mail.utexas.edu

Departm巴ntof Botany， Univ巴rsityof Texas， Austin， TX 

78713 T巴1.512-47ト1589，Fax. 512-471-3878 

1998年5月29日 31日 .第 2回マリンバイオテクノ

ロジー学会大会 (マリンバイオ広島， 98) (詳しくは次

頁の案内をご覧下さい)

1998年6月2日ー7日:第8回クラミドモナス細胞 ・分

子生物学国際会議TheEighth International Conlerence 

on the Cell and Molecular Biology 01 Chlamydomonas 

Granlibakken at LakeTahoe， Taho巴City，CA詳しい情報

は次のサイトを参照してください。http://www.swmecl

edu/hom巴_pages/chlamy/l998chlamy.html

1998年5月10日ー30日:第7田植物プランクト ンコー

ス SeventhAdvanced Phytoplankton Course， 

Taxonomy and Systematics 

1998年9月7日-10日:鞭毛生物に関する国際シンポジ

ウム TheFlag巴lIates，Binningham， UK連絡先 :B.S.C. 

Leaclbeat巴r，School of Biological Sciences， University of 

Binningh田n，Binningh，U11 B 15 2TT， UK， Fax: +44 1214145925， 

e-mail: B.S.C.Lead民at巴r@bham.ac.出

1999年6月22日ー25日:第2回アジア太平洋藻類フォ

ラム

Second Asian Pacific Phycological Foru1ll，The Chinese 

Univ巴rsityof Hong Kong， Shatin， N.T. Hong Kong SAR， 

China (詳しく は45(3)号の袋内をご覧下さい)

1999年9月20日-26日:第2回ヨーロ ッパ藻学会議

The Second European PhycologicalCongress (EPC 2)， 

Montecatini Ter1lle (Italy).連絡先 Prof.Francesco 

CinelliDiparti1llento c1i Scienze c1eU'U01ll0 e dell Ambiente-

Universita di PisaVia A. Volta， 6; 1-56126 Pisa， Italy 

Tel: + 39 50 23054・Fax:+ 39 50 49694.e-1llail: cinelli 

@discat.unipi.it (The first circular will be mailed in May 

J998.) 

1999年9月26日ー10月1日:第8回国際応用藻学会

議 8thInternational Conlerence on Applied Algology 

(8th ICAA)， Montecatini Terme (1凶y)，連絡先:Prof. Mario 

Tredici， Dipartimento di Scienze e TecnologieAlimentari巴

Microbiologiche -Universita di Firenz巴P.lec1elle Cascine， 

27; 1-50144 Firenze， Italy Tel: + 39 55 3288306; Fax: + 39 

55 330431; e-mail: treclici@csma.fi.cnr.il 

1999年8月1日ー7日:第 16回国際植物会議 XVI

Inte1l1ational Botanical Congress(St. Louis， U.S.Aふ連絡

う1[;: Secretary General， XVI IBC， c/o Missouri Botanical 

Gard巴n，P.O. Box 299， St. Louis， Missouri 63166・0299，USA 

FAX: (01) 314-577-9589 ore-mail: ibcl6@mobot.org， You 
may also consult the Web site for more detailed infonnation 

and to r巴gister.The address is: http://www.ibc99.org 詳

しくは 45(3)号の案内をご覧下さい)
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第2間マバイオテクノ同学会大会

(マリンパイ Jオ広島， 98) 

主催:マリンバイオテクノロジー学会

共催:水闘生態系環境保全学会

日程:平成 10年5月29日(金)-5月31日(日)

場所:アステール・プラザ (29日)広島市中区加古町4-17

広島女子大学 (30，31日)広島市南区宇品東 1-1-17

(大会会長:通産省工業技術院中国工業技術研究所・山岡到保)

日程及ぴ概要:

5月29日シンポジウム「せとうちルネッサンスJ[一般公開・無料】
1.瀬戸内海は今、どんな状態なのか?(水質・底質) 2.瀬戸内海は今、どんな状態なのか?(赤潮・貝毒) 3.学者は

どうするか?(環境マリンバイオによる対策案)、 4.教育者はどうするか?(環境教育、科学教育) 5.漁民はどうす

るか?(森は海の恋人) 6.マリンバイオはどうするか?(研究最前線) 7.総合討論ーパネル・デイスカッション

5月30・31日研究発表会[会員のみ;要参加費]

1.国際シンポジウム(水園生態系環境保全学会との共催、 30日のみ)2.ワークショップ(テーマ別集会) 3.一般

講演 4.ポスタ一発表(最優秀ポスター賞あり)。

発表申込締切: 平成 10年3月20日(金)FAXまたは電子メール受付 (Subjectはmoshikomi)

発表要旨締切: 平成 10年4月20日(月)郵送または電子メール必着 (Subjectはmoshikomi)

発表形式: 一般講演口頭発表(質疑含み 15分、 OHP使用)

発表・参加申込方法: 住所、氏名、所属、電話番号、 FAX番号を明記のうえ、下記連絡先までお申し込み下さ

い。申し込み用紙をお送りします。なお、電子メールでお申し込みの場合は、電子メールによる返事で申し込み

要領をお知らせします。

参加受録料:(3月20日まで)会員:一般5，000円、学生3，000円

非会員:一般9，000円、学生4，000円

(3月21日以降)会員:一般7，000円、学生4，000円

非会員:一般 10，000円、学生5，000円

発表要旨集代を含みます。

ワークショップ下記のほか数件を企画しております。(カッコ内はオーガナイザー)

・遺伝子工学生物のインパクト(石田祐三郎・福山大学、長沼毅・広島大学)

-環境問題へのマリンバイオのアプローチ(東原孝規・生命工学工業技術研究所)

懇親会5月30日(土)会費:一般5，000円、学生3，000円

連絡先干 739・0046東広島市鏡山 1-4・4広島大学生物生産学部

第2回マリンバイオテクノロジー学会大会

実行委員長長沼毅

TEL(0824)ロ24-7986FAX(0824 )22-ヴ7059
E-ma創i1“t凶a泊k伺n@iゆpc.hirosぬhir町m】a-u.a低cι吋.j

大会ホ一ムペ一ジ htt申p:l/www伊c.hiros拘him町ma】胤a-u.aおcι吋.j加prハh加ubo1νImbio.htm1
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国立科学博物館創立 120周年記念特別企画展

第 l音[1 海に生きる ーく うか -くわれるかー

第2音11 野生の躍動 ーヨシモ トコレクション一

期間・ 1998年3月7日-5月10日

場所:国立科学博物館 (東京・上野公園)

開館時['lI'J: 9:00 -16:30 (入館は 16:00まで)

料金 :一般 -大学生830円 (個人)/560円 (団体)，

小 -中 高生 250円 (個人)/130円 (団体)。団体は20人以上。

問い合わせ :NTTハローダイヤル03-3272-8600，

かはくホームページ :http:www.kahaku.go.jp/ 

UNESCO 

この春，国立科学博物館は，創立 12 0周年を記念して、特別企画展 「地球のなかまたち」を開催します。第

l音11I海に生きる ーくうか ・くわれるかJは国際海洋年'協賛行事として企画され、生物聞のエネルギーの流れ
としての食物連鎖をメ インテーマに多様な海洋生物を紹介しますが，その出発点である楠物プランク トンや海藻

類についても展示を行います。第Hillには日本渓類学会をはじめとして海洋生物に関わる 12の学会が協力団体と

なっております。また，南雲保 (日本歯科大).田中次郎(東水大)の両氏には外部委員となっていただき，有賀

祐勝 (東水大)・吉崎誠 (東邦大)の両氏からは巨大な標本 (見てのお楽しみ)をお借りしました。ご来場をお待

ちしています。

.国|捺述合は第49回総会 (1994年12月)で「持続可能な開発のための資源としての海洋及び海洋資源の重要性を一般の人々に
周知するJことを目的に，1998年を「国際海洋年jとすることを承認しました。国立科学博物館はその経旨に賛同し，協賛事業
として本展示を主催します。

.・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.• • • - 学会への寄付金について • -
- 日本藻類学会は，本年4月以降， 下記の寄付金を受領しました(敬称略)。学会運営上，貴重な資 ・•••••••••••••••••••••••••••••• • •••••••••••••• 金援助を賜り ご厚意に感謝いたします。

100，000円 渓類絵はがきの会 絵はがき頒布売上金

50，000円 藻類学会企画委員会 i込類スライト'~);l;(Jï売上金

50，000円 (株)ナボカル コスメティックス

30，000円石川 香村 印刷物へのスライド使用謝金

10，000円横浜野田 標本作成謝金の一部

なお，i築類学会は，英文誌和文誌の維持と充実のために資金を必要としております。会員の皆様 : 

の積極的なご協力を期待しております。 . • • • • • • • • 

寄付金の送付先

第一勧業銀行京都支J;5普通 1333179日本i菜類学会

郵便振替口座 00130ふ360456日本藻類学会事務局

• vザ ・・.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
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水産学シリーズ 1 1 3 日本水産学会監修

能登谷 正浩編 有用海藻のバイオテク ノ口ジ一

定価 25 0 0円+税，恒星社厚生閣刊 1 4 1頁

本沓ーは，日本水産学会のシンポジュウムで、講演され

た内容をまとめられ刊行された。

有用海藻のバイオテクノ ロジ一分野は，今までアマ

ノリ類やコンブ科植物に|刻する細胞融合カルスの研

究が多く報告されてきた。バイオテクノロジーは，

もっと111m広い定義であり，海藻養殖技術はバイオテク
ノロジーと思っていたが，本{!J:の目次を|品!くと広い研

究分野の項目が並べられており興味が増した。本書に

報告されているものを列記する。

1.組織培養:コンブ類一能登谷正治;ホンダワラ類一

木村創・能登谷正浩;アミジグサ類一能笠谷正浩-

金亭根，紅藻類一黄体-藤IE雄二 ;緑藻類と

植物生長調節物質一天野秀臣

Taxonomy 01 Economic Seaweeds， with 

relerence to some Pacilic species. Volume VI 

Isabella A. Abbott， Editor. xviii + 212 pp 

Calilornia Sea Grant College System， University 

01 Calilornia， La Jolla， Calilornia. Report NO.T-

040. August 1997. ISBN 1・888691-04-02.($15) 

1984年から行われている有用海藻の分類学に関す

る国際ワークショップも回を重ね，これまでその成果

をまとめた単行本がHIHUていたが、今回16巻目が出

版された。1995年7月にマレーシアのクアラルンプー

ルで行われたワークショップの成果をまとめたもので

ある。対象とされた海諜は，ホンダワラ属，テングサ

目，オゴノリ属，イバラノリ属で，1:1"医1，香港，台湾，

ベトナム，タイ，マレーシア，オーストラ リア，アメ

リカ，チリ ，日本から 17名の研究者が集まった。

ワークショップ|洞俄と成果をまとめた本の出版には

California Sea Grant College Systemから補助金が出てい

る。ホンダワラ属やオゴノ リ腐などの有用海諜には分

類学的に難しいグループが多く，分類学的研究を進め

2.アマノリ類の育種 :プロトプラスト単離技術ー荒

木利芳;創11)1包培養と細111J包綿極諜体ーi篠田雄二 ・111

下車純 ;プロト プラス ト再生謀体の選抜育種ー増

田恵一 ・谷間圭亮 ・水田 章;DNAによる品種識

別一問内正典，凍結保存ー藤吉栄次

3.有用物質の探査および干11m:生理rr活性物質一梶原

忠彦;紫外線l吸収物質一前川行幸

組織培養の研究は， 2 0年くらい前より海藻学の新

しい研究分野として，多くの研究者が参画したが，技

術的開拓はほぼ終り ，有用海藻の人工増殖への応用研

究に入ったという情報が本訟で符られた。 海 ~þ長の創11)泡

融合や DNA分析研究の最近の動向も短い頁数にもか

かわらず，多くの情報が提供されている。

海i築の生物学分野の研究者には，少しなじみが薄い

植物生長調節物質，生理活性物質，紫外線吸収物質の

項も理解しやすく普かれており，興味深〈読むことが

できた。それぞれの報告は，理解しやすく短く普かれ

ており専門的な知識がなくともどこからでも読めるの

で，生徒に トピックを提供せねばならない教育に携

わっている方，刊ij;~長養殖に携わっている方，海藻加工

会社の開発部I"Jの方にもぜひ読んで戴きたく紹介する

次第である。

大野正夫 (高知大学海洋生物教育研究センター)

ることは有用極を見分けるために産業上重要であり，

また，成果も期待される。

ワークショップでは，ホンダワラグループ，テング

サグループなとのグループに分かれ，それぞれ持ち

笥った標本を基に分類学的議論を行う。分類学的研究

は主に囲内の標本で行われることも多いので，このよ

うなワークショップで得られる成果は大きいだろう。

日本でA種としていたものと中国でB穂としていたも

のが同種であるとわかることもあるわけである。

今回出版された6巻目は，これまでと同じように論

文集の体裁で，対象グループ毎に節としてまとめられ

ている 。 どの論文も記載文 'I~Iが豊富で同定の際には

大変役に立つ。 新種や新~flみ合わせの発表もされてい

て，これらは雌かにワークショップの成果ではある

が，新分類i洋の発表はこのような単行本ではなく，様

変員制度のある学術雑誌で行うべきであるという批判

もある。しかしながら，この第6巻も，海淡の分類学

を専攻している方や有!日海藻を研究対象にしている方

にとって霊裂な論文集であることに変わりはない。次

回は 1999年にメキシコで行う予定だそうである。

小ffl一弘 (北海道大学大学院理学研究羽生物科学専攻)
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田中次郎:自然史学会連合ニュース

定期総会が1997年10月25日(土)国立科学博物館

分鎗で開催されました。速水格連合代表の開会挨拶の

後，小野幹雄種生物学会代表を議長に選出し，以下の

事項が報告・審議されました。

報告事項

1.現在(1998.1.1)の加盟団体は下記の33学協会で

す。種生物学会・植物分類地理学会・植物地理分類学

会・地衣類研究会・地学団体研究会・(社)東京地学協

会・日本遺伝学会・日本衛生動物学会・日本貝類学会・

日本花粉学会・日本魚類学会・日本菌学会・日本蜘妹

学会・日本古生物学会・日本見虫学会・(社)日本植物

学会・日本植物分類学会・日本人類学会・日本生態学

会・日本生物地理学会・日本欝苔類学会・

日本藻類学会・日本第四紀学会・日本地質学会・日

本地理学会・(社)日本動物学会・日本動物行動学会・

日本動物分類学会・日本烏学会・日本ペントス学会・

日本晴乳類学会・日本鱗麹学会・日本霊長類学会(あ

いうえお順)

2.自然史学会連合第3回シンポジウム「動物たち

の過去，現在，未来ー絶滅の動物学ー」は1997年10月

25日(土)，国立科学博物館分館の講堂で行われまし

た。科研費を受けた日本動物分類学会およぴ国立科学

博物館が共催者です。演題は「中生代の環境変動と恐

竜などの大量絶滅J(平野弘道，早稲田大学教育学部)， 
「ズーストック計画一動物園における種保存計画から

-J (中川志郎，東京動物園協会)， rアホウ
ドリはよみがえるかJ(長谷川博，東邦大学理学部)， 

「地球規模で広がる海洋汚染一海の崎乳類からのメッ

セージーJ(宮崎信之，東京大学海洋研究所大槌臨海研

究センター)， r人類の起源と将来J(馬場悠男，国立科
学博物館人類研究部)の5題です。当日約200名の入

場者があり盛況でした。

3.文部省科学研究費時限付分科細目「自然史科学J
の本年度審査員 (6名)の変更はありません。申請件

数が多くないと，最終年度(平成11年度)で打ち切ら

れる心配があるので，この分科細目のもとに多くの申

請が出されることを希望します。

審議事項

1.地衣類研究会の当連合への加盟が認められまし

た。同様な加盟申請があった場合には，定期総会で審

議します。

2.新連合代表には現代表の速水格古生物学会代表

が信任投票により圧倒的多数で再任されました。任期

は2年です。また運営委員は団体代表の中から多岐に

わたる分野の研究者7名程度を総会で選出することに

なっています。今総会では速水格(日本古生物学会)， 

西国治文(日本植物分類学会)，馬場悠男(日本人類学

会)，田中次郎(日本藻類学会)， (日本地質学会)斉藤

靖二が留任し，新たに上島励(日本貝類学会)，松浦啓

一(日本魚類学会)，遠藤秀紀(日本晴乳類学会)の各

氏が選任されました。任期は2年です。

3.今後の運営

1)第4回シンポジウムの開催を予定していますが，

テーマや共催学会などは運営委員会に一任します。

2)科研費の審査委員についての選定方針を決定しま

した。今夏に学術会議より諮問があるはずなので

昨年と同様，動物科学，植物科学，地球科学，生

物科学一般の基本的な4グループに分けて不公平

のないように審査委員を選定します。

3) (社)日本動物学会が推進するプロジェクトのガイ

アリスト21の後援を依頼された際には日本動物学

会とともに具体的な方法を考えることに決定しま

した。

4)国立科学博物館のサーバーを利用してホームペー

ジを開設準備中です (h即:I/www.凶 aku.go.jp/)。今

後は各学会に情報の提供をお願いしていきます。

5H大学博物館と模式標本類の保全についての要望J
という文書を連合代表名で大学当局宛に送付しま

す。配布した文案(下記に掲載:資料)に対して

ご意見のある方は早急に学会代表(田中)までお

寄せ下さい。

資料

「大学博物館と模式標本類の保全についての要望」 自然史

学会連合代表速水絡 自然史学会連合は， 1995年に自然史

(Natural History)に関連が深い動植物および地学関係の多くの

学協会の合意によって設立されました。戦後ともすると衰退

しがちであった我が園の自然史の研究・教育を「自然と人類の

共生Jを最重要課題とする新時代に向けて振興することを目
的として，種々 の活動を始めております。

現在，自然史の研究と教育は多くの問題に直面しておりま
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資料(続き)

すが，中でも懸念されることの一つに研究資料標本の保全の

問題があります。近年，いくつかの大学では大学付震の博物館

(ユニパーシティ・ミュージアム)の建設に努められ，少しず

つこの方面の進展が見られますが，一方ではスペース不足が

きわめて深刻になり，定員削減などによって標本の整理・保全

にあたる人員(キュレーター)の確保がますます困難になる傾

向があります。

自然史学会連合では，このような現状に監み，自然史の研

究者と標本類を擁する各大学の執行部の方々に，下記の(1)ユ

ニパーシティ・ミュージアム(またはこれに相当する施設)

設立の推進，および(2)動物・植物・化石の模式標本類の保全

につき，要望書をお送りして特別のご配慮を賜りたいと考え

ました。また，御執行部より動物学・植物学・古生物学・地質

学・人類学などの標本を所有する大学の学科・講座・研究室の

方々に，次の要望があったことをお伝えいただきたくお額い

申しあげます。

大学1噂物館について

ユニパーシティ・ミュージアムの必要性については，すで

に学術審議会学術情報資料分科会から中間報告が提出され

(1995.6.16). r学術標本の知的資産としての価値を評価し，こ
れらの体系的な整理・保存を行うこと，データベース化によっ

て情報の円滑化と研究の促進を図ること。閲かれた大学を目

指して研究成果を一般に公開し，生涯教育にも資することJが
うたわれております。自然史学会連合は，この報告に全面的に

賛同し，その実現が我が園の自然史研究・教育を根付かせ振興

するきわめて重要なステップになると信じます。このユニ

パーシティ・ミュージアム構想が各大学で実現に向けて具体

化することを強〈願っております。

大学などの研究・教育機関では，動物学，植物学，地質学，

人類学などの野外研究に関連して，過去および現在の研究者

や学生による研究資料が大量に蓄積していると思います。そ

の中には再び収集することができない貴重な棟本類も多いと

恩われますが，一般に研究者は自己の研究に没頭するあまり，

先人の収集した標本類の保全はおろそかにされている傾向が

あります。そのため日本の大学では，これまでに多数のかけが

えのない学術標本が失われ，再研究ができなくなりました。欧

米の主要な大学では博物館は図書館と並んで不可欠な保全施

設および研究・教育の拠点として位置付けられておりますが，

日本ではまだ何ら法的指置がとられておりません。このよう

な学術標本類の体系的整理，保全，活用は，諸先進国に比べて

著しく遅れているのが現状で，これまでに自然に関する研究

と教育が真に根付かなかった大きな原因になっております。

近年，環墳問題や資源問題にも関連して，改めて自然の多

様性に関する理解を深める必要性が強語されるようになり，

ょうやくユニパーシティ・ミュージアム設立の機が熱したと

考えます。保全するべき研究資料は年々増加すると思います。

その質や量，必要な保全・研究施設の規模などは，大学によっ

て異なることと思いますが，各機関の関係者におかれまして

は，この機にユニパーシティ・ミュージアムの設立や学科内の

標本室の抜本的な整備に向けて特別のご配慮を賜りますよう

お頗いします，御学におかれましては他に種々の計画もおあ

りと察しますが，ぜひこの種の計画を高い順位に置かれて推

進されますようお願い申しあげます。

動植物・化石の模式標本類の保全について

私どもが特に関心と懸念をもつのは，各大学で退官あるい

は転職された分類研究者が残した動物・織物・化石の模式標本

類が，どのように扱われ，安全に保管されているかどうかとい

う問題です。数年前に行われた有志による予備的調査では，化

石の模式標本類の保全状況は，大学によって違いはあります

が，全体としてきわめて憂慮すべき状態にあることが判明し

ました。動植物でも多少の差はあれ，似たような状況にあるの

ではないかと予想されます。

いうまでもなく，模式標本とは分類研究者が新しい種や亜

種を提唱する時に基準とする標本をいいます。これは厳密に

は1種につき 1個体(または1セット)が存在するはずで，絶

対に代替えすることのできない標本であります。また，それ以

外でも論文に図示された標本が後の研究者によって新種の模

式標本に指定されることがあります。したがって，研究者が記

載した標本(特に図示標本)はすべて模式標本に準じて安全に

保管し，内外から閲覧に訪れたり照会を希望する研究者に公

開する国際的な責務があると考えられます。

1.標本の管理責任者がいる・いないにかかわらず，模式標

本(植物では基準標本という)は代替えのできない人類共有の

知的財産ですから，安全な保管に努めて下さい。

2.模式標本はもちろん，研究論文に記載された標本は，で

きるだけ一般の標本から区別して管理し，内外の研究者の閲

覧・照会に応じられるようにして下さい。

3.以上に該当する標本は，散逸を防ぎデータベースに入れ

られるように，ラベルに模式標本(または記載謀本)であるこ

とを示すマークをつけて，畳録・カタログ化の措置をとるのが

望ましいと思います。

4.もし，ユニパーシティ・ミュージアムの設立まで，模式

標本類の保全に責任がもてず，散逸や破損が懸念される場合

は，早い機会にしかるべき機関(公立の博物館など)に相談し

て寄託の措置をとって下さい。

5.研究者が停年などで退職される場合，学科・研究室とし

て記載された標本のその後の保全に十分配慮して下さい。個

人所有は一般に望ましくありません。
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官 学会録事 I

1.評議員の交代

中部地区の評議員であった白岩善博氏 (新潟大)の

地区外転出のため、前回選挙次点の嵯峨直恒氏 (東海

大)が新たに評議員になりました。

2.日本藻類学会秋季シンポジウム

1997年度日本藻類学会秋季シンポジウム「海藻利用

の21世紀への展望Jは国際海藻協会日本支部との共催
で.1997年 11月8日午後，東京水産大学コンペンショ

筆者入会

ンルームにおいて開催された。官官j協正和氏による「藻

食のすすめJ.野田宏行氏による「海藻の薬理効果J.横
浜康継氏による「海藻の森とそのはたらき」の話題提

供に続いて，パネル討論121世紀に向けての海藻利用J
が行われた。140名余の参加者があり，盛会であった。

また，シンポジウム終了後同大学生協食堂ホールで行

われた懇親会には50名を越える参加者があり，なごや

かに情報交換が行われた。

会員異動
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日本藻類学会(入会申込・住所変更届)(0で囲んで下さい)

(コピーしてお使い下さい)

199 年度より入会 19 年 月 日申込み

氏名

*Name 

(Family name) (Given name) 

所属機関名

女Institution

住所 干一一一一

* Institutional Address 

電話 Fax e-mail 

自宅住所干

* Address 

電話 Fax e-maiJ 

*の項目は英語またはローマ字で必ずご記入ください。英文誌の送付に必要です。

以下の欄にチェックして下さい

一 一会員の種類:口普通会員 7，∞o円 口学生会員 5，000円(学生会員の場合，指導教官の署名が必要です)

指導教官の署名:

会費納入方法: 口同封口郵便振替(できるだけ郵便振替をご利用下さい)

会誌の送り先 日所属機関(勤務先) 口自宅

入会申込書・住所変更届 送付先:干 690-8504島根県松江市西川津町 1060

島根大学教育学部生物

大谷修司 TEL0852・32-6306(FAX兼用)

e-m創1:ohtanish@edu油 imane-u.ac.jp

会費払込先:郵便振替 口座番号01320-4-48748 加入者名:日本藻類学会

ヰリ，a
・・
4
{又 簿名 司「ス送発 入金確認

ピ:



64 

賛助会員

北海道栽培漁業振興公社 (060札幌市中央区北3条西7丁目北海道第二水産ピル4階)

阿寒観光汽船株式会社 (085・04北海道阿寒郡阿寒町字阿寒湖畔)

株式会社シロク商会 (260千葉市春日 1・12-9-103)

全国海苔貝類漁業協同組合連合会 (108東京都港区高輪2・16-5)

有限会社浜野顕微鏡 (113東京都文京区本郷5-25・18)

株式会社ヤクルト本社研究所 (189東京都国立市谷保1769)

神協産業株式会社 (742・15山口県熊毛群田布施町波野962-1)

理研食品株式会社 (985宮城県多賀城市宮内2丁目5番60号)

株式会社白寿生科学研究所 (351朝震市栄町3ふ7)

三洋テクノマリン株式会社 (103東京都中央区日本橋堀留町1丁目 3・17)

マイクロアルジエコーポレーション (MAC)(104東京都中央区銀座2-6-5)

(有)裕千堂葛西(青森県北津軽郡板柳町大字板柳字土井38・10)

表紙写真

Suhria vittata (L.) J. Ag. 

「藻類Jでは海外の藻類学の状況あるいは藻類利用の様子などを紹介する
コーナーを設けている。今回は，南アフリカ共和国のStuartSym氏に母国

の藻類事情を紹介していただいた。そこで，表紙も南ア産の海藻に登場願

うことにした。本種は南部アフリカ沿岸に分布するー属・一種の紅藻(テ

ングサ目)で，美しい海藻である。カジメ属のEckloniamaximaに着生して

いることが多い。
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日本藻類学会第 22回大会プログラム

(1998) 

下回

学会会長 石川依久子

大会会長横演康縫

海を潤さないで

私》

The xxn Annual Mee曲唱of血eJapan餓SocietyofPhylωlogy 
March 25・27，1998
Shimoda 

会期 1998年3月25日(水)'"" 3月27日(金)

会場 筑波大学下回臨海実験センター・下回東急ホテル
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会場までの交通

伊豆急下回駅下車

(1)徒歩約30分

(2)タクシーで約5分(約800円)。

(3)パス(石廊崎，下賀茂，仲木行)で約 10分の鍋田口(下回駅から 3つ目)下車。徒歩約 10分。

会場まで徒歩でお越しの方へ:下回東急ホテルは高台の上にあり、玄関に至る上り坂が長くて大変に急です。お

荷物が多いなどの理由で登坂が容易でない方は、坂下左手にある東急ホテルのインターホンで迎えの車をお呼ぴ

下さい。

会場・懇親会場下回東急ホテル干415静岡県下田市5-12・ TEL:0558・22・2411

会場付近案内図
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会場見取り図

権下回東急ホテル
2 階

大会本節 (322)
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スケジュール表

3月25日(水)15:∞-16:30 編集委員会筑波大学下回臨海実験センター第一研究棟3階演習室

16:30 -18:00 評議員会 筑波大学下回臨海実験センター第一研究棟3階演習室

3月26日(木) 8:55・12:∞ 口頭発表AOI・AlI(A会場)、 BOI・BlI(B会場)

14:30・16:∞総会 (A会場)

18:∞-20:∞ 懇親会 (A会場)

19:00・20:∞展示発表凹トP31(B会場)

3月27日(金) 9:15・12:∞ 口頭発表AI2・A21(A会場)、 BI2・B21(B会場)

14:∞-15:30 口頭発表A22・A27(A会場)、 B22-B27(B会場)

3月27日(金)17:∞-3月29日(土)11:∞:エクスカーション(磯採集/海中林観察)

3月27日(金)17:00・3月30日(土)11:00:第4回藻類学春のワークショップ

安付

3月26日(木)は 8:30-17:00、3月27日(金)は 8:30-15:00の問、下回東急ホテル玄関ロピーにて行いま

す。当日参加の申し込みも受け付けます。懇親会参加の当日申し込みは 3月初日(木)14:30までです。昼食

バイキングの申込は当日の10:∞まで受け付けます。大会参加費・懇親会費・昼食代・エクスカーシヨン参加費・

ワークショップ参加費のお支払いは大会受付でお願いします。

下回東急ホテルに宿泊なさる方へ:25日の下回東急ホテルにおける夕食費は各自お支払い下さい。また、宿泊

費は、チェックアウト時にホテルフロントにお支払い下さい。これらについては大会受付では取り扱いませんの

で、ご注意下さい。

クローク

3月26日(木)は 8:30から 20:00まで、 3月27日(金)は 8:30から 16:00までホテル玄関ロピーのクローク

にて荷物をお預かりいたします。玄関ロピーのクロークが、一杯になった場合には、大会本部 (322号室)内に

てお預かりします。

口頭発表

・一つの発表につき発表 12分，質疑応答3分です(I鈴 10分， 2鈴 12分， 3鈴 15分)。

・映写スライドは 35mm版を使用し，スライドの枠には図1のように演者氏名，発表番号(大会プログラム参照)，

スライド総枚数，映写順序，手前上を示す赤マークを記入して下さい。

・繰り返し映写するスライドは必要回数分の枚数を用意して下さい。

.OHPの使用も可能です。

・スライド受付・返却は、それぞれの会場入口にあるスライド受付に講演開始30分前までに提出し、終了後受

け取って下さい。

展示発表

・展示物は 26日の 14:30から 17:30の聞にB会場の所定の場所に掲示して下さい。撤去は懇親会終了後2時間以

内にお願いします。

・発表者による説明の時間帯は懇親会開始1時間後の 19:00から 20:00までです。懇親会場のA会場と展示会場

のB会場は隣接しているため、行き来がしやすく、 B会場での飲食も可能です。

.B会場の展示スペースはそれぞれ縦 180cm、横90cmです。

・展示パネルの上部には図2のように発表番号，表題，氏名(所属)を明記して下さい。

・研究目的，実験結果，結論などについてそれぞれ簡潔にまとめた文章をつけて下さい。また，写真や図表には

簡単な説明文を添付して下さい。

・文字や図表の大きさは，少し離れた場所からでも判読できるようにして下さい。
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図1.使用スライド記入例

図2.展示パネル説明図

エクスカーション

下回臨海実験センター前の鍋田湾にて磯採集および海中林観察を行います。

日程:3月27日(金)17時下回臨海実験センター宿泊棟食堂へ集合

3月29日(日)11時解散

磯採集:下回に 12年間在籍された千原光雄先生に鍋田湾の磯を案内していただき、その後海藻おしぱ標本を作

製します。定員 10名。

海中林観察:下回臨海実験センター職員の案内で、スノーケリングによって鍋田湾内のアラメ・カジメ群落を観

察します。スノーケリング用具・ウエットスーツ・ウェイト等は貸出し可能。定員 10名。

ワークショップ

前川行幸・倉島彰(三重大・生物資源)・村瀬昇(水大校・増殖)・青木優和(筑波大・下回臨海)の指導で藻場・

海中林の生態をテーマとして行います。定員7名(学生のみ)。

日程:3月27日(金)17時下回臨海実験センター宿泊棟食堂へ集合

3月30日(日)11時解散

エクスカーションおよびワークショップへの参加ををお申込みの方は、 3月26日中に受付で参加費をお支払い

下さい。

連絡先

干415-0025 静岡県下回市5・10・1 筑波大学下回臨海実験センター 横潰康縫(大会委員長)

百 L:0558・22・6印'5(直通)e-mail: yokohama@畑山ne.shim叫 .tsukuba.ac.jp

または

〒415・∞25 静岡県下田市5・10・1 筑波大学下回臨海実験センター 青木優和(庶務・会計)

百 L:0558・22・1317(事務室および青木)FAX: 0558 -22 -0346 e-mail: aok増加ro釦ne.shimoda.tsukuba.ac.j
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3月26日 (木)午前の部

8:55 -9:00開会の挨拶大会会長横漬康縫(筑波大・下回臨海)

口頭発表

A会場

9:00 -9:15 (A 01)函館産オゴノリの季節消長 O寺田竜太・木村充・山本弘敏(北大・水産)
9: 15 -9:30 (A 02)長崎県南部におけるウミトラノオ個体群の季節的消長 O栗原腕車・飯間雅文柿(申長崎大・水

産長崎大・環境科学)

9:30 -9:45 (A 03)北海道岩内沿岸におけるコンブ群落の季節的消長 赤池章一(北海道原子力環境センター)

9:45 -10:00 (A 04)カジメの加齢に伴う藻体各部の周年成長様式の変化 O平田徹*・青木優和帥・倉島彰山・太

斎彰i告問e・佐藤寿彦柿・土屋泰孝帥・植田一二三紳・横i賓康纏帥(*山梨大・教育，帥筑波大・下回臨海三

重大・生物資源電中研)

10:00 -10:15 (A 05)野外水槽での海藻栽培について O寺脇利信市・新井章吾帥・藤田大介山(*南西水研f海
藻研富山水試)

10: 15 -10:30 (A 06)東海発電所港内におけるアラメの養殖 O二宮早由子*・小野勝柿・鈴木俊(*東京久

栄f日本原子力発電プ柳原電事業)

休憩(1 0 :30 -1 0 :45) 

10:45 -11:00 (A 07)カジメ海中林現存量動態に及ぼす植食動物の摂食影響1.海中林造成用基盤上におけるカジ

メ生産力について O本多正樹・太斎彰浩・藤永愛・川崎保夫(電中研)

11:00 -11:15 (A 08)カジメ海中林現存量動態に及ぼす植食動物の摂食影響2.植食動物(サザエ、ヨコエピ類)

の摂食速度とカジメ生産力のバランスと海中林衰退について O太斎彰浩・本多正樹・藤永愛・川崎保夫(電

中研)

11:15 -11:30 (A 09)鹿児島産フタエモク(褐藻ホンダワラ属)の生態 O野呂忠秀・森雄二・森英樹(鹿児島

大・水産)

11:30 -11:45 (A 10)鹿児島湾における藻場の減少 O野呂忠秀・榊純一郎・田淵賢一(鹿児島大・水産)

11:45 -12:00 (A 11)無節サンゴモ類(紅藻、サンゴモ科)の表層剥離と多層剥離について 藤田大介(富山水

試)

B会場

9:00-9:15 (B01) Duna1iellaにおける貯蔵澱粉の諸性質の検討10稲岡心・畠中芳郎・小林修・東原昌孝・袷

山圭一郎(大阪市工研)

9:15 -9:30 (B 02) Dunalie1Jaにおける貯蔵澱粉の諸性質の検討11 0畠中芳郎・稲岡心・小林修・東原昌孝・檎

山圭一郎(大阪市工研)

9:30 -9:45 (B 03)好塩性紅藻アヤギヌのマンニトールー 1-リン酸デヒドロゲナーゼの精製 0111野辺英昭事・岩

本浩二H ・猪川倫好..('"秋田大学・教育筑波大・生物)

9:45 -10:00 (B 04)円石藻 PleurochrysiscaJ1eraeの石灰化部位に結合したカーボニックアンヒドラーゼ O尾崎

紀昭*・岡村好子柿・岡崎恵視ホ(*東京学芸大ケ東京農工大)

10:00 -10: 15 (B 05)溶存無機炭素濃度変化による円石藻の光合成，石灰化および生育速度の調節 O波多野洋子

白岩善博柿(*新潟大・理プ筑波大・生物科学)

10:15 -10:30 (B 06)ピレノイドを欠く単細胞緑藻 Chloromonas，及びそれに近縁な株の形態と光合成のC02濃縮

機構について O森田詠子'・野崎久義*・都筑幹夫柿(争東大・理学系・生物科学ケ東薬大・生命)
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休憩 (10:30-10:45) 

10:45 -11 :00 (B 07)イデユコゴメ藻群(紅色植物)(Cy副dianaIgae)の形態と分類 O近藤貴靖ホ・横山亜紀子帥・
大橋広好帥・原慶明*(歌山形大・理・生物ア東北大・院理・生物)

11:∞-11:15 (B 08)イデユコゴメ藻群(紅色植物門)の分子系統解析 O横山亜紀子*・近藤貴靖帥・横山潤・.
大橋広好・.原慶明帥(*東北大・院理・生物プ山形大・理・生物)

11:15 -11:30 (B 09) Microcystis属(ラン藻類)の種分類に関する再考 O大塚重人・・須田彰一郎帥・李仁輝叩.

渡辺良之m ・.小柳津広志傘・松本聴¥渡辺信山帥(・東大f地球・人間環境フォーラム筑波大国立科

学博物館国立環境研)

11:30 -11:45 (B 10)浮遊性シアノバクテリア、 Anabaenaの一新種、A.eucompac飽について:その形態的、生理

的、化学的、遺伝的特性 O李仁輝・.渡辺信柿(・筑波大・生物科学プ国立環境研)

11:45・12:00(B 11)緑藻・オオヒゲマワリ自の系統的に分離したPleodorinacalifornicaとGoniurnmulticoccumの

rbcL遺伝子のイントロン O野崎久義太田にじ紳・山田隆山・高野博嘉*(命東大・院理・生物早稲田

大・人間科学ア・広島大・工・発酵工学)

14:30・16:∞総会 (A会場)

18:∞・21:∞ 懇親会 (A会場)

3月26日 (木)夜の部

展示発表

B会場 (19:00・20:00)

(P 01)国立環境研究所カルチャーコレクションにおける微細藻系統保存の現状と問題点 O恵良田真由美*・森
史・.桜井裕美'・広木幹也柿・渡辺信帥(*地球・人間環境フォーラムア国立環境研)

(P02)コケ植物・ツノゴケ類数種における共生現象の解明 O高島季子・中野武登・関太郎(広島大・理)

(P03)生物教育における淡水藻類観察図版の作成 O須谷昌之・.大谷修司H ・松江東高校生物部(*松江東高，柿

島根大・教育)

(p倒)Unstable pigmentation mu凶 tsobtained by NNG田 atmentin Porphyra yezoensis Ueda (Bangia1es，貼odophyta)

o Xing-Hong Yan・YushoAruga (TokyoUniv. Fish) 
(P05)江ノ島産および坂田産ヤブレアマノリの生育特性 O長浦一博・能登谷正浩(東水大・応用藻類)

(P06)天然および培養下における韓国産マルパアマノリの生長と形態 O金南吉事・能登谷正浩..(*韓国・慶尚

大f東水大・応用藻類)
(P07)アイスアルジ一光合成系の光強度変化 O菓子野康浩・藤本久美子・小池裕幸・佐藤和彦(姫工大・理)・

工藤栄・渡辺研太郎(国立極地研)

(p 08)アンチセンスフォスフオグリセレートキナーゼPDNA導入クラミドモナス形質転換株の解析 O北山雅

彦'・高橋由理・・長松哲斎"・北山蒸山・R.K.Tog悩ak.i***(*愛媛女子短大・食物栄養プ日本体育大・生命科

学インデイアナ大・生物)

(P09)嚢状緑藻オオハネモの異型配偶子接合時の鞭毛運動の解析 O宮村新一・堀輝三(筑波大・生物科学)

(p 10)プラシノ藻Mesostigmavirideの細胞分裂に伴う基底小体および鞭毛根の挙動 O渡辺哲'・宮村新
堀輝三帥(・筑波大・バイオシステムf筑波大・生物科学)

(p 11)無色鞭毛虫 Ancyromonassigmoidesの形態と系統的位置 O中山岡IJ.守屋真由美・井上勲(筑波大・生物)
(p 12)スサピノリ紫外線吸収物質のチミン二量体形成に対する効果 O御園生拓・.斉藤順子'・時友裕紀子
井上行夫"・堀裕和帥・桜井彪柿・前川行幸町(・山梨大・教育f山梨大・工，山三重大・生物資源)

(p 13)プラシノ藻類 Te帥selmiste倒的eleにおける重金属結合性ペプチドの解析 O佐藤征弥・梯麻美子・唐木

恵美・小山保夫(徳島大・総合科学)
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(p 14)純群落を形成する気生藻類 O半田信司場・中野武登帥・関太郎帥(*広島県環境保護協会ア広島大・理・

宮島自然植物実験所)

(p 15)水深別に設置した階段型の藻礁での海藻の生育 O寺脇利信'・吉田吾ø~* ・吉川浩二*・新井章吾帥・村

瀬昇山(*南西水研f海藻研水大校)
(p 16)静岡県下田市鍋田湾に生育するカジメ個体群の特徴 。芹浮如比古*・秋野秀樹帥・横i賓康縫帥・有賀祐勝・

(・東水大・藻類f筑波大・下回臨海)
(p 17)山口県深川湾におけるノコギリモク群落の生産力 O村瀬昇*・鬼頭鈎‘・水上譲・.前川行幸..(事水大校

f三重大・生物資源)
(p 18)伊豆半島鍋田湾における穿孔性ヨコエピ類による養殖ワカメの食害について O青木優和・土屋泰孝・栂

国一二三・横i賓康繕(筑波大・下回臨海)
(p 19)南極昭和基地周辺湖沼の浮遊藻塊 O坂東忠司*・岩佐朋美・.斉藤捷一"・伊村智...(*京教大・教育，紳

弘前大・教育極地研・生物)

(p 20)昭和基地周辺湖沼における堆積物コアの解析 O岩佐朋美*・坂東忠司・.斉藤捷・伊村智山('京教

大・教育f弘前大・教育極地研・生物)
(p 21)水質汚濁指標珪藻のバイオボリューム O高亜輝・真山茂樹(東京学芸大・生物)

(p 22)三重県錦湾におけるカジメ群落の生産力 O大山温美*・前川行幸ホ・倉鳥彰噂・横i賓康縫柿・川嶋之雄
福井祭司山吻(傘三重大・生物資源f筑波大・下回臨海日本エヌ・ユー・エス...命中部電力)

(p 23)カヤベノリの生長および成熟におよぼす温度、光量、光周期の影響 O宮下聡記・能登谷正浩(東水大・

応用藻類)

(p 24)宍道湖・中海水系における渦鞭毛藻Prorocentrumminimumの分類学的研究 O藤江教隆・大谷修司(島

根大・教育)

(p 25) A回 onorru叫 studyon the toxic命loflagellateProrocen的unlima (Ehrenberg) Dodge 0 Y 00. J .S.¥Y. Fukuyo •• . Y. 

Aruga・(・TokyoUniv. Fish....Univ. Tokyo) 

(p 26)ベーリング海の海藻植生1.セントローレンス島の褐藻類 OJlI井浩史吻・ SandraLindstrom帥(申神戸大・

内海域:.Univ. British Columbia) 

(p 27)鎧板の消失~タイドプール渦鞭毛藻Gymnodiniumpyrenoidosumの場合~ 堀口健雄(北大・理・生物)

(p 28)マレーシア産ホンダワラ類について (2) 0鯵坂哲朗'・PhangSiew司Moi" (・京大・農... Malaya Univ. Inst. 
Postgrad. Stud. & Res.) 

(p 29) シアノバクテリアの分子系統解析:最尤法による主要系統群の検出 O本多大輔・横田明・杉山純多(東

大・分生研)

(p 30)南極、昭和基地周辺における土壌藻類相の経年変化 (1992-1996) 0大谷修司・有富由香里・伊藤律子

(島根大・教育)

(p 31) Polymo中hism加populationsof Stau即 tiumsaJtonus Josh and its taxonomic implication Gontch紅'Ov.A. (National 

Institute for Environmental Studies) 

3月 27日 (金)午前の部

口頭発表

A会場

9: 15 -9:30 (A 12)山形県沖飛島沿岸で観察されたサルシノクリシス目藻の 1種について O岩滝光儀・原慶明

(山形大・理・生物)

9:30 -9:45 (A 13)東京湾奥で採集されるアオサ属植物の観察吉崎誠(東邦大・理・生物)

9:45 -10:00 (A 14)淡水産シオグサ属の l新種 O松山和世・問中次郎・有賀祐勝(東水大・藻類)
10:00 -10: 15 (A 15)分子系統から明らかになったマリモの近縁種 O羽生田岳8B'.新井章吾柿・若菜勇川・植

田邦彦ホ(*金沢大・理・生物f海藻研，山阿寒町教委)

10:15・10:30(A 16) 日本産テングサ自の分子系統学的解析 O馬田智・堀口健雄・増田道夫 (北大・理・生物

科学)
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休憩(¥0:30・¥0:45)

¥0:45・II:00 (A 17) Crostomastix didyma (プラシノ藻)のもつ新規カロテノイド O宮下英明*・横山昭弘紳・
中山剛*料・河地正伸*(*海洋バイオ・釜石，紳海洋バイオ・清水.*帥筑波大・生物)

11:00-11:15 (A 18)卵菌に近縁と考えられる無色鞭毛虫 l種の微細構造と分類 O守屋真由美・井上勲(筑波
大・生物科学)

11:15・11:30(A 19) ミドリゾウリムシ (Parameciumbursaria)における共生藻の種多様性 O中原美保・中野武
登・関太郎(広島大・理・宮島自然植物実験所)

11:30・11:45(A 20)海産付着性珪藻Arachnoidiscusの増大胞子形成 O小林敦*・田中次郎*・南雲保帥伊東
水大・資源育成，紳日本歯科大・生物)

11:45・12:00(A 21)コパーグ島(カナダ北極圏)の緑雪のChlamydomonasについて O福島博*・小林艶子*・
吉武佐紀子**(*藻類研.**湘南短大)

B会場

9:15・9:30(B 12)ミカヅキモの有性生殖過程に及ぼすDNA合成阻害剤の誘発効果 O今泉虞知子*.I'貧困仁紳
(*滋賀医大・生物，柿富山医薬大・医・保健医学)

9:30・9:45(B 13) ミカヅキモの生殖異常と界面活性剤の化学構造との関係 O金尚吉*・松井三郎*・積回仁紳
(*京都大，柿富山医科薬科大)

9:45・¥0:00(B 14)クラミドモナスのヒ素耐性及び感受性変異株の単離 O小林功・藤原祥子・星野聡・貝瀬利一-
都筑幹夫(東京薬科大・生命科学)

¥0:∞-¥0: 15 (B 15)微細藻類の光合成に与える紫外線(UV-B)の影響 O長島秀行*・高橋研吾帥・井上康則**
(*東京理科大・理，柿東京理科大・理工)

¥0:15・¥0:30(B 16)海浮生物に与える紫外線の影響について その 5.紅藻ダルスに与える紫外線の影響 O矢

部和夫・牧野愛(道東海大)

休憩(¥0:30・¥0:45)

¥0:45・11:00(B l7)ホンダワラ類の分布からみた駿河湾の海洋環境特性林田文郎(東海大・海洋)

11:∞・ 11:15(B 18)山形県沖飛鳥の海藻植生とその特徴 。保科亮・原慶明(山形大・理・生物)

11:15 -11:30 (B 19)紅藻ホソアヤギヌの光合成特性の季節変化 O長島泰子・片山智康(学芸大・生物)
11:30・11:45(B 20)褐藻ナガコンプの群落内光条件に近い弱光下での光合成ー温度特性 O坂西芳彦*・飯泉仁
*・宇田川徹*・横演康繕紳(*北水研，紳筑波大・下回臨海)

11:45 -12:00 (B 21)マコンブ胞子体の成熟と窒素含有量の季節変化 O水田浩之・山本弘敏(北大・水産)

3月27日 (金)午後の部

口頭発表

A会場

14氾0-14:15(A 22)初夏の四国外海域における流れ藻の構成種と出現割合 池原宏二(遠洋水研)

14:15・14:30(A 23)広島湾産ホンダワラ類4種の初期生長特性の比較 O吉田吾Ji!s.・村瀬昇"・新井章吾川.
吉川浩二・.寺脇利信ホ(南西水研)(・南西水研ア水大校プ・海藻研)

14:30 -14:45 (A 24)アラメ配偶体の凍結保存 O河野繁貴・・桑野和可・・嵯峨直恒..(・マリン・グリーンズ，帥
東海大・海洋)

14:45・15:00(A 25)アオノリ属凍結保存株の単為発生について O桑野和可・.下向久美香・・嵯峨直医..(・マ
リン・グリーンズf東海大・海洋)
15:∞ー 15:15(A 26)本州北部太平洋沿岸に分布するコンブ類の再生について 川崎昭二(函館市日吉町)

15:15・15:30(A 27)下回産ヤツマタモク(褐藻ヒパマタ目)の気胞に内在する髄糸(仮称)の形態について

0高橋昭善・.井上勲帥(・筑波大・バイオシステムf筑波大・生物科学)
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B会場

14:00・14:15(B 22)ミカヅキモの成長過程におけるセルロース合成酵素複合体の集合パターン O鍋島由美・峯

一朗・奥田一雄(高知大・理・生物)

14:15・14:30(B 23)円石藻Pleurochrysisc帥聞のコッコリスの形態形成と V/Rモデル O多田智子・・和田徳

雄帥・岡崎恵視事(*東京学芸大f東京都立大)

14:30・14:45(B 24)オオパロニアの仮根形成誘導 O石川依久子・古川幸恵・細川里美(海洋バイオテクノロ

ジー研究所)

14:45 -15:∞(B 25)遠心によって誘導される多核緑藻パロニアの原形質運動と細胞骨格 O楼井納美・峯一朗・
奥田一雄(高知大・理・生物)

15:00・15:15(B 26)河川付着藻類の群落構造に及ぼす流速の影響 O阿部信-~ß' .田中次~ß** (*中央水研

東水大・藻類)

15: 15 -15:30 (B 27)野尻湖における車軸藻類の復元活動 O樋口澄男・.近藤洋一"・野崎久義ω ・渡辺信m ・-

川村賞・.久保田昌手ド・加崎英男山・(・長野県衛公研f野尻湖ナウマンゾウ博東大・理国立環境研)

17:00 エクスカーションおよびワークショップ参加者の集合



AOl 0寺田竜太・木村 充・山本弘敏:

函館産オゴノリの季節消長

ずゴノリ属植物は主要な寒天原藻である。そのため成

分の分析や，成分と生長の関係についての研究は進んで

いるが，成熟時期や季節消長の特性については充分に把

握されていない。本研究では北海道函館に産するオゴノ

リGracilariavermiculophylla* (= G. verrucosa)の雌雄配偶

体・四分胞子体の現存量と成熟時期，および個体サイズ

の季節変化を明らかにした。

全現存量は4月から7月下旬にかけて増加し，その後
減少した。成熟時期は雄性配偶体(6月)，雌性配偶体(7-

9月)，四分胞子体(7月)で異なるが，いずれも年一回であ

った。また各生殖相の現存量にも著しい違いがあり，特

に配偶体と四分胞子体の最大現存量の比は約2:9に達し

た。さらに各月の全現存量に対する各生殖相の割合は雄

性配偶体が最大13%(6月)，雌性配偶体は最大22%(9月)

に対し，四分胞子体は長重大86%(7月)であった。生殖相ご

とに現存量が異なるのは，雌雄配偶体の平均湿重量と平

均藻長が四分胞子体より小さいことや，個体数の違いに

起因している。 9月から 12月にかけて多数の個体が流失

したが，基部のみの個体が残存し， 4月には再生枝を形
成した個体がみられた。以上の結果，本個体群は成熟時

期の回数から一般に2年でイトグサ型の生活史を完結す
ること，時期により性比，各生殖棺の体サイズと現存量

が著しく異なることが明らかになった。

(*学名は吉田忠生氏と発表者の一人，山本の見解に従った)

(北大・水産)

A03 赤池章一:北海道岩内沿岸におけるコンブ

群落の季節的消長

北海道日本海側南西部沿岸の岩礁域漸深帯では，

無節サンゴモーキタムラサキウニ群集で特徴付けら

れる大規模な磯焼けが， 1960年代以降発生し持続し

ている。そのため生産力の高いコンブ等の大型海藻

の分布が，水深 1-2mの浅所に限られているところ

が多い。しかし航空写真や潜水による現地調査の結

果，岩内港西防波堤沖に水深 10m以深まで広がる大

規模なコンブ群落が経年的，安定的に形成されてい

る状況を把握した。積丹半島西岸の神恵内~岩内(約

54km)では，当地のみである。航空写真からの判読で

は，コンブ群落の広がりは約22-26haあった(6月)。

コンブは水深 2-15mの範囲に分布し，最も長期間，

広い水深帯で優占した。水深約 3-13mの範囲には，

2年目コンブが分布していた。 1年目コンブは 9月以

降根や葉の再生が見られたが，浅所での再生率が低

<， 2年目コンブの分布は，浅所では低い再生率に

より， j中側は主にウニ類の分布により制限されてい

ると考えられた。

(北海道原子力環境センター)

7ラ

A02 0栗原暁‘・飯間雅文長崎県南部における
ウミトラノオ個体群の季節的消長

， 97年5月から.98年3月まで約1年間観察した長崎県野
母崎町と大村湾奥の長与町堂崎の鼻海岸に生育するウ
ミトラノオの成長と成熟期の違いについて報告する。

野母崎.堂崎の潮間帯では本種が優占的に群落を形

成している。それぞれ数地点に50x 50cmの方形枠を設
定し.その中に生育する各個体に標識をつけて藻体長

を2週間ごとに測定し.合わせて生殖器床の形成，放卵
の有無を観察した。
調査2地点での海水温は野母崎(14.2-29.8'C).堂崎
(10.9-31. 9'C)の範囲で変化した。
野母崎の個体群は. 5月の調査開始時点で最大平均長
51. 7cmで.すでに生殖器床を形成しており. 6月上旬ま
で保持していた。放卵は5月下旬に見られた。その後成
熟した主枝は流失し. 7-8月は成熟しなかったlcmほど
の主枝のみが残った。 11月に入り主枝が再生を開始し

た。秋季の成熟は見られなかった。

一方.堂崎の個体群は.調査開始時点で最大平均長

50. Ocmで. 5月上旬-8月上旬まで生殖器床をつけてい
た。 6月より主枝上部は流失し始めたが.下部は8月上

旬まで残っており.放卵は6月上旬から8月上旬まで続
いた。藻体下部では新しい生殖器床が形成された。そ

の後成熟しなかった主枝を残して完全に流失した。 9月
上旬より主枝の再生が始まり. 9月下旬からは10数個体
であるが，生殖器床を形成した藻体が確認された。

長崎県南部の2地点において.本種は異なる成熟期を

示すことが明らかとなった。
(・長崎大学・水産.日長崎大学・環焼科学)

A04 0平田徹*・青木俊和帥・倉島彰判事.
太斎彰浩帥叫-佐藤寿彦料・土屋泰孝叫.植田一二三叫.
償浜康継柿:
カジメの加齢に伴う務体各部の周年成長様式の変化

1990年5月に、静岡県下岡市鍋田湾の水深約6mよ
り採取したガジメ幼体28本(茎長 :13.1-21.3
mm)を、媛着剤を用いた平田ら(1990)の方法によ
り、同湾の水深 12.0 mに設置したコンクリートプロッ
ク上に移植し、初期の成長過程を調べるため毎月上旬に長
さ5cm以上の側業数、茎長、最大茎径、最大仮根径を調
べ、約l年後からは長さ 5cm未満の側葉数、未定着仮線
数、最大根長、側葉I曽加数および脱落数も調査項目に加え
た。移植藻体中5本が移植後75ヶ月以上脱落せずに移植
基盤上に存続したので、これらについて得られた結果を報
告する。
茎長は、移植後3年固まで冬から春に大きく成長したが、
以降そのサイズは355-702mmにとどまった。最大
茎径は、移績後l年目の秋から大きく成長し、 2年目に 1
8. 4-2 O. Ommに至った。後は顕著な成長を示さな
かった。発根は冬に始まり、春まで続いたが、基飽への定
着は夏まで続いた。仮根部長径は、移植後1年目の夏まで
鉱大傾向が一般にみられ、その後個体により拡大、停滞、
減衰という変化を示したが、冬の発根に応じた拡大化がみ
られた。最大根長は、移植後3年目まで冬から夏に増大し
がちであった。長さ 5cm 以上の側薬数は、冬から夏に増
大、秋から冬に減少を示したが、長さ 5cm未満の側薬数
は、逆の季節変化を示し、早い個体で移植後3年目に総側
葉数は最大となった。長さ 5cm以上の側薬の新生速度は
秋に低く、冬から春にかけ高かったが、 5cm未満の側葉
を加えた新生速度は夏に低くなった。側葉脱落速度は、夏
に低く、冬に高かった。月当たり側葉新生数と脱落数より
月当たりの側葉増減数を求めてみると、長さ 5c.m以上の
側葉では、春に増加、冬に減少し、側葉全体では、春と秋
に増加、夏と冬に減少する傾向がみられた。
(*山梨大・教育、叫筑波大・下回臨海、***三重大・生物
資源・****電力中央研)
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A05 0寺脇事1)信*・新井章吾軸・聴回大介帥*.屋外

水槽での海藻栽培について

環境条件と海藻類の生態との関係を理解する上では，現

地調査に加えて，対象とする海藻類を水槽で栽培して日常

的に観療し，生残や生長に関わる様喝な現象を把握すること

が，研究の進展に役立つと考えている.

小型のアルテミア飼育用水槽に，花倒宕とカキ殻の破砕物

が主体の浜砂を敷いた.注水ホースの出口を水槽底の浜砂

中に置き，温過後に湧き出した海水を排水管の上鶴から

オーバーフローさせ，浮泥の沈積を防いだ.議食性の小型

巻貝(コシダカガンガラ類}を水槽に投入し，付着珪藻類

の繁茂を抑制する効果を検討した.

1995年8月以降，園芸用の惑冷紗と黒色のピニルシート

を用いて，水繍底への到達光量を5段階(掻大100傍差}

に富量定し，水舗の壁画を掃徐しないまま，随時，渇重量績の重量

培をIitみた.シダモタ，ヤツマタモクとモズク，ヒジキなど

の栽培中に.2年かけて無節サンゴモ量買が壁画を碩コた.

(*南西水研，H{綜}海議研，軸*富山水.It)

A07 0本多正樹・太賓彰浩・蕗永愛・川崎保夫

カジメ海中林現存量動態に友ぼす植食動物の摂食影響-

1.海中林造成用基盤上におけるカジメ生産力について

高い物質生産を行う海中林は沿岸生態系における重要

な場であり.この場が荒廃・消失する磯焼け現象への対

策に関係各機関は苦慮している。海中林衰退の一因とし

て.植食動物による摂食が海中林の生産力を上回ること

が考えられる。そこで海中林の生産力と植食動物による

摂食速度の比較から.海中林現存量動態に対する植食動

物の影響を考察することは有意義と恩われる。

本発表では，海中林造成周基盤上におけるカジメ生産

力について報告する。なお本研究は通商産業省資源エネ

ルギー庁委託調査の一環として実施されたものである。

神奈川県三浦半島商摩の水深11m地点に設置された2基

の海中林造成周基盤に各13枠ずつ永久方形枠を設置し.

1995年9月から翌年10月にかけて.リーフマーキング法

と相対成長式を用いて，カジメ Ecklon.泊cava造成群落

の生産力を測定した。

2基の造成基盤のうち.コンクリートブロックで彼宿さ

れた基盤で1;1:，測定開始時の平均現存量3.0kg.mて測定

期間中の平鈎生産力29.8g.m久 day.¥平均業部涜失速度

2&1g.m・2・day.lと計算された。一方.割石だけで造られ

た基盤では.現存量2.3kg.mて生産力17.5g.m・2・day.¥

・流失速度17.7g.m.2・day.lと計算され.同一水深で，近接

した基盤においても，生産力と薬部涜失速度に大きな差

が生じていた。(電中研)

A06 0二宮早由子*小野勝帥鈴木俊一帥*. 

東海発電所港内におけるアラメの養殖

茨城県東海発電所の港内において、恒常的に海藻を

繁茂させるために、アラメの養殖を行った。平成7年 12

月に三浦半島からアラメの母昔話を採取し、胞子放出さ

せ、種糸に付着させた。平成8年1月に胞子体を確認、

3月に全長5mmになるまで水槽内で養成した。一方、

港内の養殖可能な場所で適地の選定を行い、食害動物

のウニなどを定期的に除去し、基盤面の清掃を行った.

種苗の設置は3積通り(①9mmロープへの挟み込み、

②9mmロープネットへの挟み込み、③18mmロープへの

巻き付け)の方法で行ったo 3月にこれらの一部を直

接基盤に設置し、一部は港内の静穏域に中間育成し、

7月に基盤へ再設置した。平成9年1月には全長 30cm

に生長し、成熟を確認し、 2月には二般になっていた。

7月には第2世代の幼体が磁認され、 10月には第1世

代が全長 90cmにまで生長し、繁茂しており、養殖の

効果を確認した。これらの結果からごく限られた場所

においてアラメを養殖する場合の簡便な方法を検討し

た。

(*東京久栄、帥日;本原子力発電、帥*原電事業)

A08 0太菊彰浩・本多正樹・藤永愛・川崎保夫

カジメ海中林現存量動態に友ぽす植食動物の摂食彫響-
2.植食動物(サザエ.ヨコヱピ類)の摂食速度とカジメ
生産力のバランスと海中林表退について

本発表では.海中林造成周基盤に生息した植食動物の
摂食速度と海中林の生産力の比較から.植食動物の摂食
がカジメ幼体の加入を制限すると考えられる現象につい
て報告する。なお本研究は通商産業省資源エネルギー庁
委託調査の一環として実施されたものである。
神奈川県三浦半島酉岸の水深11m地点に設置された2基
の海中林造成周基盤とその周辺海域において.サザエと
ヨコエピ類の分布密度と体長から摂食速度を見積もった。
その結果， 1995年9月から翌年10月のサザエの摂食速
度は秋季と春季に高<1句.m久 day.l程度となり，冬季と
夏季には低下すると考えられた。 1996年4月から10カ月
聞にヨコエピ類の摂食速度は夏季に高<1g・m久 day.l程度
となり，秋から冬にかけて低下すると考えられた。これ
らの摂食速度の合計とカジメ生産力を比較したところ.
相対的に生産力の低かった基盤上では， 6月から11月にか
けて，摂食速度が生産力とほぼ等しくなり.一方.相対
的に生産力が高かったコンクリートブロックで被殖され
た基盤では.ほぽ通年に渡り生産力が摂食速度を上回っ
ていたと計算された。
その後の潜水観察により.ブロックで被宿された生産
力の高かった基盤ではカジメ幼体の加入が認められたの
に対仏生産力の低かった基盤では幼体は留められなかっ
た。その原因は.生産力を上回る摂食圧により.微細な
発育段階の議体が摂食される鎮度の遣いに起因する可能
性がある。(電中研)



A09 O野呂忠秀・森雄二・森英樹:

鹿児島産フタエモク(縄藻ホンダワラ属)の生態

鹿児島県本土沿岸に分布するフタエモク

(Sargassum duplicatum Boゅの分布とその生育条件を
明らかにするためにこの研究を行った。

1989年7-9月に鹿児島県串木野市長崎鼻において

50cm四方の方形枠を用いフタエモクの生育密度を調

べた。同時に生殖器床を観察して卵放出の有無を確

認した。また，その際得られた幼体(4-5凹)を種々

の塩分(10-40ppt)と照度(0-5，000lux)条件下で培

養しその成長を調べた。

その結果，フタエモクは水深1m前後のタイドプー

Jレや外海に面した岩場に生育していた。一般に南九

州産ホンダワラ属の成熟期は4月から7月にかけて見

られるが，本種の卵放出時期は8月下旬から9月上旬

で，その際の水温は27-28'Cであった。また，培養に

実験から，本種の幼体が成長するための至適照度は

500-1，000 luxであり，至適塩分濃度は35pptである

ことが分かった。また塩分に関していえば，12-40

pptの広範囲で生育できる可能性が示唆された。

(鹿児島大・水産)

A 11 0藤田大介*無節サンゴモ類(紅藻，サ

ンゴモ科)の表層剥離と多層jlJI躍について

無節サンゴモ類では，しばしば表層細胞層もし〈は

その下方の円柱状細胞から上の細胞層{生殖鑓巣層を

含むこともある}が義体表面から剥離脱落する.これ

らの現象は， 表面がcuticleで覆われる種類，表層が

著しく多層になる種類，表層細胞が痕跡的な種類，寄

生/植物着生位の種類ではあまり知られていないが，

それ以外の種類では，所属する亜科や鎚層の積類(一

組織性，二組織位)にかかわらず認められる.表層積j

雌には付着生物排除の効果があるが，これは付着生物

の有無に関わらず起こる現象であり，被覆能力の大き

い議類や付着のための特別な組織を有する謙類に対し

ては効を奏しない.なお.-$の種類では生殖器巣の

形成過程でも表層jlJI態が起こる.一方，多層jlJ醸の効

果としては，事巨体の肥厚(基告書の非活性化}を防ぎ，

基告書への穿孔動物の侵食を防止することのほか，胞子

放出後の生猫犠巣や食害を受防て損傷した体表部組織

の放棄などが考えられている.しかし，義体が十分に

厚〈なり，事車体基郵に穿孔生物が多〈認められる種類

でも，イトマキヒトデの滞留あるいは人工的な損傷に

よって多層剥l健が起こる(*富山県水産鼠験場}
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A 10 O野田忠秀・榊純一郎・田淵賢一:

鹿児島湾における藻場の減少

鹿児島湾に分布するアマモ場とガラモ場の面積を

明らかにするためにこの研究を行った。

1996年4-5月に，鹿児島湾内全域で潜水によりアマ

モ場の有無を確認するとともに，その面積を巻尺や

トプコン光学距離計で測量した。また同年6月1日の

大潮干潮時にセスナ型小型航空機で高度3∞-45Omを
飛行し， 35mmカラーフィ Jレム(ASA400)を装着した

一丸レフカメラ(NikonF・50mm標準レンズ)で鹿児島

湾沿岸を撮影した。その写真プリントを画像スキャ

ナー (Sharpimage scanner 250M)でパソコン (Macinωsh

Perfoma 5210)に取り込み， 画像処理ソフト(Adobe

phoωshop LE-J， NIH image L591Ppc)を用いてガラモ

場の面積を計算した。

その結果， 鹿児島湾内のアマモ場面積は合計7_1 

haであった。これを新村(1978)と比較すると， 過去

18年間に 97%のアマモ場が消失したことになった。

一方，同海域のガラモ場の面積は322haで、これは

1978年に比べ 13%の減少であった。これらの実情を

小型航空機による藻場調査方法とともに紹介した

い。(鹿児島大・水産)

A12 0岩滝光儀・原慶明:山形県沖飛海沿岸で観察
されたサルシノクリシス目糠の1穏について

サルシノクリシス自は黄金色藻綱に含まれていたが、分

子系統解析の結果からは黄金色藻綱と異なる多系統群で

あることが判っている.その中の一つの単系統群を狭義の

サルシノクリシス目と呼ぴ、それらの遊走細胞には恨点が

なく、栄養細胞は外皮に固まれるなどの共通点を持つ.現

在ではこの糠群をペラゴ糠網に置く研究者もいる.

1997年4月に飛島沿岸の水深約7mの砂サンプル及びそ

の予備培養中から球形の貨色藻を分離した.細胞は直径6

-33umで霊祭天質に覆われ、普段は培養容器の側面及び底

面に付着する.細胞分裂は母細胞の壁の中でおとり、多い

ときには 100細胞以上に地殖するためにそのときの母細

胞は直径200umを越える.噌猶後に壁が壊れて多数の遊

走細胞が放出される.また、稀に 10数細胞からなる糸状

体を形成することがある.いずれの細胞内もおよそ 10数

個の葉緑体と細胞表面直下は粘液胞のような小さな穎粒

が散在する.遊走細胞中には葉緑体が 1-2個で、限点は

ない.現在までにこの様の特徴と一致する種の記載はない.

ここではこの様が狭義のサルシノクリシス自の部である

ととを検証する.

(山形大・理・生)
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A13 吉崎誠..東京湾奥で採集される
アオサ属植物の観察

千葉ポートパークは東京湾の最も奥に位置する。大型船舶

が出入りする千葉港に隣接し、 300mほどの人工砂浜があり、

砂浜には年聞を通じて大量のアオサ属植物を主とする海藻の

漂着が観察される。潮が干くとアオサが砂浜に取り残されて

砂浜は芝生のようになる。 10月から 12月には入り江いっぱ

いに漂う。これらのアオサは干潮時でも入り江の外に流れだ

すことなくここにたまってしまう。アオサの体は小さな断片

となり、それらが集合して蓮の葉状の団塊となる。このよう

な状障は1月に陸から海に向かって吹く北風によって入り江

の外に吹き出されるまで続く。 1996年1月から 1998年1月

までの聞に毎月 2回以上の採集を行い海藻の種類とそれらの

季節的消長を調べた結果を報告する。

ここには以下の5種類のアオサが出現し、季節的消長は以

下の通りである。1.アナアオサ(縁に顕微鏡的な鋸歯がな

く、濃い緑色で、体の厚さ 50-100μm:年間を通じて出

現)、 2. ヨゴレアオサ仮称(縁に顕微鏡的な鋸歯がなく、

黄色がかった緑色で、老成すると褐色によごれ、体の厚さ 45

-60μm: 12月-8月に出現)、 3. リボンアオサ(縁に顕

微鏡的な鋸歯がある、細長く、 50-120μmと厚く、平滑で

セルロイド質でかたい :6月-1月に出現)、 4.ウスイアオ

サ仮称(縁に顕微鏡的な鋸歯がある、丸く、 35-50μmと

薄く平滑で、柔らかくさけやすい :6月-12月に出現)、 5.

ヤツアオサ仮称(縁に顕微鏡的な鋸歯があり、縁辺部で厚さ

30-40μm、中央部で50-65μmあり、デコポコし軟骨

質で粗い 7月-11月に出現)。
(東邦大学理学部生物学科)

A 15 0羽生田岳昭*.新井章吾川.若菜弱噂噂柳、植田邦彦事

分子系統から明らかになったマリモの近縁種

マリモはアオサ蕩綱シオグサ科シオグサ属に分額されてきた淡水

生録漢である.これまでマリモの近縁種lこはvanden Hoek(1982) 
によるマリモ節の海塵種3種や阪拭1964)によるマリモ豆腐の海
産種4種が考えられてきた.しかい形態の織別特徴が少なく変異も

大きいこのグループでは，外部形l1liのみによる類縁関係の推測は園艇
であった.以前我々が行った分子系統学的解析の結果この内の2種

(CI.catenata， CI.sociali，坊はマリモと系統的に商量れていることが明
らかになったほか，それ以外にもマリモと単系統群を成すような近縁

な種はなかった.今回の解析では，さらに日本鹿内や近海のシオグサ

科の種を加えて系統樹の構築を行いマリモに近縁な種を探ることを

目的とした.また以前マリモとの類似点が指摘された縫織のあるニ
ュージーランド窟のWittrockiell緬のW.lyallii'も解析対象とした
ほか，外群としてアオサ漠綱の幅広い稽のデータを加えることでアオ

サ環綱内のマリモ類の系統的位置を明らかにすることも目的とした.
その結果，シオグサ属のカイゴ口預CI.conchopheria) ，アオミソ
ウ腐のP.moorean司ジュズモ属のミゾジュズ竜王Ch.ok，宙nurae)，そ
してN.Z.のW.かa11iilJfマリモと単系統群をJi1tL"マリモに近縁な種群
であることが示された.またマリモとその近縁種を加えたグループ

はその他のシオグサ目，ミドリゲ目を合わせたグループの姉錬群とな
り，独立した分類君事であることが示された.
複数の属にまたがってマリモの近縁種が存在したことから示唆さ

れるようlζこれらのグループには新たな視点からの分領群の毘践が
必要であると恩われる.また海産のカイゴロモから汽水産の

W.lya11i~ そして淡水窟のミゾジユズ王P.mooreanaまで幅広〈マ

リモの近縁積が明らかになったこむ北半球のみでなく南半縁にも近
縁稲が存在することが明らかになったことは潟水から淡水へと適応

していったと考えられるマリモのグループの進化の過程やその分散

経路を考える上で非常に興味深い知見である.
円金沢大・理・生級事場(掠}海護研究所、**・阿寒町数宵曇員会}

A140松山和世・田中次郎・有賀祐勝:
淡水産シオグサ属の1新種

埼玉県大宮市の公圏内の池で沈水ロープに着生す

る長さ2-3cmのシオグサ科の糸状藻体を1997年11

月3日に採集した。顕微鏡観察の結果，シオグサ属

に所属することが確認され，以下の特徴が明らかと

なった。藻体は基部細胞下部の細胞壁が盤状となる

単純な付着器により基質に着生する。付着器付近に

長さと直径が主軸とほぼ同じいくつかの一次分校と，

まれに細く短い二次分枝が見られる。これらの枝は

先端に向ってやや細くなる。一次分枝は互生または

偏生，二次分枝は偏生である。主軸及び一次分校細

胞の直径は30-49(av. 37)μm，長さ/直径は0.8-

2.2 (av. 1.2) ，二次分校の細胞の直径は18-43

(av. 29)μm，長さ/直径は0.8-4.3(av. 2.2) ，二

次分校の先端細胞の直径は15-30 (av. 23)μm，長

さ/直径は1.9-6.1(av. 3.3)であった。遊走細胞を

放出したと考えられる空の細胞が校の上部に数個並

ぴ，その放出孔は細胞の側壁のほぼ中央部にlつ存

在した。また，細胞壁に沿って配列する多数の葉緑

体は粒状であり，シオグサ科藻類に典型的な多角形

のものとは異なっていた。本種は 1)主軸細胞の直径

が40μm前後， 2) 主軸及び一次分枝の細胞の長さと

直径がほぼ同じ， 3)特徴的分校構造を持つことから

シオグサ属の新種と考えられる。(束水大・藻類)

A 16 0潟回 智・堀口俊雄・増田道夫:
日本産テングサ自の分子系統学的解析

紅藻テングサ目は世界で10(11)属、約150種が知られ、
わが国では6(7)属、約23種が報告されている。 Freshwater
らの分子系統学的解析によりテングサ目の系統関係につ

いて注目すべき報告がされてきたが、日本近海にのみ生
育するユイキリ (Acanthope/tis属)やヤタベグサ(YatabelJa 
属)についてのデータは合まれていない.これら2属はと
もに1属l種で、外部形態が特徴的でありこれまでの形鰻
学的系統解析においてそれぞれ全く別個の独立したグ

ループとして捉えられてきた。さらに本目唯一の

sympodialな生長様式をとるユイキリは新たな科として独
立させる可能性も示唆されてきた。

本研究では、上記2種を合む日本産テングサ自の系統関
係を明らかにするために、 5属7種の葉緑体R:コードされ
ているrlxLおよび核にコードされている18SrDNAの塩基
配列を決定し、最大節約法、近隣結合法および最尤法に
おいて系統解析を行った.さらに嚢果の特徴やこれまで
あまり注目されなかった二次的仮根などの形態形質と分
子データを比較、検討した.

その結果‘ユイキリとヤタベグサは最も近縁であること
が示され、 GeJidium属・Onikusa属クレードの中に合まれ
ることが明らかとなった。この結果は嚢果や二次的仮根な
どの形態的特徴と一致し、ユイキリのsympodialな生長様
式はごく最近派生した形質であることを示唆している.さ
らに、二次的仮根の形態はGeJidielJa属、 PterocJadia属お
よびPterodadieJJl!属がくぎ状、その他の属はふさ状である
ことが調べた会ての種において確認された。この大きなグ
ルーピングは今回の分子データからも支持され、二次的仮
根の形態は系統を反映したものであると考える。

(北大・理・生物科学)
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A17 0宮下英明・，横山I沼弘ぺ中山剛ぺ河地正伸・ A18 0守屋真由美，井上 勲:卵菌類に近縁と考
Crustomastix didyma (ブラシノ藻)のもつ新規カロテノイド えられる無色鞭毛虫 1纏の微細構造と分類

C間 S旬mastixdidyma (ま，北太平洋の表層海水から分隊され 黄色植物はピコソエカ類，卵菌類，ラビリンチュ

た単細胞の遊泳性議類である.形態的特徴ならびに分子系統解 ラ類などの葉緑体をもたない生物群とともにストラ

析結果から，この獲がブラシノ藻鋼マミエラ目の濠類に近縁で メノパイルと呼ばれる系統群をつくっている。岩手

あることが報告されている1)ブラシノ藻頬は.機々なカロテ 県長部湾より採集，単離して得られた無色ストラメ

ノイドをもっ.特にprasinox田 thinや urio6deは，マミヱラ目 ノパイル 1種の微細構造を調査し，既知のストラメ

の藻類が特徴的にもつ色索で，分類を考える上での一つの指標 ノパイル生物と比較を行った.

ともなっている。またpr副 noxanthinは，青色光の鋪獲など光 細胞は 2本の鞭毛をもっ(前鞭毛，後鞭毛)。大抵，

合成への寄与が報告されている。 後鞭毛の先端で付着し，前線毛の銀動によって細胞

C. didymaの色索組成について分析したところ.C. didyma が前後に激しく振動している.前鞭毛上の管状マス

が他のブラシノ濠類には見られない新規なカロテノイドを主要 チゴネマの先端毛は不等長2本である。鞭毛移行部

にもつことを見い出した。 C.didymaは既知のマミエラ自の藻 には doublehelixが存在する.鞭毛根のルート3はU
類が共通にもつprasinoxanthinや uriosdeを含まない.新規カ 字状 10本の微小管で，途中で7本と3本に分かれ
ロテノイドの光吸収特性は.siphonax剖 thinに煩似していた。 る。この 2つに分かれたルート 3の聞に餌粒子を捕

しかし，逆相カラムクロマトグラフィーでは.siphonaxanthin 食する部位があると考えられる。

よりも保持時聞が短<.より極性の高い物質であることが推療 先端毛と doublehelixの特徴は，卵菌類と無色鞭毛虫

された。 NMRならびにマススペクトルから，この色濃を Developayellaに類似し，またルート 3の特徴は
methyl-siphonaxanthinと決定した。蛍光分析では，この色素 Developayellaと共通する。 Developayella属の特徴であ

の吸収帯が光合成に寄与していることが示唆された. る細胞表面の大きなくぼみがないことなどから，新

C. didymaのカロテノイド組成は，マミエラ自の藻績として 属として扱うのが妥当であると考えられる.卵菌類

は極めて特殊であるo C. didymaは，マミエラ固ならびにプラ とDe開'lopayellaは，既知の分子系統において近縁で

シノ藻類全体のカロテノイドの系統進化を考える上で興味深い あることが示されており.doub le helixをもつことでま

生物といえる. とめられる分類群が新設された。このことを考慮す

川中山ら(1996)日本植物学会第60回大会要旨集.p137 ると本種も卵菌類に近縁である可能性がある。

{・海洋バイオ研・釜石海洋バイオ研・清水筑波大・生物筑波大・生物)

A 19 
0中原美保・中野武登・関 太郎: ミドリゾウリムシ
(Param8cium bursaria)における共生藻の種多様性

Reisser (1984)は、ゾウリムシ、ラッパムシ、カイメ
ン等の共生漢は、すべて Chlorel/aであると報告している
が、以後詳細な分類学的検討は行なわれていなかった.
1995年、大西ほか(未発表)により本州2ヵ所から得た
ミドリゾウリムシの共生誕が異なっていることが明らか
にされた.宮城県の湿原のミドリゾウリムシの共生豊富は

Chlorel/a kessleri、広島県の川と溜池のミドリゾウリムシ
の共生漢は Chlorellovu信'arisと同定された.これら共生
藻の違いは地理的要因によるものか、ミドリゾウリムシ
の生息環境によるのか、あるいは個体により取り込む共

生藻の種に多様性があるのかは不明であった.
本研究では、ミドリゾウリムシを 5県、 15ヵ所から生
育環境(湿原・溜池・}I1)を考慮して採集し、単離・培
養し、それぞれ数株の培養株を得た.ミドリゾウリムシ

の体内での共生藻の形燈と、分離・培養後の共生藻の形
態を光学顕微鏡で観察した結果、ミドリゾウリムシの共
生藻は、 Chlorellakessleri、Chlorellavulgor也、 Chlorel/a
saccharophilaと同定した.従来、ミドリゾウリムシの共
生藻として、 C.SIlccharophilaが報告された例はない.広
島県のある溜池から採集したミドリゾウリムシでは、 C

vul1!arisとC.saccharophilaの2種;of1個体の中に混在し
て夫生していることが明らかになった.ミドリゾウリム
シ1個体の中に共生藻が2種含まれている報告は本研究
カt初めてである.また、C.vulgarisとC.saccharophilaが
1個体内に存在する割合は個体により異なっていた.こ
れらの結果は、ミドリゾウリムシに共生している藻類に
種多様性のあることを示唆している.

(広島大・理・富島自然植物実験所)

A20 0小林教・田中次郎・南雲保"

海産付着珪藻 Aγ'ac加oidisαsの増大胞子形成

東京都三宅島産の紅量産マクサ上に大量に付着して

いた中心類珪量産 ArachnoidisαISehrenhergi i Ehr. 
を海藻ごと培養したところ，増大胞子の形成がみら
れた。増大胞子は藻体上に付着し，球形のペリゾニ
ウムに包まれて形成された。その中で新しい彼殻は
およそーヵ月かけて形成された。栄養細胞の殻径の

平均が約 150μmであるのに対して，胞子および新
しく形成された被般の直径は 300μmを超える大型

のものであった。文，この過程の唯一の観察例であ
る遠藤ら(1910)と同様，まず，球状で柄のある胞子
が両被殺の内側に形成されその後一方の細胞質が中
央に集まって半被殻が形成され，続いてもう半分の

細胞質が中央に集まる事で殻の中で新しい被殻が半

分ずつ順に形成されることを再確認した。今回の観
察では，中心域の形成が被殻の他の部分の形成に比
べて遅れることが明らかになった。更にベリゾニウ
ムのSEM観察の結果，本種のペリゾニウムは放射
状配列と帯状で不定形の餓片で構成されていること

が明らかになった。このような餓片の形態は特異的
であり，今後近縁属との類縁を検討する上で重要で

あると考えられた。

ヤ東京水産大・資源育成，“日本歯科大・生物)
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A21 0福島博・・小林艶子・・吉武佐紀子..: 

コパーグ島{カナダ北極圏)でえた緑雪中の

Chl細川omonasについて

グリーンランドのヨーク岬沖での75・54'
N、67・15'Wの地点で 1818年8月17 
日ジョン・ロス率いる北極探険隊が赤雪を採集し

た.との採集品を研究し、 L.F.Bauerはその構成
生物をUredon i valisと命名し、菌類の 1種とし
た(1819).ζの研究が氷雪漢の最初の科学的研究

とする研究者が多い。

この種はProtococcusnivalis • Palmel1a 
nivalis. Coccochloris nivalis. Hysgnu田 nivale.
Diseraea nivalis. Chlamydococcus nivalis. 
Sphaerella nivalis. Ha副首atococcusnivalisな
どの学名を経て 1904年にN.Willeによって現
在使用されているChl細川畑onasnivalisに所属

がえをされた、シノニムの大変多い種である。

所属が永年決まらなかった理由は‘最初の研究

が古く、生活史のstageの不動胞子だけで、その
観察が充分でなかったζとと、その標本が保存さ

れていなかったためと考えられる.
福島は 1996年8月9日Chlamydomonasnivalis 

の原産地から数十km総れたコパーク島の宕陰の残
雪で緑雪を採集し、多数のChla田ydomonasを検出

した、その種名について検討を行う.

-藻類研究所・“湘南短期大学

A23 0吉田吾郎・・村瀬昇...新井章吾・... 
吉川浩二・・寺脇利信・

広島湾産ホンダワラ類4穏の初期生長特性の比較

痛深帯に生育するホンダワラ類においては.その分布

が水深に沿った顕著な帯状檎造を示すことが知られて

いる.また同所のホンダワラ群落においても.群落を構

成する種類が経時的に変化する.このような種ごとの

分布の違いや群落構成穫の変化の機構として，様々な波

浪・涜勤環境や光環境に対する種ごとの適応性の違い

が作用していることが想像される.ホンダワラ類群落

の維持更新機構の解明のためには.入植に関わる幼体の

生理生態特性を明らかにする必要がある.その研究の

一環として.広島湾産のホンダワラ属4種 (Sargassum

horneri. S.mutic岬'.S. patens. S. macrocarpum)の初
期生長特性の比較を鼠みた.

採取した幼蛭を機々な光条件(12.5-400μEm""'sーっと水

温下(5-30"(:)で培養し.2週間後と 4週間後に回収した.

光を捕捉する初期業と.濠体を基盤へ固着させる付着繕

(仮根部〉とを別々に写真栂影し.画像解析によって面

積を測定し.それぞれの発達過程を定量化した.これら

の結果を比較し.各種の初期生長特性の遣いを考察する

とともに.種による分布域の違い等生態特性との関連に

ついても触れたい.

ド南西水研.“水産大学校.日・株・海藻研)

A22 池原宏二・初夏の四国外海織における流れ誕の構成
種と出現割合

春~初夏の四国外海の流れ藻にプリやマアジ稚魚が付い

ており，漁業上重要である。このため.1993-1995

年初夏に豊後水道，土佐湾，徳島・和歌山県沿岸，紀伊水道

で合計10回，流れ藻の締成種，量的出現割合，年による出

現種の変化などの調査を行った。四国外海の流れ藻は緑藻1

4種，褐藻36種，紅穣15種，アマモ科2種，合計67種

から構成されている。中でもホンダワラ類が27種出現し，

量的に76-100%占め多い。豊後水道の流れ藻は199 

3.1995年にマメタワラ. 1994年にアカモクが最も

多い。土佐湾と紀伊水道はヨレモクモドキ，徳島・和歌山県

沿岸はヤツマタモク，オオパモタが最も多く，それぞれ43

-100%占め，これらが各海域の代表的な流れ様であり，

一般に地元に生育している(斎藤 1980) .他に土佐湾では

オオオゴノリが17%.カゴメノりが6%.サルガッサム亜

属では地元に生育するコプクロモタ，フタエモタ，生育しな

いトサカモクが多い月に9-17%.他に5種が出現した。

1 980年代に多く出現したタマナシモクは今回ほとんど

見られず(大野 1981.吉村・他 1983).ヨレモクは吉田

(985)の報告と今回の出現率が 1%以下であったことから

99%がヨレモクモドキと推定された。(遠洋水産研究所)

A24 0河野繁質事・桑野和可*・嘘峨直値判:アラメ配伺
体の凍結保存

アラメは審車場を構成する重要種の一つであり，その配{肉体は

議場造成において必要不可欠である.本研究ではアラメ配偶体

の安定保存のため，液体窒棄による凍結保存を試み，生残率に

影響する要因を検討した.

静岡県御前崎で採集したアラメ(EJseniabJcyclis )から分離し
た配偶体{雌;MGEB-001抹，雄;MGEB-002株)を材料とし
た.様々な凍害防御舟jを単独，または組み合わせて海水に溶解

し，ここに細断した配偶体を懸濁させた.との懸濁液を簡易予

備凍結装置によって1'C/分以下の冷却速度で-40'Cまで予備凍
結するか，またはプログラムフリーザーを用いて1'C/分の冷却
速度でー20'C--60'Cまで予備凍結した後，直ちに液体窒素に

浸して急速凍結し. 1日以上保存した.解凍は40'Cのウォータ
ーパス中で行い，解凍直後，および解凍1-11日後の生残率
をエリスロシン染色による細胞の生死判定により求めた.

凍害防御剤を単独で使用した場合，エチレングリコールが最

も凍害防御効果が高<.その最適浪度は10%であった.海水浪
度を50%に下げても生残率は上昇しなかった.エチレングリコ
ールと他の凍害防御剤を組み合わせた結果.10%エチレングリ

コールと10%プロリンとの組み合わせが最も効果的であり，解

凍直後の生残率は雌が62.0%.雄が52.6%であった.解凍した
配偶体を熔接すると，時間経過にともない生残率は低下し，解

凍4日目で最低(雌;31.1%.雄;27.2%)となった.予備凍結
温度を検討した結果，最適な温度はー40'Cであった.液体窒索
中で200日以上保存しても生残率の低下は認められなかった.

(ホマリン・グリーンズ，判東海大・海洋)



A25 0桑野和可*・下岡久美香*・嵯鴫直恒**.アオノ
リ属凍結保存株の単為発生について

純系化した海藻培養株の凍結保存は，均質な実験材料の安定

供給と研究の効率化に寄与する。これまでにアオノリ属議類の

雌雄両培養株の樹立とその凍結保存を進めてきた。本研究で

は，凍結保存したこれらの株が解凍後も生長，成熟し綾合能を

持った配偶子を放出するかどうか，さらに国偶子の単為発生に

よって再び配偶体を得ることができるかどうか検討した。スジ

アオノリ Enteromorpha prolilおra雌雄2株(MGEP・1，2) 
およびヒラアオノリ E ωmpressa雌雄2株(MGEC・1，2)を
材料とした。これらは海水に10%DMSOと5%プロリンを

加えた凍結媒液中に懸濁してー40.Cまで予備凍結し，その後

液体窒索に浸して凍結したもので， 40"Cのウォーターパスで

解凍して用いた。解凍した議体を培養すると4本の鞭毛を持つ

遊走子様の遊走細胞が放出された。この遊走細胞から生じた発

芽体を1個体ずつ分離して培養すると， 2本の鞭毛を持つ逃走

細胞が放出された。この遊走細胞は同一株の異なる個体から放

出されたものとは接合しなかったが，同一種の異性株から放出

されたものとは接合した。またこの逃走細胞は単為発生し，生

じた蕩体からは4本の鞭毛を持つ遊走子様の遊走細胞が放出さ

れた。さらに観察を続けると， 4本鞭毛と2本線毛の遊走細胞

の放出l主交互に繰り返された。以上の結果から，凍結保存後で

も藻体は後合能を持ったE偶子を放出できること，また少なく
ても本研究で用いた培養株については通常の胞子体と毘偶体の

世代安代のほかに，単為発生によって生じる胞子体とE偶体の
安代があることが明らかとなった。

(*マリン・グリーンズ**東海大・海洋}

A27 0高橋昭善・井上勲“:

下回産ヤツマタモク(褐藻ヒパマタ目)の気胞に内

在する髄糸(仮称)の形態について

1 997年(平成9年) 9月から 10月にかけて下

回湾で採集したヤツマタモク (Sargassumpatens 

var. schizophylla)の気胞内に，根もとから冠葉に

かけて白色の糸状体が1本(1束)張られているの

を見つけた.長さは，気胞の長径と同じ，太さは0.3

-0.4mmであった.光学顕微鏡による観察から

0.1mmの太さを持つ菌糸状の細糸から構成されて

いること，さらに横断面で見ると中空~管状構造~

であることがわかった.ヒパマタ目の他の藻につい

て調べたところ，アカモクにも類似構造のあること

がわかった。糸状体の役割については，よくわから

ない"気胞は，ホンダワラ類に特徴的なものであり，

葉の変形であるとするのが一般的である.そのため

糸状体は，葉の中肋部を構成する髄の一部とも考え

られる.そこでここでは，仮に「髄糸J(med叫lary

filament)と呼ぶこととした.気胞はこれまで分類的

な観点から，冠葉を含めて外形的特徴が研究の対象

とされてきたが，その内部構造に関する研究はほと

んどない.今後は気胞の発達過程や構造に注目して

研究を進めていきたい.

い筑波大バイオシステム**筑波大生物)
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A26 川鳴昭二:本州北部太平洋沿岸に分布する
コンブ類の再生について

多年生のコンブ類は原IIIJとして毎年成長.成熟.末
枯れ期を経て葉基部から新組織を再生し.加令する.
本州北部太平洋沿岸でマコンブまたはホソメコンブと
されているコンブについてはこのような詳細な生活史
の研究はまだ行なわれていないが.私はこれらのコン
ブが1年生か2年生かを知る手掛かりとして再生現象
の有無に注目してきた。その結果これまで福島県沿岸
でそれらしい葉体をわずか2個体入手したが、真の再
生かどうか確信が持てないまま過ごしてきた.
1996年10月16日.岩手県三陸町の越喜来湾でコンブ
を採集した際その中の5個体と.たまたま福島県の東
京電力福島第一原子力発電所港内で10月14日採集し.
同定のために北里大学水産学部に送られてきたコンブ
の10個体に再生が始まっているのを発見した.両産地
の再生葉体はいずれも生育水深が50c回以浅であり.ま
た築長が 1m未満の比較的小さい個体に多かった.
一般にマコンブとその類縁種の再生は新旧両業の境
があまり強くくぴれない型に属するが.その中にも個
体差があり.その原因は各業体が再生の前に十分な成
長休止期を持っかどうかによると考えられている.今
回の両産地の業体はいずれもくびれが不明確な再生型
に属し，特に福島第一原発港内産ではよほど注意しな
いとその存在を見逃すほどのものであった。いずれに
しろ、このことは分布の南限におけるコンブにも2年
生になる可能性があることを示唆している.今後さら
に詳細な研究に俊ちたい.調査の便を与えられた北里
大学水産学部小河久朗先生に感謝する.

{函館市日吉町4-29-15) 

801 0稲岡心，畠中芳郎，小林修，東原昌孝，槍
山圭一郎:Duna1iel1aにおける貯蔵澱粉の諸性質の
検討I

耐塩性緑藻 Dunal1ellaは乾燥重量あたり約10%
に達する澱粉を蓄積することが知られており. これ

は近縁種のChamydomonasrelnhardt1iよりも多
く，Chlorel1aなどに匹敵する.そこで，この貯蔵
澱粉の諸性質について検討を行った.

X線回折により澱粉の結晶構造を比較したところ，

本貯蔵澱粉はコーンスターチに類似した構造を示し

たが，その糊化温度は1O"C程度低かった.また，植

物では培養温度の変化に伴い，蓄積された穣粉の糊

化温度も変化することが知られているが，

Duna1iellaにおいても培養温度の変化に伴いその貯
蔵澱粉の糊化温度が変化することが見い出された.

澱粉中のアミロペクチンの分岐鎖長分布は，コーン

スターチよりも比較的短鎖長のものが多く含まれて

いた.植物等では，窒素飢餓によって貯蔵澱粉量が

増大することが知られているが，Dunal1ellaにおい
ても，窒素飢餓でその貯蔵澱粉量が乾燥重量の約

50%程度にまで増加しており，それとともに

Chlamydomonasに知られているような，ある種の
貯蔵脂質の蓄積も起こっていた.

(大阪市工研)
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802 0畠中芳郎，稲岡心，小林修，東原昌孝，槍
山圭一郎:DunaHellaにおける貯蔵澱粉の諸性質の
検討II

緑藻 Duna11ellaの貯蔵澱粉は，その細胞がおか
れている環境の温度，塩濃度などの急激な変化に対

応してその貯蔵量が変化する.そこで，これらの環

境条件変化による刺激を与えた後の，この貯蔵澱紛

の諸佐賀の変化について各種検討を行った.

澱粉の貯蔵量は低温に移行させることで増加して

おり.Chlore1la等で報告されているのと同様の傾向
がみられた.この時の澱粉の結晶構造のX線回折像

や，澱粉中のアミロペクチンの分岐鎖長分布には顕

著な変化は見られなかったが，その糊化温度は温度

移行に関係して変化していた.

DunaHellaは急激な浸透圧上昇に対して細胞内の
グリセロール濃度を増加させ，相対的な細胞内の浸

透圧を調製して細胞を浸透圧変化による破壊から守っ

ているが，その時には澱粉がグリセロールの供給源

として消費される.この時澱粉分解酵素類の中で，

アミラーゼ類の活性に顕著な変化はなかったが，ホ

スホリラーゼ活性が倍程度上昇していたことから，

急速な澱粉の分解にはホスホリラーゼが重要な役割

を果たしている可能性が示唆された.

(大阪市工研)

804 0尾崎紀昭・岡村好子・.岡崎恵視
円石穣Pleurochrysiscarteraeの石灰化部位に結合

したカーポニックアンヒドラーゼ

円石諜(ハプト植物門}は誕量産の単細胞穫で方解石

(CaCOs)から成るコッコリスと呼ばれる精巧な鍵を

細胞内の特殊な装置“コヲコリス小胞"で造り、細胞

外へと放u¥して細胞表蘭に祝電する.1'1石諜の1種、 P.
carteraeのカーポニヲクアンヒドラーゼ (CA)に注目

し、コヲコリス形成への関与について爾ぺた.その結

呆、次の知見を得た.

(1)細胞外CA活性はコヲコリスに紡合していた.

(2) .体からCAを拍u¥し、アフイニティーカラムに

よって分離した。分隠されたCAは醸成分に結合してい

るとJ思われる。
(3)イムノプロッテイングによって、この様のCAは

紅.PorphyridiumpurpureumのCAから爾製した抗体
と反応することが分かつた。単離したコッコリスの不

溶性有機成分中にも閥抗体と反応するCAの存権が機能

された。

(4)同抗体をJHいた免疫電子顕微鏡法により、 P.
carteraeのCAは業縁体の他に、コヲコリス小胞内及び

コッコリスの基盤に多〈存在するこkが分かつた.
以上の結果より、円石誕の布灰化榔位ではCAが炭lIt

イオンを供給することで、コvコリス形成の促進に附
与していることが強〈示唆された.

(東京学芸大、.東京農工大)

803 OJlI野辺英昭*・岩本浩二布市・猪川倫好布市

広極性紅藻アヤギヌのマンニトール・1・リン殴デヒ

ドロゲナーゼの精製

アヤギヌ (Caloglossacontinua)は紅藻では唯

一，適合溶質としてマンニトールを含有し，趨i島度
変化の激しい河口域に生息している。我々は蕩類の

マンニトール代謝に関与する酵素系の精製を進めて

きているが，今回アヤギヌのマンニトール・1・リン

酸デヒドロゲナーゼを精製しその性質を調べたので

報告する。アヤギヌ粗抽出液をPEG-硫安処理をして
フィコピリンを除き，疎水クロマ卜で分画した活性

画分をアフィニティクロマト (Red-120)で精製し，
さらに Mono-Q，8ephacryl 8-100を経て， 8D8-PAGE 
上で単一のバンドにまで精製した。ゲル溜過および

8D8-PAGEから推定される分子量はともに53Kと変
わらず，単量体酵素であることを示した。この酵素

の至適 pH1;1:7.0で，基質は Fru・6・pと NADHに特
異的であった。また一価または二価の陰イオンによ

る活性の促進がみられ，趨;貰度変化とマンニトール

代謝の関連について考察した。

(*秋田大・教育.市市筑波大・生物)

805 。波多野洋子ぺ白岩善博“:

溶存無機炭素涜度変化による円石藻の光合成，

石灰化および生育速度の調節

円石藻は，光合成と石灰化による二種類のCO2
固定反応を有するため，各反応へのCOi供給がう
まく制御されなければならない.また，細胞内

石灰化反応で生産されるCOzが光合成の基質とし

て利用されるなど相互の関連も重要である.本

研究では，繕地中のCa++とNaHCUs浪度を変化さ

せることによる光合成，石灰化および生育速度

への影響を調べた.Emi Ii ani a huxl eyiを空気
と平衡の低浪度の溶存無機炭素 (DIC)条件下

で培養した渇合，細胞数の増加が著しく見られ，

コッコリス形成は抑制され，コッコリスの少な

い円石藻細胞が多く得られた.一方，光合成の

飽和条件となる20mMのNaHC03を添加すると，

細胞数の噌加が抑制され，石灰化が促進される

と共に，コッコリスを多層につけた細胞が観察

された.Ca++の添加も細胞数の僧加を僅かに抑

制した.これらの錨果は，細胞の噂殖と石灰化

は相反的に制御され，高濃度のDIC添加は石灰

化を促進させるが細胞糟殖を仰制することを示

している(*新潟大・理，“筑波大・生物)



806 0森田詠子・・野崎久義・・都筑幹夫“:
ピレノイドを欠く単細胞録藻Chloromonas，及びそれに近縁な
稼の形態と光合成のCO2浪縮織構について

光合成のCO2固定酵素Rubiscoは，真核藻績の.縁体内では
集合してピレノイド基質となっているが.その生理機能は不明
瞭な点が多く、我々はそれをより具体的に推測する目的で比較

生物学的研究を実施している.RubiscoはCO2'こ対する親和性
の低い酵素であるが，藻類は細胞としてのCO2'こ対する親和性
が高い。これはCO2をRubiscoの回りに集める rrco2潰縮機構』
が働いているためと考えられ，carbonic anhydrase，細胞内へ
の無機炭素の蓄積に加え.ピレノイドも関係すると考えられて
いる。一方，ピレノイドのない蕩類もあり，それらはcO2獲縮
機構を持たないと報告されていたが，我身はピレノイドを欠く
ことが確認された単細胞緑藻Chloromon.邸のcO2浪縮機構を検
討し，ピレノイドを欠いていてもcO2浪錦織構が働いている練
の存在を報告した (Moritaet a1. Planta in press).今回これら
に加え，その近縁な株を調査し，ピレノイド微細形態とcO2浪
縮機構の関係についてさらに検討を行った。ピレノイドを欠〈
Chloromonasに近縁なChlamydomonasの5株のうち4株には
ピレノイドがあったが，残る 1線の葉緑体中央の基質構造では

免疫電顕でRubiscoの集中が認められず.ピレノイドがないこ

とが判明した.またChloromonasの1株では，スターチを欠く
Rubiscoの集中したピレノイドを持つことが判明した。典型的

なピレノイドを持つ株はcO2濠縮機構を持ち.中でも細胞内の
無機炭素の蓄積が比較的高かった。一方，典型的なピレノイド
を持たない株にはcO2混縮機構を持つ稼と持たない株があり，
持つ緑においても細胞内の無織炭素の蓄積が低かった.そのた
め，典型的なピレノイドの存在は光合成のcO2浪縮機織におけ
る細胞内無機炭素の蓄積に関与していることが推測された.

(・東大・理学系・生物科学. 日東薬大・生命)

808 0横山亜紀子近藤貴靖
広好原慶明

イデユコゴメ藻群(紅色植物)の分子系統解析

イデユコゴメ藻群は現在までに Cyanidioschyzon属

1種と匂叩idium属 7種が報告されている。本研究で

は本藻類群の系統的位置，および群内の遺伝的分化の

程度を明らかにすることを目的とし，Cyan拙ium属 3

種について，日本国内より採集・単離した培養株，お

よび Gottingen大学の株保存施設(SAG)から譲渡され

た株の 18SrRNA遺伝子の塩基配列を決定，解析を行

った。

その結果，調査した全ての種は単系統となり，紅色

植物の中で最初に分岐することが明らかとなった。ま

た，形態から認識された“種"はそれぞれ単系統群と

なった。さらに，従来 Galdieria属としてまとめられ

ていたC.SuJphU1冨riusおよびC.parガtImは単系統群を

形成した。一方 C.caldari聞のインドネシアと日本の

株の遺伝的距雛は，他の単細胞性紅藻での種聞に相当

することや， C.caldariumと他の2種の聞の遺伝的距

離は，他の単細胞性紅藻の属関に相当するほど大きい

ことが示された。今後，本藻群で系統関係を反映した

分類学的研究を行うためには，さらに多くの地域から

Cyandium属藻類を採集し，塩基配列を比較する必要

がある。(・東北大院・理・生物山形大・理・生物)
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807 α丘藤貴智・横山亙紀子“・大橋広好“・原
慶明*イデユコゴメ藻群(Cyanid1analgae)の形態と分類

イデユコゴメ藻群は温泉藻として有名であり、好高

温・好強酸性で、真核光合成生物では最も古くに分岐し

たといわれる系統学的に重要な生物である.

演者らはこれまでに東北地方に散在する温泉を対象に

それらの分類と生育分布、環境要因との関係を調査し

た。朱記競穏を含む3種を確認し、いずれもpHl.4-S.4、

3 5 "c以上の水温で、硫黄ないしは疏化物を主成分とす

る温泉に生育していることを報告した.

今回、これまでに単離・培養に成功した3種について

天然および培養下での形態を比較し、分類学的な検討を

行った.これらの藻群は細胞サイズ、内生胞子数、葉縁

体の形などの形質に依拠に同定するが、培養下において

細胞のサイズは一般に小さくなり、また葉緑体の数と形

態も変化し天然の状態は維持されないことが判った。し

かし、内生胞子数は培養下でも維持され、 Cyanidium

caldariumはこの点においてC.sulphurarius、未記議種
(恐山株)とは区別がつく.また、恐山株は天然、培養

下のいずれにおいても同条件下の他の2種よりも細胞サ

イズが大きく、葉緑体が復数個あるので際別することが

可能である.このように形態的に際別可能な培養株を用

いた分子系統解析はいずれの種も単系統であることを明

らかにした.

(*山形大・理・生物、日東北大院・理・生物)

809 C次塚重人*・須田彰一郎紳・李仁輝***・渡辺良之****
小柳津広志*・松本聴*・渡辺信*****

MJcrocystis属(ラン藻類)の種分類に関する再考

Microcystis属はこれまで，コロニー形態を中心と
する形態的特徴に基づいて種分類されてきたが，再

現性をめぐる問題が残されてきた。本研究では，こ

れら形態種の，形態的.生理的，生化学的，および分

子生物学的な特徴付けを試みた。しかし，生理的.

生化学的には，各形態種を区別し得る特徴は得られ

なかった。形態についても，培養下での観察ながら，

変化しつつ複数のコロニー形態を持つ株が認められ，

また，細胞の大きさが培養下で変化することも示さ

れたことから，これまでの形態による分類手法の少

なくとも一部については，見直す必要があると考え

られる。 16SrDNA塩基配列の相向性は，各形態種

間で全て99%以上と極めて高く，形態種聞に境界線
を引くことは不可能だった。また， 165-2351百
領域の塩基配列に基づく系統樹は，本研究で扱った

株がいくつかのグループに分かれることを示したが，

形態種の分類とは一致しない点が多かった。すべて

の結果から総合的に判断すると，形態による種分類

を裏付ける材料はほとんどなく，本属の種レベルの

分類にコロニー形態を用いることには限界があると

考えられる。

伊東京大学・紳財団法人地球・人間環境フォーラム・料*筑波
大学・材料国立科学博物館・*****国立環境研究所)
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810C淳仁輝・ 渡辺信...浮遊性シアノバクテリア
組昆盟の一帯種.ム鑑盟昆虫について:その形態的，生理的.

生化的及び遺伝的特性

シアノバクテリアの新しい分類帥酔培養材料に基づく形

態学，生理学的，生イじ判9および遺伝学的特徴によって行うべき
であるととカ洪通の認識となってきている。シアノバクテリア，

A盟単旦且属間蜜務植物として， 1822年に臥Yryよって設立された。
本属は糸状体で，栄養細胞のほかに榊脚色子及び異質棚包をもつ

ことで特徴づけられる。浮樹生企旦昆盟主はガ刃包を持ち.富栄養

仕湖沼に大発生し.水の華を形成する植物ブランクトンである。

演者らは千葉県より採集したサンプルより企坐単旦ιのー
浮甜封朱を分離培養し，無菌化することに成功した。本講演では

その株について，形態的特性，生育温度鮒生趨分耐生従属栄養他

脂肪蹴E成及びGC含量を調べた結果を報告する。

稽養された掠の糸状体凶視則的な螺旋状で，明瞭な粘鞘が確

認されず，短楕円形の榊悶包子が異質細胞に按すること。これら

の特徴はA.C盟理単に類似するが，伽蹴包子と異質棚包の位置

関係が異なる。本株には従属栄樹生はなかったまた本株の生育温

度と塩分市惟はそれぞれ15-35・C及び026%であり.それらでも
形鶴均類似麗A.c<塑腫血(1O-30"C及び0.43%)とは異なる。脂

肪酸組成について'， 16:0，16: 1，α・18ヨが主成分であり， 16:2及び

16:3の脂肪酸をないことから，Type"2Bに属する，16:2及び16:3の

脂肪酸をもち， Type"2A に属するム五盟民監と区別された。 GC

含量は45.5mole%であり，A.c<塑旦虫(395mole%)と違った値を

示した。形績だけではなく，生郡~，生イ出削.遺伝学的にもこの
株は新種であることを判断したから，A.eucom戸似を命名した。

(.筑波大生物科学、"国立環境問

812 0今泉真知子*・演回仁**:
ミカヅキモの有性生殖過程に及ぼすDNA合成阻害剤の誘
発効果

ミカヅキモは、窒素源が存在してもエチジウムブロマイ

ド(EB，0.0.3-3 mg/J)、アクリジンオレンジ(AO，3xl0-
7M)、マイトマイシンC(MC， 10 mg/J)、アラピノシルシ
トシン (ara-C，10-4 M)などのDNA合成阻害剤を与える
と，接合子形成率が対照群め1.5倍以上に高められる(演

回&今泉，日本植物学会第61回大会)。本研究では、ミカ

ヅキモの接合子形成過程に及ぼすこれらの薬剤の形態学的

影響を調べた。

有性生殖下でEB、AO、MC、ara-Cを各々接合子形成

率を高める濃度で与えると、前配偶子細胞や配偶子細胞、

接合子が高頻度で形成された。しかし、 EBが高濃度 (3

mg/J)で与えられたときには、配偶子からのprotoplast

releas巴やfusionが妨げられて、配偶子段階で発生が停止

して接合子形成が阻害されることがあった。またMCが

10-30 mg/Iで与えられたときには、楕円形の接合子がと
きどき形成された。 AOやara-Cは、異常な接合子を誘発

しなかっeた.他方、無性生殖下でEBやMCを投与すると、

前配偶子細胞に似た栄養細胞が高頻度に出現した.このこ

とは、 DNA合成阻害が、 2C→4Cへの無性増殖サイクル
から、 2C→ lCの有性生殖サイクル (Hamada，1987)へ

の変換を引き起こし、栄養細胞から前配偶子細胞への分化

に効果がある可能性を示唆していると考えられる。

(滋賀医大*・富山医薬大**) 

811 0野崎久義市・太田にじ傘事・山田陵$事$・高野惇嘉
*緑藻・オオヒゲマワリ自の系統的に分離した Pleodorlna
calIfornlcaとGonlummultIcoccumのrbcL遺伝子のイン

トロン

葉緑体ゲノムの蛋白質コード rbcL遺伝子のイントロンについては
EuglenophyceaeのEuglenagraciJis (Gingrich & Halllck 1985， 

J. Blo1. Chem. 260: 16156， 16162) • Astasia longa (Siemelster 
& Hachtel1991， Plant Mo1. Blo1. 14: 825)及びUlvophyceaeの
Bryopsis maxima (Kono et a1. 1991， Plant Mo1. Bio1. 17: 505)、
Codium fragile (Manhart et a1. 1991， J. Phyco1. 27: 613)で報告
されているが、これらはすべてgroup11 intronである。
我々 は群体性オオヒゲマワリ目 (colonlalVolvocales)の系統関係

をDNAの塩基配列データから推測する目的で、 rbcL遺伝子1128塩
基対を用いた分子系統樹を構築した (No坦klet a1. 1995， J. Phycol 

31:970; No祖klet a1. 1997， J. Phyco1. 33: 272)。この中で、明かに

系統的に分離した数種のrbcL遺伝子に介在する塩基配列がPCR法に
よる遺伝子増幅と塩基鹿列決定時に認められた。今回、その中の

Pleodorina caIIfornlcaとGoniummulticoccumのrbcL遺伝子の
イントロンの分子レベルの特徴を明かにし、分類及び系統解析に基づ
〈これらの起源に関する考察を行った。決定された塩基配列に基づき
イントロンのRNA2次構造を構築した結果、とれらはrbcL遺伝子で
は今までに報告がないgroup1 lntronであり、 P.caJjfornicaとG.
muItIcoccU1刀の同一のエクソン部位 (462-463)に介在するものは

group IA2 intron (1320 bp， 549 bp)、G.multicoccumの別のエ
クソン部位 (699-700)に介在するものはgroupIAl intron (295 
bp)に分類された.系統解析の結果、両種のgrollPIA2 lntronは姉

妹種となり、 bacterlophageのgroupIA2 lntronと同ーの系統群を
形成した。従って、 R但Jifornl，但と G.muIticoccumが分岐した
後、 groupIA2 lntronがbacterlophageを介して両種のrbcL遺伝

子に水平伝達した可能性が示唆された(*東京大学・院理・

生物、**早稲田大学・人間科学、市**広島大学・工・発酵工学)

813 0金尚吉*・松井三郎*・積田仁料
ミカヅキモの生殖異常と界面活性剤の

化学構造との関係

本研究では、ミカヅキモの婚殖率または正常接合子形成率

に及ぼすオキシエチレン鎖付加の非イオン型界面活性剤、陰

イオン型界面活性弗lについて、 EC50を用いて毒性評価し、次

のような結果を得た.

1)陰イオン、非イオン型界面活性弗jに対するミカヅキモの

摺殖阻害は、イオンの吸着性や親水基の鎖長と毒性との関係

とよく一致した。特にオキシエチレン鎖付加の非イオン型界

面活性弗jでは鎖長の増加に伴い、ミカヅキモに対する毒性が

低下した。親水性の増加により疎水性の低下をもたらし、ミ

カヅキモでの毒性を弱めたと考えられる。 2)ミカヅキモの僧

殖限害試験から、日本の主要都市の下水処浬場放流水中の陰

イオン型界薗活性剤濃度<0.13mg/L)は、付近の生態系、特

に藻類の僧殖を阻害しうる。 3)ミジンコや魚を用いた試験よ

り本試験が敏感であったo 4) ミカヅキモテストは顕微鏡観察

の不便があるが、短時間(96時間)、低費用、敏感さ、結果の

視覚化などのメリットを持つので、試験法として生態毒性研

究への適用が可能であろう。

(*京都大・環境質制御研究センター，村富山医薬大・医)



814 0小林功・藤原祥子・星野聡・貝瀬利一・都筑
幹夫:クラミドモナスのヒ素耐性及ぴ感受性変異株の単離

ヒ素は生物に対する毒性が強〈環境中に多量に存在してい

る元素である。微細藻類がヒ棄に対してどのような対応をし

ているか調べることを目的として、緑藻クラミドモナスのヒ

素耐性及び感受性変異株の単穫を行った。

α~帥榔掛岨srei幼卸働・ì CC42S株 (arg7・8)にアルギニン合
成酵素の遺伝子断片(ARG7)をTagとしてエレクトロポレー
ション法を用いて導入し、ランダム挿入変異を起こさせた。

アルギニンを含まない培地で増殖する形質転換株をヒ素含有

寒天培地でスクリーニングすることにより、ヒ索耐性株 13

株、ヒ素感受性株4株を単離した。
得られた株のヒ索 (5価)存在下での埼殖速度をTAP液体
培地{lmMリン)で調べたところ、 CC42S株では lmMヒ
素存在下でも通常の速度で繕殖できるのに対し、ヒ素感受性

株では増殖速度の減少及ぴ誘導期の増加が見られた。また、

ヒ素耐性株は、 CC42S株の増殖できない5mMヒ素含有培地
でも増殖した。

ヒ棄と同族列元素にリンがある。ヒ素はリンの類似体とし

て細胞内に取り込まれると一般に考えられている。 CC42S株

を用いて、培地中のリン浪度を変化させた場合の増殖限界ヒ

素浪度を調べたところ、増殖限界ヒ素浪度は lmMリンの時
には lmMであるのに対し、 O.lmMリンの時にはO.lmMで
あった。変異株細胞内リン含量を調べたところ、ヒ素耐性株

はすべてCC42S株より高〈、ヒ素感受性株の中には低いもの

が見いだされた。ヒ索感受性株の一株を用いて細胞内ヒ素含

量を調べたところ、 CC42S株よりも2-4倍高かった。また、
細胞内のヒ素がメチル化されていることも明らかになった。

(東京薬科大・生命科学)

816 0矢部和夫・牧野愛:

海藻類に与える紫外線の影響その5.紅藻ダルス

に与える紫外線の影響

且旦:小縛市忍路で採取したダルス(J>，仰ltuia

p岬 laω)の成熟言葉体が放出した胞子を実験室で培養

し， cWorophyll-aとMy∞，sporine-likeamino acidsとの
関係および発生初期のダルス幼胞子体に与える紫外

線(UV-8，A)の影響を調べた.

室盤~ chlorophylトaとMycosporine-likeamino acidsの

抽出にはアセトン， DMF，メタノールおよびエタノー

ルを用いた。また，紫外線(UV・8，A)の影響は健康線

ランプσωhibaR..20E)と蛍光灯を用いた。

盤塁ょアセトンおよびDMFは紫外部助1m以下の

光を吸収するため， chlorophyll-aとMy，∞sporine-like
aminoacidsとの関係を調べるためには，メタノール

またはエタノールを使用する必要である。

また，札幌の春期のDUV値(O.3kJ/m')の紫外線は，

発生初期のダルスにかなりの影響を与えたが，紫外

線吸収物質凶戸hineはその影響を防御できることが

分かった.

(北海道東海大学)
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815 0長島秀行指・高橋研吾‘'・井上康則**

微細穣類の光合成に与える紫外線(UV-B)の影響

近年，地球上への紫外線の治加が懸念されるととから，生

物に対する紫外線の影響に関する研究が多く進められるよ

うになってきた，演者らは，これまで数種の微細穣類の光

合成や生育に対する紫外線(UV-C: 253.7nrn)の影響につい

て調べてきた.今回は同種の藻類を用い，光合成酸素発生

に対する紫外線(UV-8: 314run)の影響について調べた.

サンプル3.3ml(厚さ1.5mm)に対してUV-8(20J/m2りを照

射し，照射量は照射時聞により変えた.酸素発生活性はク

ラーク型酸素電極で測定し，その後エタノールでクロロフィ

ルを抽出し，その吸光度からクロロフィル量を求めた.そ

の結果，緑諜ClorellavulgarJs， C. soroklnlana， D凶18liella

tertlolea包 ，Chlamydomonas relnhardtll ，紅藻Q匂nldiUIη

但 Idari山n，GaIdierla sulphUI百rla，。ほnldi，ωd恐'1Dn
mera肱では， UV-8照射量を糊日させるにしたがって細胞

当りの光合成は指数関数的に減少したが， 藍藻

synecho∞α凶 leopollensls，SJ沼氏hocystIssp.は他の
種に比べて減少速度は遅くなった.光合成活性が37%に減

少する紫外線量はSynecho∞α:s，Syn印加の唱tIS，DUI沼llella
で多く，続いてGaIdierla，C.soro.肋ぜana，αranldi，ωc1u閣>n，
C. vu岡地.α閣ぜ'diUIsとなり ，Chlamydomonasが最も
少なくなった.以上のことから， 2種の藍穂市~V-Bに対し

て耐性があり，緑穣Chlamydomonasは耐性が低いことが

明らかになった.これらの結果をもとにしてuv-cの影響と
の比較を行う予定である.

(*東京理科大・理・教，事事東京理科大・理工・応生}

817林田文郎

ホンラrワラ頴の分布地、らみた駿河湾の海洋環窃特性

1資者l孟1985年本学会第自国大会{東京学芸大〉において.殿河
湾におけるホンザワラ類の種組成と分布について報告 Lた〈海銀
33巻l号、 p.98参照).ここでは.前大会で提示 Lたホンダワラ
類の種数に基づき，駿河湾における海洋環境を考寮Lた結果， 2， 
3の知見が得られたので報告する.
重量河湾をaつの海域に区分1.，各海場に出現する種教に基づき
近銀宰(Oluka.1936)を求めた.ついで各海域聞における近按率を
用い，平均連結法(M叫 nlford，1962)によりヲラスヲー解析を行っ
た.
酉伊豆沿岸域における各海域相互闘の近畿率は， 63.2-83.91を
示L頬似性が高<，由比~用宗海域の簡でも高い値を示 Lた.こ
札に対 Lて西伊豆沿岸の各海雛と湾西部の用宗海域止の聞や内浦
湾~周宗海犠闘では低い値が得られた.これらの近接事を用いた
ヲラス膏ー解析の結果から.殿河湾におけるホンダワラ類の種組
成は，湾東岸の南伊豆から内浦湾にかけての海域と湾臭留から西
岸にかけての由比から用宗にいたる海域並びに御前崎海域の 3つ
のグループに分けられたそこで敏河湾内における海洋環境要因
を飼ベた結果.水温.担分，透明度はいずれも東岸繊が酉岸滋に
比ベて高<，栄義寝は逆に西岸揖Eが東岸域よりも高いことが明ら
かにされた.以上のことから.ホンザワラ類の分布が.騒河湾内
の東岸域と西岸域とでは，異なる海洋環境下におかれていること
を暗示している.

{東海大・海洋〉
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818 0保科亮・原康明

山形県沖飛島の海藻植生とその特徴

山形県酒田市の北西約40km沖の日本海に浮かぶ飛島ω9・
12" N. 139・30"E)は対馬暖流とリマン寒流の影響を受け.暖

海性および寒海性の動植物が混在して成育することが知られて

いる。岡島の海藻相については斑橋(1937).金森(1965.1972). 

野田ら(1970)など古くから調査されているが.いずれの翻査も時

期が限られ.島全域に及ぶものはない。また主に潮間帯が調査

の対象とされ，間島では底引き網が禁止されていることもあり.

深所に成育する海藻種は見落とされてきた.演者らは一昨年 4

月から同島全域にわたり.渡島が困難な冬期を除き.年聞を通し

て海藻相の調査を行った。調査は潮間帯を主とした通常の磯採

集に加え，シュノーケリング，およびスキューパダイビングによる

漸深帯の翻査を行った。

調査の結果，これまでに緑藻 17種，褐藻45種.紅潔79種，

合計141種が同定できた。そのうち緑藻4種.褐査員8種.紅漠24

種は同島ではじめて成育が確認されたものである。飛島の海藻

の積組成は上述のように.寒海性種と暖海性穏の入り混じる植

生を示すこと，暖海性穏は種数が多く生育もよいこと.寒海性種

は種数こそ少ないがその成育は良好であること.を確認した.飛

島における海藻相の季節的変化は.潮間帯上部を形成するアマ

ノリ類(PorphYI坊の消長に顕著に現れる。この藻類の成育分布と

消長には海水温や日長などの変化のほかに，日本海特有の潮

位変化と密接に関係していることが判明した.

(山形大・理・生物)

820 0坂酉芳彦*・飯泉仁*宇田川徹*横演
康繕紳:褐藻ナガコンブ.の群落内光条件に近い弱光

下での光合成ー温度特性

褐藻ナガコンブの群落内の光環境を明らかにし.

その光環境の下でのナガコンブの光合成-温度特性を

明らかにするための実験を行った。

光環境の測定は6月下旬に北海道釧路市桂恋地先の
ナガコンブ群落について行い.設置型光量子計を用

いて地上J.kぴ水中(水深2m)で連続測定により1日
あたりの積算光量子量を求め司ナガコンブ群落の業

面積指数を考慮して，群落内のナガコンブが日中に

受ける平均光強度を推定した。また. ，;1:ぽ同時期に.

この群落から採取したナガコンブ.試料を用いて穏々

の温度で光合成友ぴ暗呼吸を測定した。

群落内光強度の下での純光合成ー温度曲線ではナガ

コンブの純光合成の最適温度は1O"C付近にあり，夜
間の呼吸量を差し引いた1日あたりの純光合成量も同
様に10.C付近で最大となった。初夏の群落内の光環
境に近い弱光下でのナガコンブの純光合成速度及び

日純光合成量に関する最適温度は飽和光の下で得ら

れた純光合成の最適温度より低く唱生育現場の水温

に近いことが明らかになった。

(*水産庁・北水研**筑波大・下回臨海)

819 0長島泰子・片山野康:
紅諜ホソアヤギヌの光合成特性の季節変化

子球産軍正藻ホソアヤギヌ(C810gloss8og8s811'8r8ensis Okamura) 

は，亜熱帯地域に分布している一方で，わが国では尉じ地方にも

生育カ噂恕されている。この広い分布範囲から，この穫が広い温

度範囲に適応しているものと恩われる。そこで，このホソアヤギ

ヌの光合成特性の季節変化を調べ，温度に対する生理的i即志向~:tJ

の変化と分布との関連性を検討した。

1997年1月-12月までの毎月，東京都温JII区の勝島運河で採集

した藻体を用いて，光合成一光曲線，光合成ー温度曲線および呼

吸温度曲線を作成した。光合成光曲線には年聞を通して顕著

な変化は見られなかったが，光合成ー温度曲線には季節的な変動

が見られた。夏期には光合成速度の最適温度が高温側にシフトし，

35.Cや40.Clこおける光合成過度も冬期ほどは低下しなかった。さ

らに.40・Cに1時間浸潰すると，浸演後の25.Cにおける光合成速

度は，夏期には冬期ほど低下しなかった。これらのことから，夏

期には藻体カf高温に対して順応しているものと恩われる。一方，

10.Cに1時間浸潰した場合，浸漬後の25.Cにおける光合成速度は，

どの季節にも低下は見られなかった。

これらの結果より，この穫の広い緯度的分布を可能にしている

のは，夏(高温)期に見られた高温への順応に加えて，年聞を通

した低温への高い順応力にあることが示唆された。

(東京学芸大・生物)

821 0水田浩之・山本弘敏:マコンブ胞子体の成熟と
窒素含有量の季節変化

マコンブ L掴 inariajaponica胞子体の再生産を大きく

左右する要因の 1つにその成熟の時期や程度がある。そこ

で，マコンプ胞子体の成熟の季節変化と窒素の含有量との

関係を明らかにするため， 1994年12月から1995年9月まで

北海道南茅部町日尻沖で胞子体を育成し，生長量を把握す

ると共に子袋斑の面積を測定した。その際，胞子体の基部，

および先端部から切り出した組織片の窒素と炭素の含有量

を測定した。

成熟個体は l月から 9月まで、 lまぽ 1年中見られた。特

に冬季 (2-3月)と秋季(9月)でより多くの成熟個体

を得ることが出来た。冬季，子嚢斑は先端部に形成される

のに対し，赦季では基部に形成され，子袋斑の面積も大き

かった。単位体積当たりの窒素含有量は冬季胞子体先織部，

秋季胞子体基部共に約2mg/cm3であり，夏季の胞子体基部

と先端部で得た1皿g/cm3に比べ高かった。また，子袋斑の

面積は季節や形成部位にかかわらず，単位体積当たりの窒

素含有量が高いほど大きくなる傾向を示した。以上の結果

から，窒素の含有量が天然での胞子体の成熟度や時期を左

右する主要な要因であることが分かった。

(北海道大・水産)



822 0鍋島由美・豊島一朗・奥国一緯:ミカヅキモの
成長過程におけるセルロース合成酵素復合体の集合パター

ン

ミカヅキモ (Ç短皇盤忌旦m~立盟b笠gj!)では，細胞
分裂によって生じた鍛細胞は速やかにその半細胞を成長さ

せる.半細胞が成長するときに形成される細胞鐙は一次細

胞壁，成長終了直前から形成される綱腹壁は二次富田腹壁と

呼ばれる.ミカヅキモの細胞僅セルロースミクロフィプリ

ル (CMF)は，原形質臓に存在するロゼット型のセルロー
ス合成醇棄複合体によって形成される.一次細胞盛形成時

には単独のロゼットまたは数個のロゼッ卜が一列直線状に

配列してCMFを形成するのに対して，二次細胞盛形成時に
はロゼットはヘキサゴナルアレイと呼ばれる集団となって

CMFを形成すると報告されている.しかし，ロゼットの集
合がどのように起きているのかは分かっていない.本研究

では，ミカヅキモの成長過程で変化するロゼットの集合パ

ターンをフリーズフラクチャー法によって調べた.

一次細胞皇室形成時では， CMFは細胞成長方向に対して置
角にお互いに平行に配列し，単独のロゼットあるいは2・
10個のロゼットがー列に配列するのが観寂された.一次

細胞盛形成が進むにつれ，形成される一本一本のCMFも太
いものが多〈なり配列方向も平行からランダムへと変化し

た.二次細胞蟹形成が始まると，お互いに平行に配列する

CMFの集団が束となり，個4の倒Fの集団はランダムな方
向に形成された.この時， 4・9個の-J1J直線状に配列する
ロゼットの集団がお互いにZ・6列側方に結合しているのが

観寮された. (高知大・理・生物)

824 O石川依久子*. 古川幸恵. 細川里美
オオパロニアの仮根形成誘導

多核緑覇軍オオパロニアVentricariaventricosaの細胞
は、核微小管と皮層微小管に支えられて均等な核分布と

均一な葉緑体配置を保ち、細胞質構造に編性は認められ

ない。しかし細胞が基質等と援する部位では仮根が形成

されて細胞定着が促されるので、仮根の形成が知何に誘

導されるのか疑問であった。演者らは、オオパロニアの

幼細胞を用いて実験的に仮根形成の誘導を試み、光が最

大の誘導要因であることを明らかにした.幼細胞の一部

にスポット光を与えると、これと対称の位置に仮根を生

じた。仮根形成に先立ち、スポット光周辺の原形質が光

勾配に沿って最暗所に移動し、多数の核を取り込んだ葉

緑体の偏在がもたらされた。 cytochalasinDおよび
coIchicineを含む培地中ではこの移動がまったく見られ
ないことから細胞骨格による転位運動と見られる。この

葉緑体の塊に沿って隔膜が形成され、大小二箇の細胞に

分割された.小細胞は突起を伸ばし仮根を形成した。大

細胞は再ぴ均等な核および葉緑体配置を復活した。外液

のCa2+の除去およびCa2+チャンネルプロッカーの投与

により原形質の偏在が抑制されることからCa2+の関与

が示唆された.これらの現象が褐藻ヒパマタの極性誘導

と類似することから従来のヒパマタの研究を対象として

オオパロニアの仮根形成誘導のメカニズムを考察した。

(元東京学芸大学*現海洋バイオテクノロジー研究所)

U 

823 0多国智子・有l凹徳雄事・岡崎忠視
円石義PlellJ'ochJ'ysiscarteraeのコッコリスの

形態形成とV!Rモデル

ハプト植物門に属するPl石藻はコッコリスと呼ばれる炭
酸カルシウムの“鱒"を細胞内の小胞で形成し、細胞表而

に配置する。本研究ではP.cm"Lcraeのコツコリス形成過程
を、透過型および走査型電子顕徴鏡を1日いて観祭した。ま

た、制限視野電子線回折によってコッコリスの結晶学的側

面も研究した。その結果、以下の匁l見を得た。

(1)本研究においてP.cn，.lcr;，C'のブロトコッコリスリン
グが初めて発見された。プロトコッコリスリング(長径

約2.5μm)は20-24個の直方体もしくは菱副体の方解石の結

晶で僻築されている。

(2 )プロトコッコリスリング.，.の側々の鱗結晶のひ軸は

リングのなす百iに対して放射状{Radial}であるR結晶約11
個と垂直(Vertical)であるV結晶約11個が交互に配置してい

る。 R結晶、 V結晶は成熟したコッコリスのAユニット、 Bユ
ニットへとそれぞれ成長する。

(3)コッコリスリングのなす而に対して放射状であるR結

品のc-軸はコッコリスリングの綿門の各部位の袋線と90'
をなす直線より右図りに10'ずれており、キラル構造の可

能性が示唆される。

以上の結果より、 ιhuxleyiのコッコリス(プラコリス)
で提唱されたV!RモデルはP.carteraeのコッコリス(クリコ
リス)においても支持され、 V!Rモデルは円石誕の進化の過
程で保存されており、コ?コリスの形態が系統進化を反映

していることが示唆された。

(東京学芸大学*東京都立大学)

825 0犠井納美・峯一朗・奥田一雄:遠心によって誘導
される多綾緑藻パロニアの原形質運動と細胞骨格

パロニア包.alQ凶al.l国a血且量)細胞の原形質は，巨大な
中心液泡と細胞壁の聞に薄い層となって存在する.葉緑体と

核は，原形賃金体にわたって均等に分布し，通常原形質流動

はほとんど観察されない.パロニア細胞を遠心すると，原形

質の一郎が遠心方向に移動し，業緑体と銭の分布が不均一に

なる.しかし，遠心された細胞は， 1-7日の聞に薬縁体と綾

の分布を均一なものに回復させる.本研究では，遠心によっ

て誘導されるこのような原形質の運動と微小管及びアクチン

細胞骨格との関連を鯛ベた.

無傷細胞では，細胞表層微小管 (MT)はほぼ細胞長紬方

向に沿って平行配列をしている.アクチンは費量縁体の周辺に

沿って網目状に分布していた.澗胞を遠心すると，葉緑体と

核は遠心基端部で疎に，遠心末端部分で密に分布した.この

時， Mrの分布は遠心前と変化がなかったのに対し，アクチ

ンは遠心方向に対しでほぼ平行に伸長する繊維状配列に変化

した.細胞に対して長輸，短軸方向の遠心にかかわらず，遠

心後1-7日で不等分布していた業縁体と核は原形質運動に
よって，均等分布に回復した.繊維状のアクチンは葉緑体が

均等分布するまで観察され，その後原形質運動が停止すると

網目状になった.微小管阻害剤による微小管の脱重合は，原

形質運動自体には影響を及ぼさなかった。この場合.核は均

等分布を回復しなかった.サイトカラシンA，B，C，D，Eはアク

チンの脱重合に対しては全〈効果がなかった.パロニア細胞
における微小管とアクチン骨格の役割を考察する.

{高知大・理・生物)
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826 0阿部信一郎・・田中次郎
河川付着藻類の群落構造に及ぼす流速の影響

群落の構造は種組成およびそれらの空間的配置に
よって表される。河川付着藻類群落では基質に固着
した下層部とその上にゆるく付着した上層部の階層

構造が認められる。本研究では群落構造に及ぼす水
流の影響を明らかにするため， 3つの流速条件下(39，
67， 137cm/s)で階層構造と種組成の発達過程を比
較した。実験は1997年11月 4日から28日間，千曲川
の河川水を導水した12本(3条件X4)の水路(径5cm
の雨樋)で行った。各水路に基質(4X4cmの塩ピ板)
を並べ，実験開始15日前からまず流速137cm/sの条
件下で流下藻類を基質に付着させた。その後，流量
を変えて流速を調節し， 3~4日毎に基質を2~3枚採
取した。群落上層の容量類は基質から洗瓶で洗い流し
て採集した。下層の藻類は洗浄後，ナイロンブラシ
でこそぎ落として採集した。それぞれの試料から種
組成とOu.a量(現存量の指標)を測定した。その結
果， 28日目の上層部と下層部の種組成は流速が遅く
なるほど違いが大きかった。また，上層部の種組成
は下層部に比べ流速による変化が大きかった。上層
部の増殖速度は137cm/sで最も遅かったが、下層部
に比べ全ての条件下で高かった。最大現存量は，上
層部では 67cm/sで最も衝く，下層部では流速が速
いほど高かった。 3つの流速条件下では，流速が速
いほど下層部の現存量は摺加し，上層部では増加か

ら減少に転じるものと考えられる。
(申中央水研， * *東水大・藻類)

POl 0恵良団長由美*森史*桜井裕美*広木
幹也林・渡辺信梓.国立環境研究所カルチャーコ

レクシヨンにおける微細藻系統保存の現状と問題点

国立環境研究所微生物系統保存施設は， 1 983 
年に設立されて以来15年余にわたり.環境汚染・
環境浄化を始めとして広く環境問題に関わる微生物，

とりわけ微細藻類を保存するとともに.研究材料と

して捉-供する業務を行なってきた。今回は主として

最近3年間の本施設の活動状況を問題点・今後の展
望とともに紹介したい。

本年1月現在で保存している微細藻'i3i株は公開株
のみで662株，また最近3年間の分譲実績は毎年
170~190 件， 400株以上に達しており，寄
託・分識とも増加の一途にある。分譲先での研究目

的はAGP試験・水の撃の噌殖抑制(防藻剤開発を
含む)・アオコ毒素関連といった環境問題に直接関

わるものが最も多く，次いで生即.活性物質探索，生

理特性解析，教育用等となっているが，分子系統解

析の材料として用いられる例も附加してきた。

現在本施設では保存業務を専ら調書代培養に頼って

いるが.今後株数の増加にともない人手不足に陥る

ことが予怨され，またコンタミや生物的特性変化等

といった継代培養特有の問題も生じている。これら

の問題点を克服する目的で，継代培養に代わる保存

法凍結保存やL乾燥等)の導入を検討中である。
げ(財)地球・人間環境フォーラム，料国立環境研〉

827 0樋口澄男川・近藤洋_"2・野崎久義“・渡辺信H ・111村
貿・1・久保田昌fiJ"'・加崎英男*..: !野尻湖における車軸藻類の復
元活動

圏内で絶滅したと推定され，野尻湖ではV?1"ョの放流により全
滅した約仰をの復元実験を1995年から開始し，実験経過は'96.'9 
7年本大会で報告した。復元活動には地元の一般人や小学校児童
の参加を得て，科学的調査と環境教育が一体となって進められ
ている。今回は，96-97年を中心に活動の状況を報告する。主な
活動は以下の通りである。
①野尻湖内水深1-4.5田地点に6基設置したリゥrョ防護柵内に約ヴ
リモおよび水草を植栽し，生長を水中tTtカメラやゲイ)¥.ーの目視に
より定期的に観察した。その結果， A.湖内でのおヲリモの発芽・越
冬は可能である.B.植栽法として密植が有効.C.議体に付着する
微生物の小動物による除去と小動物の生息場所の水草帯の重要
性.D.水草帯内外の付着微生物量の差異，が明らかになった。水
中作業は地元のrランティ7の協力によった。
②リウドョの減少により回復し始めた水草について調査を行った。
その結果，住民主E取によるものを含め18種の水草が確認された。
湖内数地点の底質を採取し休眠種子・胞子の検索を行った結果，
現在湖内で生育が認められない4株の7ラAJその発芽を確認した。
以上により車軸藻の復元種の鉱大が可能になった。
③小学校児童による砂川王・水草の格養・観察を指導し，その一
部は野尻湖内への植栽や野尻湖ナウ"?'JV.ウ博物館の特別展示に使用
した。，97年7月には信浪町内の小学校4年生全員(約150名)が
参加した野尻湖クリーンラリーで ~;;~I)そ・水草の展示を行った。
④我々 の活動内容を市民に普及する目的で，野尻湖公民館にお
いて実験成果報告会を開催した。広い範囲にわたる7題の講演を
中心に活発な議論が展開された。参加者は38名であった。
⑤野尻湖小学校児童らが育てたむ"を・水草を中心に，97年7月
から侍物館において，これらの復元に関する特別展示を実施し
た。展示開始から10月までの入館者数は約47，500人に達した。
*以上の活動は野尻湖水草復元研究会の協力により実施された。
この活動は日本自然保護協会の活動助成を受けている。(・ 1長野
県衛公研，・2野尻湖ナウ"?'Jずウ博，・3東大・理，傘4国立環境研)

P020高島季子・中野武登・関対日
コケ植物・ツノゴケ類掛車こおける共生現象の伊月

コケ植物，ツノゴウ顎(Anthocerotae)の葉状体中には
シアノバクテリアのNostoc属梯性していることカ湘られ
ている。材汗究はツノゴケ類とシアノバクテリアとの共

生現象を明らかにする目的でおこなわれた。本移院では

ツノゴケ類として Anthoceros fuciformis， A sP.， 
Phaeoceros carolinianus， Megaceros flagelJaris， 
Dendroceros j apon i cusをもちいた。 Anthoceros sp.はイ
ンドネシア産のものであり，悩ま日本窪のものをもちいた。

まず，野外標本の胞子を培養して，全ての種で洪生藻をも

たない葉伏体制等ることに成功した。次(，~で，それそ芳1の

種に共生しているシアノバクテリアを期犬体中から分離し，

単藻培養をおこなったa分離したシアノバクテリアとして，

Nostoc属の数種を確認した。共生藻をもたないPhaeoceros
carol inianus (ニワツノゴケ)の梁伏体と，単諌培養され
たNostocを混在させ再合成実験をおこなった結果，
Phaeoceros carol inianusでは本種から分離されたNostoc
はもちろんのこと，他のツノゴク努静ら分離されたNostoc
との再合成にも成功した。本実験ではすでに Kimura& 
Nak釦o(]990)がコタ植物Blasiaでの共生再合成実験にも
ちいたように Nostocはhormogon期のものをもちい九さ
らにツノゴケ類の野外務体では共生関係にない，シアノバ

クテリアの Oscillatoria， Anabaenopsisなどの再合成の可
制生についても擬すした。

(広島大・画



P03 0須谷国之'"大谷修ず坐.訟江東高等学校:

生物教育における淡水誕観察図版の作成

捕物プランクトンは.市街地の富栄袋化した池などに普

通にIU現t....適当なIl館方法を用いると少鼠の水にも非常

に栴度高<.樟々な積類の個体を多数観察できる。ただし.

教育現場で閤る事の lつに名前を調べる事が図録であるこ

とがある。図鑑はほとんどスケッチであり，植物プランク

トンの専門家でなければ使いずらい場合が多い。写真集も

あるが.白黒で.固定標本のものが多〈、実際に楓察した

植物プランクトンと一致しずらい。教科書には典型的なも

のが地域性に関係なく低んの少数しか鍍せられていないの

で.実際に出現する多憶な摘物プランクトンに対応できな

も、。

そこで.写真による絵合わせから大まかな岡定ができる

ようにいくつかの総江市近郊の富栄養化した池で出現した

縞物プランクトンを.生きた状態でカラーで描影.編集し.

図版集を作成した.各写真には.大まかな分類上の区分〈

緑摸等)と和名.学名を記入した。表面の備造が分類上重

要な場合.同一倒体の複数の写真を掲織した。市街地の富

栄袋化したいわゆる汚い池に出現する主なものを縄観した

ので.多数の学校で利用して現きたいと考えている。

(*松江東商. * *島幌大.教育}

P05 0長滞一博・能登谷正浩:江ノ島産
および坂田産ヤプレアマノリの生育特性

Miura (1967)は神奈川県江ノ島からヤプレ
アマノリ Porphyralacerataを新種として報
告した。業長は約 5cmに達し、岩上またはイシ
ゲの体上に着生し、業状体は薄く、精子嚢斑は模

状に多数形成され、それによって葉状体は裂ける。

私たちは千葉県館山市坂田のイシゲやイワヒゲ

の体上に着生する藻体を調べたところ、業長は最

大約 2.5cmと小型であるが、生殖細胞や業体の
厚さ等の形態的特徴は江ノ島産のヤプレアマノ

リと基本的に一致した。そこで、坂田のイワヒゲ

藻体上に着生する小型の藻体と江ノ島の岩上に

生育する大型の藻体を温度 (10，15， 20'C)、
光量 40μmolm-Zs-l，光周期(14L:10D，

10L:14D)を組み合わせた同一条件下で培養し
た。その結果、糸状体の生長は両種ともほぼ同様

の生長が見られたが、殻胞子襲形成は坂田産は江

ノ島産に比べ 2・5週間遅くれた。坂田産の葉状
体は江ノ島産のそれに比べ、いずれの温度、光周

期下でも原胞子の放出量が多く常に小型で推移

した。業の形は、坂田産ではいずれの条件下でも

円業形となったが、江ノ島産は 10'C下で笹業形
となった。従って、生長や成熟、業形の点で両種

は異ることが分かった。(東水大・応用藻類)
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P 04 0 Xing-Hong Yan & Yusho Aruga: 

Un由 b1epigmentation m凶姐tsob包inedbyNNG位回国ent
in Porphyra yezoensis U目Ia(B岨 giales，Rhodophyta) 

Bytrea回 entof very young conchospore gennlings (2-
4-cell stage)組 dmonospore genn1ings (2 -5 mm 10ng) 
with NNG，白reetypes of fo1iose白al1i，i.e. sing1e-co10red 
mu飽tedthalli， sectorial1y variegated thal1i and spo伽 dly
variegated thalli， were obtained in Porphyra yezoensis. 
Pigmentation mutant s信ainsiso1ated from the sing1e-
colored mutated thalli and 臨時:to血llyvariegated t凶1i
were stable， whe~曲s most of pigmentation mu値目.tstr副凶
isolated from血espo世ωlyvariegated thalli were unstable. 
The latter showed instability in color by reverting to曲e
wild type組 d/orundergoing fmther mutation to 0也.er
colors in bo曲 hasesof foliose thalli and∞.ncho田lis.The 
wild type曲叫1i田:vertedfrom the unstable mutants were 
stab1e， but the new mutant thalli resuIted from unstable 
mutan包 wereunstable. After self-ferti1ization， spott，副賞y
variegated F. foliose血allisimilar to the original spottedly 
variegated foliose thalli in cell ∞mposition were obtained in 
addition to sing1e-colored F. foliose thalli for some unstab1e 
mutan包， whereas for some other unstab1e mutants a few 
sectorially variegated F. foliose thalli ∞mposed of new 
color sectors were obtained in addition ωsingle-∞，lored F. 
foliose thalli. The single-co10red F. foliose由alliof unstable 
mu泊目Itswere chamcterized by in vivo 油田rptionspectr冨
and ω，ntents of main photosynthetic pigments in 
comparison with白ewildtype.
The above resuIts su唱gestthat曲espottω1y variegated 
foliose thalli obtained after NNG tr四伽lentwere probably 
due to unstab1e mutations while the sing1e-co10red mutated 
foliose thalli and sectorially variegated foliose thalli were 
probab1y due to stable mutations. 

(Laboratory of Phycology， Tokyo University of Fisheries) 

P06 0金南吉*・能登谷正法“:天然および
培養下における韓国産マルパアマノリの生長と形態

韓国麗水において1996年11月から1997年3月までマ
ルパアマノリの生育状況を観察するとともに温度(5
-30"C) ，光量(10-80μmol m-28-1)，光周期(14L:

10D， 10L: 14D)を組み合わせた条件下で培養じ，生活史
や禁状体の生長，成熟，形を比較した.
天然では11月初めに幼体(0.5-祖国)が出現が認めら
れ， 12月には葉長13-28皿(平均18.9阻)に達し9舗の業
体が成熟した.業形は幼体では円形であったが，その
後成熟に伴って三角形からひだの多い円形となった.
室内培養では，糸状体は5"-'25't下のいずれの光周期
下でも生長したが， 25't， 40μ田01 田-28-1の長日下で
最も速かった.殻胞子嚢枝の形成は15-25'tいずれの光
周期下でも見られたが， 25"C，40-80μmol m-28-1の

短目下で最も早く，培養1週目までに糸状体コロニーの
100'弛が成熟した.禁状体の生長は15't， 40μmol m-2 

8-1の短日下で最も速かった.原胞子は1O"-'25"C下の
いずれの光周期下でも放出されたが，高温下ほど早期
認められた.精子の形成は15"Cの長日下および15-20"C
の短日下で認められたが，接合胞子の放出はいずれの
光周期下とも15't:下でのみ認められた.業形は幼体お
よび成熟体ともに長楕円形となった.以上の結果から，
マルパアマノリは天然では繕養より小さな体でも成熟
し，薬形は天然では円形であったが，露出すことのな
い培養下では長楕円形となることが分かった.

(・韓国慶尚大学校・輔東京水産大学応用藻類)
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P07 <)菓子野康治*・藤本久美子*・小池裕幸・
佐藤和彦舎・工藤栄輔・渡辺研太郎**. 

アイスアルジ一光合成系の光強度変化

アイスアルジーは、海氷底面の低温・弱光下と

いう光合成生物にとっては非常に厳しい環境下で

光合成を行い、基礎生産者として生態系を支えて

いる.アイスアルジーがそのような環境下で高い

生産性を確保するためにどのように光合成系を調

節してしているのかを調べるために、まず、光強

度との関係に注目して、光強度により光捕集系、

光化学系がどのように変化するのかを調べた.

アイスアルジーは北海道サロマ湖の海氷から採

取した.また比較のために、常温性の珪藻 Ch.

gracilisを光強度を変えて培養した。それらの藻
類から光合成色素を抽出し、逆相HPLCにより組
成を分析した。アイスアルジーから抽出された色

素は珪藻からのものと同じであり、アイスアル

ジ一、常温性の珪藻ともに、成育中の光強度が小

さくなると補助色素の割合が低くなっていた.ま

た、液体窒素温度での蛍光スペクトルから光化学

系IとHの量比を調べてみたととろ、成育中の光強
度が小さくなるほど光化学系Iの割合が小さくなっ
ていた。このような光強度適応は、高等植物や緑

藻等とは全く逆であり、このような特性が弱光下

で効率よく光合成を行うことを可能としているこ

とが示唆された。

(*姫路工大・理、帥国立極地研)

P09 0宮村新一・堀輝三

褒状緑藻オオハネモの異型配偶子縫合時の鞭毛運動

の解析

海産大形藻の配偶子の接合は淡水産の緑藻に比べ

て極めて短時間でおこるため、接合過程における配

偶子の綾毛運動については不明な点が多かったc海

産褒状緑藻オオハネモ(Bryopsismaxima)の配備体は

峰雄異株で、異形配偶子を向調的に放出し直ちに接

合する。雌雄配偶子ともに涙滴形で前方に2本の鞭毛

を持つが、雌配偶子は雄配偶子に比べて大形であ

り、眼点を持ち正の走光性を示す。われわれは高速

ピデオー顕微鏡法を用いて接合時における配偶子の

鞭毛運動について調べた結果を報告する。

雌雄配偶子の鞭毛運動は鞭毛の基部で発生した波

が先端部へ伝播される運動を繰り返す鞭毛打であ

る。雄配偶子力f雌配偶子に接近するときには、 2本の

鞭毛のうち片方の鞭毛基部からの波の伝達速度が他

方に比べておそくなり、進行方向を変更する。雄配

偶子が雌配偶子の側を通るときには1本の鞭毛で雌配

偶子の細胞体や鞭毛に接触する。その後、雌雄両配

偶子l;t鞭毛を絡めるように動かし、やがて雄配偶子

の鞭毛先端部が雌配偶子の鞭毛先端部と緩く接触

し、雄配偶子本体協は雌配偶子の基底小体側に銭着

し合体する筑波大・生物科学系)

P08 0韮山量産*高橋由理*長銀管斎“，
北山積**へ RobertK. T ogasaki *隼*

アンチセンスフォスフォグリセレートキナーゼ

cDNA導入クラミドモナス形質転換株の解析

フォスフォグリセレートキナーゼ (PGK)の

活性が親株に比べて30%低下したクラミドモ

ナスの形質転換株 (AS107株)は，PGKのタン

パク質レベルが親株に比較して85%の低下し

ていた.加えて，AS107株においてはリプロー

ス-1，5・ニリン酸カルポキシラーゼ/オキシゲ

ナーゼ (rubisco)の大サプユニットのタンパク

質レベルが親株に比較して40%低下してい

た.PGIくおよびrubiscoが低下したAS107株

は，ピレノイド構造が退小しているが，独立栄

養条件下で親株と同等の場殖を示す.

(*愛媛女子短期大学・食物栄養，

**日本体育大学・生命科学，

***インディアナ大学・生物)

P100渡辺哲ー・宮村新一"・堀輝三...プラシノ蕩
Mesostlgma virideの細胞分裂に伴う基底小体および鞭毛根の
挙動

プラシノ藻Mesostlgmavlrlde Laut.は2本の鞭毛をもっ単細

胞の緑色鞭毛藻である。この生物の特徴は，細胞を鞭毛側から

押しつぶしたような扇平な形態をしていることであり，そのた

め細胞小器官や細胞骨格系を光顕レベルで容易に観察すること

ができる。細胞分裂時には細胞小器官の分裂・移動が起こり，

分裂後に再び元の親細胞におけると同じ配置に戻る。このとき

に鞭毛装置構造も間織に複製し，一定の場所に配置されるが，そ

の仕組みは明らかではない。そこで本研究では，抗アセチル化

チューブリン抗体を用いた蛍光抗体染色により基底小体と鞭毛

根を可視化し，分裂時にそれらがどのような挙動を過して2つの

娘細胞に分配されるかを追跡した。

細胞分裂初期に基底小体が複製し.親と子の基底小体が1つず

つ組となって分裂面を境に互いに逆方向に移動した。移動の過

程で2つのベアは時計回りに約45度回転し，同時に4本の鞭毛根

も短縮しながら時計回りに回転して分裂面方向を向いた。その

結果，最終的に2つの娘細胞で基底小体と鞭毛根は互いに180度

の回転支持事に配置され，その向きは親細胞からほぼ90度変化し

た。以上の結果と，細胞小器官の再配置についても合わせて報

告する。

。筑波大・バイオシステム、"筑波大・生物科学)



P 11 0中山剛・守屋真由美・井上勲:
無色鞭毛虫Ancyromonassigmoidesの形態と系統的位置

録色1m!吻・紅藻・灰色藻(狭義の値物)にみられる葉緑体は2

重膜に固まれており、一次共生(真核+原核)に起源すると考え

られている。現在、緩々な分子系統学的証拠から、一次共生は

1回しか起こらなかった可能性が高いとされており、このこと

は狭義の値物が共通祖先を持っていたことを示唆している.こ

の共通祖先は捕食住鞭毛虫であり、そのミトコンドリアl立板状

クリステ(狭義の植物に共通する特徴〉をもっていたと予想さ

れる。 Ancyromonasは淡水・海水に広く生育する無色鞭毛虫で
あるが、板状クリステをもつことが知られる数少ない鞭毛虫の

一つである.狭畿の植物の起源生物を探ると周時に真核生物の

多篠性を解明する研究の一環として本生物の微細構造および分

子系統学的解析を行った.

A. sigmoidesの細胞は扇平で、常に一方の面(腹面)を基物に
鐙した状態でほふくし、移動する。長短2本の鞭毛を有してお

り、それぞれ別の陥入部を遇って細胞外ヘ伸びている。長鞭毛

の陥入部lま腹部の溝に移行しており、食作用はここで起こるも
のと思われる.細胞膜直下にleI:薄いシート状の縞造力T裏釘ちし
ており、細胞膜外側の繊維性の構造と共に細胞外皮を構成して

いる。 6種類の微小管性鞭毛根力宅確認され、 3種類すつがそれ

ぞれ前後鞭毛の通る陥入部に沿って配行している.

本生物と狭義の値物との聞に微細構造上の類似点l立見出され

なかった。また細胞外皮構造はクリフト藻のそれと類似するが、

型車毛移行部や鞭毛根の配行などに差異が見られた.18SrDNA塩

基配列の解析結果からは、本生物がいわゆる"クラウン生物群"

にきまれること、および他のいかなる真核生物とも明確な類縁

性leI:認められないことが示された。
(筑波大生物)

P13 0佐藤征弥・梯麻美子・唐木恵美・小山保
夫:ブラシノ藻類 Tetraselmistetratheleにおける重金

属結合性ペプチドの解析

細胞毒性を持つ重金属はタンパク質のSH基と結合
し，様々な生体反応を阻害する。多くの生物種にお

いて細胞中のシステインやグルタチオンなどフリー

のS1-堪(チオール)を持つ低分子は重金属と結合し，

毒性を緩和することが知られている。演者らはブラ

シノ務類 TetraseJmistetratheleを材料に，重金属

と細胞内チオールの濃度変化の関係を調べた。

T. tetratheたを重金属処理し，低分子チオールと

特異的に結合する蛍光色素5一CMFで生体染色して細

胞内チオールの変化を観察した。その結果. 10μM 

HgC12では 1h後には細胞内チオールは最低レベル
にまで減少し.24 h後にはほとんどの細胞が死滅し
た。 CdCl2 では処理直後にチオール濃度の上昇が見

られたが. 1.0 mM以上の濃度で時間経過とともに

チオールは減少し，やがて細胞死が起きた.

重金属と結合するチオール分子種をHPLCにより
調べた結果. 2種類のペプチドを見いだした。 1つ
はグルタチオンと同定され，もう 1種類のペプチド

について現在構造解析を進めている。

(徳島大学，総合科学部)
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P12 0御園生拓・斎厳順子・時友裕紀子・井上行夫・.
堀総和・.t安井彪・・前川行幸“

スクどノク紫斜線吸収物質のチミン二量体形成

fご対すQ効果

太陽光に含まれる有害な紫外線に対処するために，生物の防

御機構はさまざまに進化してきた.海中に生息する藻類もその

例外ではないが，藻類の紫外線防御機構についてはまだあまり

知られていないのが現状である.

われわれは，浅所性の紅藻に多量に含まれる銭外線吸収物質

(Ultraviolet Absorbing Substance:UVAS)が，紫外線に対する防

御機能を持つのではないかと考えて仕事を進めている.実験の

材料としてスサピノリを選ぴ，紫外線の有害な作用として第一

に考えられるDNAのピリミジン塩基二量体形成に対して.UVAS 

がどのような効果を持つのかを調べた.主としてUV-c領織を

含む重水素ランプの紫外線をチミン溶液に照射する実験におい

ては.UVASがチミンと同時に存在しているときにのみ二量体形

成が抑えられるということを，昨年の日本植物学会第61回大会
で報告した。今回は，実際に生物が受けている太陽光に近いス

ペクトル組成の光を用いるために.Xeランプと紫外線吸収フィ

ルターを組み合わせて照射実験を行った.その結果，やはりチ

ミンとUVASが問所的に存在しているときにチミン二量体形成反

応が抑制されたことから，チミン塩基とUVAS聞には直接の励起

エネルギー転移過程があることが考えられる.

(山梨大・教育，・山梨大・工・“三重大・生物資源)

P140半田信司事.中野武登**・関太郎事*純群落を形
成する気生藻類

気生藻類の群落は，陸上のさまざまな基物の表面に見られ

る。このうち，樹皮や岩上などの1}四tepohliaaureaや

K1ebsormi，必umflaccidumが優占する群務をはじめ，一般的

な群落は，数穏から 20種程度の気生畿類が混在したコロニ

ーを形成している。

一方，防腐処理が施された木製の構造物や， トンネル内な

どの特異な環境では，特定の種が単独で，肉眼的なコロニー

を形成していることがある。本研究では，以下のような純群

溶(単一優占種群落)を確認したので報告する。

1) DictyochJoropsis reticuJata群落:トンネルのコンク

リート内墜に形成される。

2) ChJoreJJa el1ipsoidea群落・ガード-/レなどの金属表

面に形成される。 ChJorel1aJut，四回-idisなどが，わずかに混

在することがある。

3) Apatococcus Jobatus群落・金属表面や木製の檎造物

に一般的に見られる。野外サンプルの観察では純群落に見え

るが，繕養すると数種の共存種が確認されることが多い。

4) Stichococcus bacil1aris群落:木製の構造物に見られ

る。雨が降りかからない部分に形成されるのが特徴である。

い広島県環境保健協会、 H 広島大・理・宮島自然植

物実験所)
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P15 0寺脇事IJ信*・吉田吾郎*・吉JII浩二*. 

新井章吾H ・村議昇.***:水深刻に設置した階段型の藻磁

での海藻の生育

着生面の付与のみで，自然環廃条件を利用して海藻植生

を制御し，浅所や縁辺の砂面との境界爆における小型海濠

類を含めた，種多様性の高い藻場造成を目指している。

瀬戸内海の広島湾湾口部の東和町地先において， 1996年

3月に，水深1m毎にD.L.基準O.5m-8.5mの8水深の砂泥

底に，砂面からの比商1cm-'48cmの6段の基面を有する階

段型の漂礁を殻置した。 3カ月毎に，各基面における犠積砂

泥の厚さ，海藻類の被度，固着動物の被度などを測定した.

基面上では，海藻類の繁茂により到達光量が低下し，砂面

の上昇・下降に伴って砂泥の地積状況が変化したa設置約2

年後に，アナアオサは浅所で比高が高い基薗に，ノコギリモ

クは水深がやや深〈比高がやや高い基面を中心に生育がみ

られた.アカモクは，設置し 2年後とも，水深2-3mで，砂

薗からの比薗ii20-30cmの基面を中心に生育した.

{*南西水研**株)海藻研***水大校)

P17 0村瀬昇*・鬼頭鈎*・水上議事・前川行幸村:

山口県深川湾におけるノコギリモク群落の生産力

多年生ホンダワラ科植物の群落は，沿岸浅海域の

一次生産者として生態学的にも水産学的にも重要な

役割を果たしている。本報告ではノコギリモク群落

の生産力を明らかにするため，現存量の積み上げ法

により実測値を求めた。同時に，生産力を推定する

ための数学モデルを作成し，実測値との比較，検討

を行った。

調査は山口県日置町黄波戸沿岸の深川湾におい

て，水深8m付近の岩盤上に形成するノコギリモク

群落を対象に実施された。生産力の実測値は，冬季

から春季にかけて高く， 1994年3月に7.17g 

d.wt./m2/dayと最大値を示した。また，その時の葉面

積指数(LAI)は4.79m2/m2であった。一方，ノコギリ

モク群落は陸上植物群落と同様に比較的安定した立

体構造をとるため群落光合成理論が適用できる。そ

こで，群落および海水の吸光係数，日射の日変化，

薬部の光合成一光曲線，LAIおよび水深をパラメー

ターとする生産カモデルを作成することができた。

その結果，推定した生産力は実測値とほぼ一致し，

本モデルの有効性が確かめられた。

行水産大学校・生物生産.村三重大・生物資源)

P16 0芹漂如比古本・秋野秀樹林・横浜康継**・
有賀祐勝..静岡県下田市鍋田湾に生育するカジメ

個体群の特徴

伊豆産のカジメ個体群における現存量，密度，藻

体の形態的特徴の季節変化を明らかにするため，

下田市鍋田湾で水深7m付近のよく発達したカジメ

群落について1996年6月-1997年10月に6固の刈取
り調査 (Im2X3個)を行い，全個体について各部

位の大きさ，生長輸数，生重量等を測定した。現

存量(葉生重+茎生重)f立夏季に極大値1O.2kg/m2，
冬季に極小値4.9kg/m2を示した.1歳以上の個体の

密度は通年12-17個体1m2であったが歳未満の

個体の密度は秋季lこ3-4'個体1m2と低く冬季に新規
加入が多いため26個体1m2と高かった。 l歳以上の

個体の各部位の平均値は藻長70-100cm，茎長54-
83cm，茎径16-20mm，茎生重133-241g，側葉長

43-53cm，中央薬舗9-12cmの範囲で変化がみられ
たが，いずれも明瞭な季節変化は示さなかった。

これに対し中央薬長，側業数，禁生震，個体生重

は冬季にはそれぞれ14cm，18枚， 173g， 329gと小

さな値であり，夏季あるいは秋季にはそれぞれ

21cm， 29枚， 512g， 721gとなり，明僚な季節変化

を示した.また歳以上の個体では3歳の割合が

25-63%と最も多く，茎状部が実質のものが31-

83%，中空あるいはゼリー状のものが17-69%で
あった。(*東水大・漠類，紳筑波大・下回臨海セ)

P18 0青木優和・土屋泰孝・植田一二三・横演康縫:

伊豆半島鍋回湾における穿孔性ヨコエピ類による養殖ワカメの

食害について

伊豆半島鍋田湾において、海面養殖が行われているワカメの

中肋部に穿孔し造巣するヨコエビ類は 2種である。中肋部の生

長点より根側(茎部)に穿孔し造巣するのはコンプノネクイム

シCeini1UJjaponicaであり、生長点より末端側(葉部)に造巣

するのはガラモノネクイムシ類の l種Biancoli1UJspである。

両者によるワカメへの寄生は 1月初旬より始まり、寄生率は 2

月下旬には 50%を超え、 4月上旬に 100%に達する。鍋田湾

においては、養殖ワカメの茎部の伸長は 2月初旬に停止するが、

ぞれまでにこの部位にすむコンブノネクイムシは 1巣あたり平

均27.7(最大 103)個体、 1株あたり最大 814個体に逮する。

しかし、造巣過程において生長期の胞子葉および生長点を侵す

ことはない。ワカメの葉部の伸長は 3月末に停止するが、生長

期に葉部にすむ B回脚/i.回sp.は1巣あたり平均 3.5(最大 9)

個体、 1株あたり最大 153個体にすぎない。しかし、藻体長が

最大になる2月末以降には、この種の造巣活動がしばしば業部

中助の切断を引き起こす。いずれのヨコエピも養殖ワカメの商

品価値を大きく備なう事は明らかであるが、ワカメの成熟・繁

殖を妨げることなく造巣しているとみられる。

(筑波大・下回臨海)



P19 0坂東忠司¥岩佐朋美¥斉藤健一ぺ伊村智叫:
南極昭和基地周辺湖沼の浮遊藻塊

南極昭和基地周辺の露岩城には大小さまざまな湖沼が多
数存在している。これらの内，ある程度の水深(概ね2.5
m 以上)をもっ湖沼は，一年の大半を厚さ 1-2mの氷で
覆われるものの，氷の下は年聞を通じてプラスの水温に保
たれる。そのためか湖底には想像をはるかに上回る量の善事
実質が繁茂している。我々は 1995年 12月から 1997年1
月までの聞に，西オングル島，ラングホプデ，スカルプス
ネス，スカーレンに位置する湖沼から，水面や水中を浮遊
する藻塊のサンプルを得ることができた。
藻塊の基本的な成因は次のようであると考えられる。つ
まり，湖底の藻類マットの内部に気泡が溜まり，その浮力
でマットの一部がはがれて浮かび上がる。それらの多くは
解氷期の風や波のカで気泡が押し出されて浮力を失い再び
湖底に沈むが，時折， B事塊は水中を漂いながら，あるいは
氷の下面に留まったまま生育を続ける。藻嫌は構造上以下
の 3つに大別される。~エ~.外観は不規則で海綿状の
多孔質。湖底で生育したマットが浮かび上がり.凍結の影
響を受けて形成されたと思われる。生育を続けている様子
は見受けられない。乏五エ2.層状構造が見られる平板状
の藻塊。湖底のマットに由来し，生育を続けている。タニI
n.枕状，洋梨状などの立体的な藻塊。湖底のマットに
由来し，長期にわたって浮瀞しながら生育していると思わ
れる。表裏が不明瞭で中空であることが多い。
乙れらを構成する藻は，Phormidium sp.， Nosωc sp.， 
Oedogonium sp.などの糸状藻を主体として，Cosma-
rium spp_， Macrochloris multinucleatumなどの緑務
類やAmphoraveneta， S臼uroneis amcepsなどの珪藻
類が混じっている。

(・京都教育大・教育， "1L.前大・教育，四極地研・生物)

P21 0高 亜輝・真山茂樹:水質汚濁指標珪藻のバイ
オボリューム

今日まで，珪藻によるさまざまな河川の水質汚濁判定

法が考案されてきた。それらでは各珪藻細胞の体積は無

視され，出現した種類数，あるいは，その出現頻度(細

胞数%)を用いて水質の評価がおこなわれる。演者らは

河川産珪藻118種類のモデル体積を算出したところ，サイ

ズの小さな種と大きな種では10'のオーダーの違いがある

こと，さらにI群集中の珪藻種の構成比を，細胞数%と細

胞体積%で比較すると，大きな違いが生じる場合がある

ことを見いだし，それを昨年の日本珪藻学会第18回大会

で報告した。 Kobayasi& Maya田a(1989)は， 80DIこ対する

細胞数%の関係より，珪藻種の汚濁に対する出現様式を

3つに類型化し，これに基づく識別珪藻群f去を考案した。

しかし，これを細胞体積%に置き換えた場合，種によっ

ては出現様式が変化する可能性も考えられる。

東京都内の各種汚濁河川|から採取した180試料における

細胞数%と細胞体積%の80DIこ対する関係を種類毎にグラ

フに描き比較した。その結果，それぞれの種類における

2枚のグラフ聞に、出現様式の大きな変化は見られなか

った。このことは，識別珪藻君事法で用いた3つの出現様

式の示す指標性が，バイオボリュームに影響されないこ

とを示唆するものである。(東学大・生物)
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P20 0岩佐朋美・，坂東忠司・，斉藤捷ーペ伊村智醐:

昭和基地周辺湖沼における堆積物コアの解析

昭和基地周辺の湖沼には，しばしば藍藻類を基質とした
藻類マットが層状に堆積している.演者らは 1995年から
1996年にかけて西オングル大池と雪鳥池で採集された長

さ30cm余りのコアサンプルの解析を行い，若干の知見が
得られたので報告する。
1)堆積物コアの上層部は，Nosωcsp_，Phormidiumsp __ 
Gloeoca戸 a sp_などの藍藻類が基質となり，Cosma-
rium clepsydra， C. subcrenatumなどの緑藻類や
Amphora veneta， Hantzschia amphioxys， StaUl・0-
neisancepsなどの珪藻類，また，花粉や胞子と思われる
ようなものが混在している。 2)堆積物コアでは，下層部に
なるに従って藻体の分解が進み，詳細な同定は非常に困難
であった。そこで後殴質の殻をもっ珪藻について，堆積物

コア表層面から深さによる変遷を調査することにした。 3)
その結果，湖沼によって出現する珪藻の種組成や出現頻度

に違いがあることがわかった。西オングル大池においては

Amphora venetaが全体を通して優占していた。一方，雪
烏池では，約 15cmより上層部ではNavicuraarcuataが，
下層部ではS飽uroneisanceps， Hantzschia amphi-
oxysが優占していた。雪烏池での優占種のこの差異は，コ
ア縦断面に見られる層状構造の違いを反映している。 4)今
回の調査地は全て淡水湖であったが，西オングル大池では，

表層から約30cmの層から Fragillariopsiscurta， F. 
o bliquecostata， Coscinodiscus spp_など海産の珪藻が
多数確認できた。その時代，西オングル大池は海であったと

考えられる。

(・京都教育大・教育，"1ム前大・教育，時極地研・生物}

P22 0大山温美h前川行幸・・倉島彰*・横浜康継...
川嶋之雄*日・福井祭司付事三室県錦湾におけるカジ

メ群落の生産力

カジメ群落は，陸上植物群落とは異なり，水の流れに

より群落の構造が時間的にも空間的にも常に変化する。

そこで，このような群落構造と光環境の特徴に着目し，

日射量，群落内光環境，光合成・呼吸の測定等からカジ

メ群落の生産力を推定するための新たな数学モデルを作

成し，実測値との比較・検討を行った。

1997年ふ6月に三重県錦湾のカジメ群落について調査，

研究を行った。生産力の実測値は，水深8・針n，海水の吸

光係数0.20，群落の吸光係数0.70，LAl526， 6.19 m'/m' 

の群落でそれぞれ4.90，7.18 g d.w. Im'/dayであった。数

学モデルの解析から，生産力に影響を及ぼす最大の要因

は群落に到達する光と考えられた。本モデルの推定値は

実測値とほぼ一致し，伊豆半島鍋田湾のカジメ群落の生

産力実測値についてもほぼ一致した。また，カジメ群落

は最適LAIを越えても群落を維持できることも明らかに

することができた。以上より，群落構造と光環境に着目

したカジメ群落生産カモデルの有効性が確かめられた。

(本三重大・生物資源，“筑波大・下回臨海，

付帯日本エヌ・ユー・エス，件付中部電力)
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P23 0宮下聡記・能登谷正浩カヤペノ
リの生活史と生長および成熟におよほす温度、光
量、光周期の影響

カヤペノ 1)Porphyra morlenslsは Ohmi
(1968)によってツルモ Chorda[11umに着生
するアマノリとして新種の記載がなされた。私た
ちは、本種はツルモへの着生が必須か、また生活
史や生育に及ぼす温度や光周期の影響を知るた
め、 1997年 4月9日北海道森町の沿岸で採取
した藻体から接合胞子を得て温度(5，10， 15， 
20， 25， 30'C)と光量(10，20， 40， 80μmol 
m-2s・1)、 党周期(14L:I0D，10L:14D)を組み
合わせた条件下で培養を行った。接合胞子は単極
発芽して糸状体となり、殻胞子嚢枝は 5・20'C、
長日および短日いずれの条件下でも形成された
が、 20'Cの短目、 20μmolm-2s・1の下で最も
多数形成された。綾胞子はいずれの温度下でも放
出されたが、スライドガラスやクレモナ糸にはほ
とんど着生しなかった。ツルモの藻体上には多数
着生して発芽、生長した。業状体は長日、 20'C
下で速く生長し、 4週間で約 15cmに達して成
熟した。精子嚢および接合胞子嚢の分割表式はそ
れぞれ 128(a/4，b/4， c/8)、16(a/2， b/2， 
c/4)が見られた。糸状体および葉状体からの無
性的な繁殖様式は認められなかった。従って、カ
ヤペノリ;葉状体の生育はツ Jレモへの着生と密接
に関連し、基本的にヤプレアマノリ型の生活史を
持つことがわかった。

(東水大・応用務類)

P25 0 Yoo， J.S人Y.FukuyoぺandY. Aruga.: 
A taxonomica1 study on the toxic dinoflagellate 
Prorocentrum lima (Ehrenberg) Dodge 

The marine benthic dinoflagellae Prorocentrum 
lima (Ehrenberg) Dodge is田 im阿武組tspecies due 
to its toxicity. Identification of出 sspecies requires 
detailed morphologica1 obs釘 vationbecause of its 
s回ilarityto oth町 ben也icProrocentrum species 
and of its morphologica1 v訂iationin great ex旬:nt.
The purpose of this study isωdetect morphologica1 
variability of P. lima using culture clones collected 
from severa1 areas. In this study， morphologica1 
characteristics of thirty-four clones of P. lima 
collected from Saip皿， Tahiti， Indonesia， Japan and 
Bermuda were observed. Thirty-four clones can be 
subdivided in旬位町田 majorgroups (ovoid， elongate， 
and roundish foロns)by their shape， number of 
va1ve pores and Lハ'"ratio. In 位usforms， the 
elongate form is distinctive in its large L!W ratio 
(av. 1.53-1.60)， but is similar in number of 
margina1 pores. This form was observed only in 
Bermuda samples (14 clones) and the forma1 
di佐官encemay possibly due to也eg回 graphica1
separation. The roundish form is separable from 
o出町'sby largest number of va1ve 置ldmarginal 
pores， and has smallest L/W ratio. Fu比hermorethe 
structure of periflagellar area of this one was 
differ哩ntfrom the 問 st.This form may be 血
independent new sp民 ies
("Laboratory.. 01 Phy∞logy. Tokyo Un岡崎町Y 01 
Fisheries; "Asian Natural Environmental Science 
Center， The Unive隠ity01 

P24 0藤江教隆，大谷修司:
宍道湖・中海水系における渦鞭毛藻 Prorocentrum

minimumの分類学的研究

宍道湖・中海は，淡水と汽水がまざる汽水湖であり，

宍道湖では海水の約5-10%，中海では海水の約 20
-50%の塩分である.中海では冬期から春期に渦鞭
毛藻Prorocentrumminimumの赤潮がほぼ毎年発生

しているが， 1996年と 1997年は例年と異なり， 4
-5%。と塩分が低い宍道湖で， 5月から6月に本穏の
赤潮が発生した.1996年6月に宍道湖で発生した P.
minimumをクローン化し，中海の単藻培養株ととも

に， f/2培地， 20t， 6500-75001uxの条件で，塩
分を5，10， 15， 20， 30%.1こ変えて増殖させた.
野外試料では宍道湖産は三角形の栄養細胞が多い

が，中海の野外試料ではペース型のものがほとんどで

あった.

培養実験では，宍道湖産，中海産ともに塩分が15%。
-20%0で良く増漉する傾向が見られた.塩分が20%0
の場合，栄養細胞の外部形態は宍道湖産，中海産とも

にベース型に近いものであったが，中海産の方が宍道

湖産に比べやや細長い傾向にあった.

培養細胞には歪な栄餐細胞も少なからずあり，今後

培地の組成等を検討する必要がある.

(島根大・教育)

P26 OJII井浩史事.Sandra Lindstorm** 

ベーリング海の海藻植生1.セントローレンス島の

褐藻類

北太平洋の酉岸と東岸，北太平洋と北極海・北大西

洋沿岸の海藻相の連続性を考える上でこれらの海械を

つなぐベーリング海は極めて重要な意味を持つ.しか

しながらこの海織の海藻相に関してはこれまでほとん

ど報告がなかった.そこで1996年7月ベーリング海
北部のセントローレンス島(白。N，1710W)において潮
間帯を中心にその海藻植生を調べた.

その結果，褐藻類ではイソグルミ Kurogiellasaxicola， 

ヒモナガマツモChor.ぬr臼flagelliformisf. c加rdaeformis，
ニセカヤモDe加叩reaωl加luaω，Stictyosiphon tortilis，ツ
ルモ Chordafilum， Ch.ωmentosaなどのアラスカ沿岸
または太平洋新産の種を含む約30分類群の生育を確
認した.これらの穏組成は北海道東部沿岸との類似性

が極めて高い.

潮間帯の海藻植生は，長期間にわたる沿岸結氷のた

めか全体に優めて貧弱であったが，部分的にはコンブ

類などの鍾めて大量の打ち上げがみられ，潮下帯には

比較的豊富な植生が存在することを示唆している.ま

た，多孔性の火成岩からなる海岸では，地点によって
は潮間帯においても1年生の褐藻類が比較的豊富にみ

られた.これはこれらの種の配偶体世代などの微小世

代が岩の窪みの中で成長・越冬し，氷による物理的な
傷害を免れるためと考えられる.

(・神戸大・内海域，帥Universityof British Columbia) 



P27 0堀口健雄:鎧板の消失~タイドプール渦鞭毛藻
Gymnodinium pyrenoidosumの場合~

海岸のタイドプール中で春~秋にかけてブルームを形

成することの出来る渦鞭毛藻類は比較的限られており，我

が国では5種が知られるにすぎない.このうちScrippsiella

hexapraecingulaとGymnodiniumpyrenoidosumは微細構造

レベルでも生活環の様式でも多くの類似点をもつことが

演者の研究により確かめられてきた.細胞構造においては

葉緑体・ピレノイドの構造はほぼ同一であり，また生活環

においては，栄養細胞よりもかなり大きい，厚い細胞墜を

もっ不動球形細胞をもつことなどが共通点である.この不

動球形細胞は2分裂した細胞質を含み，その分裂面に半透

明な帯状部分が存在するという特徴的なものである.一方，

この両者の大きな違いは前者が細胞外被に鎧板をもつの

に対し，後者はそれを欠くという点にある。鎧板の有無は

現在の渦鞭毛藻の分類体系においては目レベルの違い(ペ

リディニウム目とギムノディニウム目)を意味する.

今回，これら2種を含む本邦産8属9種の渦鞭毛穣類の

18SrRNA遺伝子の塩基配列を決定し系統解析をおこなっ

たところ， S. hexapraecingulaとG.pyrenoidosumの近縁性

が高い確率で支持された.また.これら2種の分化の前に

鎧板が獲得されていることから， G. pyrenoidosumの系統

で鎧板の消失が起こったらしいことが示唆された.渦鞭毛

藻類の分子系統樹上では鎧板をもっ種ともたない種が類

縁関係を示す場合が他にもあり，鎧板の有無は必ずしも系

統を反映しているわけではないらしい.

(*北大・理・生物科学)

P29 0本多大輔・横田明・杉山純多:

シアノバクテリアの分子系統解析:

最尤法による主要系統群の検出

シアノバクテリアの分子系統の報告は蓄積してきで

いるが，その内部の系統関係については，不明なとこ

ろが多いのが現状である.本研究では 165rDNAを

選択し，Synechococcus属菌 4株の配列を新たに

決定して，これらと既知の 18属 34種 52株のデー
タを併せて系統解析を行った.

近隣結合法では，これまでの報告と問機，内部の枝

が短く推定されており，シアノバクテリアの系統を推

定するには十分ではなかった.一方，最尤法

(MOLPHY)による解析では，内部の枝を比較的長く
推定できており，全体を 6系統群に分けて認議する
ことが可能であった.両法の相違は，多重置換を起こ

しているような場合，近隣結合法が内部の枝の長さを

過小評価してしまうからであると恩われる.これら6
系統群は，それぞれ目レベルの分類群に相当しており，

既知の表現型と大まかには一致しているものの，いく

つかの形質では収鍛が起こっていることが示唆され

た.今後これらの系統群は，シアノバクテリア全体の

系統分類を構築をする上で，作業仮説になり得るもの

として期待される東大・分生研)

P28 0鯵坂哲朗*・ PhangSiew-Moi事事:

マレーシア産ホンダワラ類について (2)

昨年千葉の東邦大学で聞かれた第61回値観学会で
は， 1995年のマレーシア半島部とサパ州での2固
にわたる予備調査で確認できたホンダワラ属8種につ
いてすでに報告した.今回， 1997年12月15日
から 1998年1月8日に第1回本調査としてマレー
シア半島郷西海岸部のみを調査したところ，新たに4
種以上が確認できた.
マレーシアの西部海岸部は島都を除〈とほとんどが
砂浜か泥地であり，島都の岩礁地織でも透明度が低〈
て生育場所が少なく，生育適地でも潮間織にあたる 1
m前後しか海藻の生育稽がない。
今回の調査では，タイとの国境に近いランカウイ島
からは少なくとも2種以上のホンダワラ領が生育して
いることが纏認された。生育は確認できなかったが，
流れ穫としてコパモク S. polycνstum c. 
Agardhも採集できた。
ベナン島からは，前回線告した Sargassum
stolonifol ium Phang et Yoshida以外に
さらにもう 1種の生育が確認できた。
半島部での唯一の岩礁部と恩われる Port
Dicksonからは，前回はコパモク，ヒメハモク，キ
シュウモタ， S. binderi SonderとS.
baccu 1 ar i a (Mertensl J. Agardhの5種
の生育を報告したが，新たに S. 01 igocνstum 
Montagneとさらにもう l径の生育を確認した.
(車京大・農，料 Malaya Univ.・Inst.
Postgrad. Stud. & Res.) 

P30 0大谷修司，有冨由香里，伊藤律子:

95 

南極，昭和基地周辺における土場藻類相の経年変化

(1992-1996) 

南鍾，昭和基地では環境モニタリングの一環として

土壊藻類相のモニタリングが行われている.ここでは

1992年から 1996年まで5年間の結果を報告する.

表層土壌は，人聞の影響が強い昭和基地 4地点と

昭和基地から離れた6地点の計10地点で，無菌的に

採集され，冷凍保存して日本に持ち帰られた.

今回確認された土壊藻類は，藍藻6種類，緑藻10

種類，黄緑藻4種類，珪藻2種類の計22種類であっ

た. 5年間共通して出現した種類は， 5種類で，藍

藻 Phormidiumuncinatum， Phormidium sp.，緑藻
Macrochloris multinucleata， Koliella sempervirens.. 
珪藻 Navicula muticopsisであった.黄緑藻

Xanthonema属.BotrYdiopsis属の種類も毎年出現

している.これらの種類はいずれも優占種や比較的多

く出現した種類であり，この 5年間，土槙藻類の出

現傾向は類似していることが指摘できる.

昭和基地の最も便所に近い地点からは，ペンギン営

巣地などの富栄養な環場を好む Prasiolacrispaが出

現した. その他の種類に関しては土壊の栄養塩漬度

との関連が明らかにされておらず， 今後は土寝中の

栄養塩の測定も行う必要がある. (島根大・教育)
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P 31 OA. Gontcharov: Poly mo中hisminpop叫紙ionsof 
Stauras回 msaltani Josh. and its taxonomic implication. 
A rare desmid St8llTastrum saltans w鎚 foundin 

some water bodi崎Sof the Primorsky Territory侭.ussiゆand
its morphologiωI variability wωstudied in natural 

populations 

M甥e合"Omthese pop凶胤ionsrep resent diff旨ent
mo甲hologiωItypes which ∞'rrespond two variet問。fthe
sp出es∞ncerned.Plants with short processes shi食tothe 
description of ~盆銀皐 var. miedzvr，ロ飴ense但ichl.)
Cede町. et Gronbl. and plants with long proα諮問

ide岨岨ableas主主盛担ivar.j位盟血mSoott et Pres∞悦.
The study rev伺iωdifferent d噂a of 

mo中hologiωl色紙uresvariability. Cell [ength and width of 

sinus were rather∞nstant p arameters for aI伊Ip op ulations 
studiωbut v副esbetw制 them.The length of processω 

was oonstant in popu[ation 1 but varied oonsiderab[y in 

populations 2 and 3. Many dichotypica¥ forrns Iinking 
these groups were found in [atter [ocalities. 

Taxonomic insigniflωnce of some moφho[ogiωl 

f剖 uresused by Scott & Presoott (1956) fc町establishing
new varieties within the species was re叩ea¥ed
In view ofmarked po[ymo中hism， taxon ~盛鍾E

V釘.単組盟思棚 notbe maintained [on@町 andmust be 

吋釘tedto a syl拘置lymof伺rli直rd四回bedS. sal出塁 var.
miedzvrczecen鎚.

(National Institute for Environmental Studi叫



多彩な執筆陣による多角的な構成/
生態から利用までを網羅した、初の海藻読本/

21世紀の海藻資源 e 

一生態機構と利用の可能性ー ~持駒
大野正夫編著

「豊かな海」の立役者であるばかりでなく、次世代の素材 と
して、いま産業界の最 も熱い注目を集める海藻資源。健康、
環境への関心の高まる中、 「海藻についての一般書を」との声
に応え、遂に初の海藻読本が登場/

匂傘I.if
生態、環境、健康、 化学、工学、医療等の研究者が最新研
究成果を分かりやすく解説。今 まであまり光の当たらなかっ
た多方面にわたる海藻の利用法を探る。海藻生産者、漁場造
成 ・水圏環境保全関係者、応用化学 ・食品メーカー必読の書 !

「個B
藻場(寺脇利信)/流れ藻と寄り藻(新井章吾)/磯焼け(藤田大介)/国際化する海藻資源

(大野正夫)/海藻と健康 ・栄養(辻 啓介)/伝統的食品の寒天と新しい素材のカラギナ

ン(平瀬 進・大野正夫)/海藻パルプとアルギン酸繊維の“紙"(小林良生)/カ ンキツ類

の生産と海藻資源(白石雅也)/飼料に利用される海藻(中川平介)/磯の香りと性フェロ

モン(梶原忠彦)/海藻から抽出されるレクチンー細胞を見分けるたんぱく質一(堀貫治)/

海藻から抗駿化性物質の生産(浪岡田左雄・松家伸吾)/海藻から抗菌性成分の探索(越智

雅光)/海藻からの抗癌活性物質(山本一郎・丸山弘子)

藻の生態と藻鶴
徳田 鹿・川嶋昭二・大野正夫・小河久朗編

.85判 198頁・定価:本体14.369円(税制

本書li、天然のj毎で海藻がどのような姿て生 えているの
かをつぶさに見てとる こと の出来る海藻生態図鑑であると
同時に、人為的に投入した藻礁に如何にして海藻を生やす
か、を紹介した世界に例のない図鑑でもある。藻場造成じ
かかわる方々はもちろんのこと、海洋環境の保全に意欲と
関心をお持ちの一般の方々 にも、 本書は幅広 〈受け入れら
れるであろう。

-A Photographic Guide-
Seaweeds of Japan 
・定価本体14，563円 (税別)

源養殖学
徳田 鹿・大野正夫・小河久間編

.85判 354頁・定価 :本体5.505円(税別)

i4ii:藻の資源や養殖から、藻場造成、利用法、
海外での養殖等に至るまで、実に幅広い観点か
ら初めて総括的に海藻を論じた、研究者 ・学生

・養殖業者待望の書ーグ

tM#l 
地球生態系と海藻/海藻の生育環境/海
藻の利用/世界の海藻資源と生産量/現
在の海藻養殖/藻場造成/海外の海藻養
殖の現状/海藻養殖の将来と展望/むすび

.消費税は別途加算されます。

E冨E重1.t#W干171東京都豊島区池袋2-14-4 池袋西口スカイビル8FTEL 03(3590)4441(販売部) FAX 03(3590)4446 



「日本海藻誌」以来60余年ぶりの大著，遂に刊行成る!

新日本海 誌
一日本産海藻類総覧一

吉田忠生著

B5判・予定総頁1200頁・予定本体価格46000円

本書は古典的になった岡村金太郎の歴史的大著「日本海藻誌J(1936)を全面的に書き直したものである.
f日本海藻誌J刊行以後の約60年間の研究の進歩を要約し.1997年までの知見を盛り込んで，日本産として
報告のある海藻(緑藻，褐務，紅藻)約1相0種について，形態的な特徴を現代の言葉で記載する.

編集にあたっては，各種類の学名を原典にさかのぼって検討し，国際植物命名規約に厳密に従って命名法

上の正確さを期し，関連する文献を詳しく百聞.また，命名規約に基づいて，多くの種のタイプ標本を確定

し，その所在を明らかにするとともに，北海道大学，国立科学博物館などに所蔵されているタイプ標本の写

真を多数掲載した.

植物学・水産学の専門家のみならず，広〈関係各方面に必携の書.

現在の藻類を理解するために最適の書

藻類多様性の生物学
千原光雄編著

85判・400頁・本体価格9000円
石田健一郎・出井雅彦・井上 勲・恵良国民由美・加藤季夫・田中次郎

分担執筆
原 慶明・姻 輝三・堀口健雄・前川行幸・真山茂樹・吉崎 誠

第1章総論第2寧藍色植物門第3章原核緑色植物門第4章灰色植物門第5章紅色植物門第6章ク

リプト組物門第7章渦練毛植物門第8章不等毛植物門第9章ハプト植物門第10章ユーグレナ植物門
第11章 クロララクニオン植物門第12章緑色植物門第13章緑色槌物の新しい分類

藻類の生活史集成 堀輝三編

第1巻緑色藻類 85・448p(185種) 8脚円

第2巻褐藻・紅藻類 85・424p(171種) 8卿円

第3巻単細胞性・鞭毛藻類 85・400p(146種) 7脚円

陸上植物の起源 渡漣信
共訳

堀輝三

ー緑藻か5緑色植物へ，- A5 ・376p・48∞円

最初に海で生まれた現生植物の祖先は，どのような進化をたどって

陸上に進出したのか一一.分子生物学，生化学，発生学，形態学な

どの成果にもとづく探求の書.海藻のような海産藻類からでなく，

淡水域に生息した緑藻，特にシヤジクモ類から派生したという推論

をたて，陸上植物の出現した約五億年前の地球環境.DNAの構造，

シヤジクモ類の形態・生態・生理などを総合的に考察する.

日本淡水藻図鑑庚瀬弘:lfizt
図鑑としての特性を最高度に発揮さす為に図版は必ず左頁に，図版

の説明は必ず右頁に組まれ，常に図と説明とが同時にみられるよう

に工夫.また随所に総括的な解説や検索表を配し読者の便宜を図る.

2藻類写真集山岸高旺秋山優編集
B5・216p.ルーズリーフ式

I種lシートを原則に，藻体像の顕微鏡写真・都分拡大写真に，走査型

電顕写真・線画き詳細図を添えて，分類学的形質が一目でわかるよう

に構成する.最新19巻発行.
既刊 1・2巻4αm円.3-¥0巻5(削円.11-19巻7ωo円.

福代・高野
共編

千原・松岡日本の赤潮生物
一写真と解説一 B5・430p.13000円

日本近海および日本の淡水域に出現する2∞種の赤潮生物を収録.赤

潮生物の分類・同定に有効な一冊.

原生生物の世界 丸山晃著

丸山雪江絵

細菌.藻類.菌類と原生動物の分類 B5・判。p・28側円

原生生物，すなわち細菌，藻類，菌類と原生動物の分類という壮大な

世界を級密な点描画とともに一巻に収めた類例のない書.

藻類の生態 鉱:諜共編 A5・640p.128∞円

日本海藻誌 岡村金太郎著 B5.1卿 p・3∞∞円

表示の価格は本体価格ですので，別途消費税が加算されます. 干112・0012東京都文京区大縁3・34・3
TEL 03-3945-6781 FAX 03剖 45-6782内田老鶴圃



学会出版物

下記の出版物をご希望の方に頒布いたしますので，学会事務局までお申し込み下さい。(価格は送料を含む)

1. r藻類Jバックナンバー 価格， 会員各号 1，750円，非会員3，000円， 30巻号(創立30周年記念増大号， 1-30 
巻索引付き)のみ会員5，000円，非会員7，0∞円，欠号1-2巻， 4巻 1，3号， 5巻 1，2号， 6-9巻全号。

「藻類」パックナンバーの特別セット販売に関しては本誌記事をご覧下さい。

2. r藻類J索引 1-10巻，価格会員 1，5∞円，非会員2，0∞円， 11-20巻，会員2，000円，非会員3，000円，創立
30周年記念「藻類」索引， 1-30巻，会員3，000円，非会員4，0∞円。

3.山田幸男先生追悼号 藻類25巻増補.1977. A5版， xxviii+418頁。山田先生の遺影，経歴・業績一覧・追悼文

及び内外の藻類学者より寄稿された論文50編(英文26，和文24)を掲載，価格7，000円。

4.日米科学セミナー記録 Contributions to the systematics of the benthic marine algae of the North Pacific. I. A. Abbott. 

黒木宗尚共編.1972. B5版.xiv+280頁， 6図版.昭和46年8月に札幌で行われた北太平洋産海藻に関する日米

科学セミナーの記録で， 20編の研究報告(英文)を掲載。価格4，0ω円。

5.北海道周辺のコンブ類と最近の矯養殖学的研究 1977. B5版， 65頁。昭和49年9月に札幌で行われた日本藻

類学会主催「コンブに関する講演会jの記録。 4論文と討論の要旨。価格 1，000円。
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本村泰三・菱沼 佑・有賀博文:顕微蛍光il!lJ光装置，並びにブロモデオキ

シウリジン及びその抗体を用いた海藻類の細胞周期の19付Jr方法

秋季シンポジウム要旨

舘脇正和:藻食のすすめ~海からの健康-r藻食論j
野田宏行:海藻の薬租!効果

横j賓康継:niJi.込の森とそのはたらき
藻類採集地案内

大谷修司:宍道湖-中海周辺採集地案内

博物館と藻類

工藤光子:r涼 食べて，食べて，食べて.. 細胞の進化への
チャレンジ展」 ーJT生命誌研究館の場合一

小川義和:r海藻の色を採る教育活動J-~[立科学博物館の場合一

竹中裕行陳学潜:[控生藻髪莱 Nos{ocflageJJiforme (政務)の生育観察と

食用としての機能性

吉田忠生:学名の正当な発表と登録i[，I]]支

石丸八寿子:藻類談話会に参加して

海外藻類事情

スチュアート・ D'シム:南アフリカ藻類事情

英文誌 PhycologicalResearch 45巻3・4号掲載論文和文要旨

宮地和幸 ・野呂忠秀・新村巌:問中 間IJ先生の術l逝去を悼む

学会・シンポジウム情報

書評 ・新刊紹介

大野正夫 有朋海藻のバイオテクノロジー (能登谷 正治編)

小亀一弘:Taxonomy of Economic Seaweeds， with reference to some 

Pacific species.Volume VL (LA.Abbott編)

田中次郎:自然、史学会連合ニュース

学会録事

日本藻類学会第22回大会 (下回)プログラム
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